

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　月が照らす真夜中の田んぼ道。

「……なんだあれ」

　声を上げたのは、この夏真っ盛りの時期にもかかわらず、膝下まで届く黒のコートを着た少年だった。

　もしここが映画やドラマなどの撮影現場であったり、彼がその俳優ならば何なん等らおかしくはないが、残念ながらそんな事はなく、つまるところ、彼は少々変わった少年であった。

　そんな風変わりな少年──カトウノブユキは、突如として目の前に現れた不思議な光の渦を見つめた。

　その光はおおよそ、人工的に作られたものではなく、例えば御お伽とぎ噺ばなしや小説などに出てくるような、そんなファンタジーな代物であった。

　勿もち論ろん、光の周辺には自動販売機や街灯のようなものは見当たらない。

　蛍の群れでもあんな奇妙な光り方はしないだろう。

　だからこそ、カトウはその光にとてつもなく惹ひかれた。

　よくホラー映画なんかで、明らかにそのドアに近づいたら不味まずいだろ……！　みたいなシーンが多々見られるが、カトウはその心理を今ようやく理解する事が出来た。

　近づかずにはいられない。

　そんな魅力が、その光にはあった。

　カトウは光の渦に近づいていく。

　すると、光の奥に何かが見えた。

　それはおぼろげではあるが、人のシルエットのように思える。

　念の為ために言っておくが、光の周辺にはカトウ以外誰もいない。

　ならばこれはきっと、映像のようなものなのだろう。

　不思議な現象ではあるが、サブカルチャーに精通しているカトウにとって、このような出来事は簡単に受け入れられるものだった。

「異世界転移キタこれええええええええええええええええええええええええええええ！」

　その瞬間、カトウは拳を強く振り上げながら、突然そんな奇声を上げ始めた。

　彼の服装からして気づいた者も多いかもしれないが、彼はいわゆる、ライトノベルに登場するような、そんな異世界主人公に強い憧れを抱く少年であった。

　彼の学業に費やされる筈はずだった時間の全ては、主にシミュレーション──授業中にテロリストが襲撃してきた時の対処法や、そのテロリストの中に美少女がいた時の対処法、さらには異世界転移、異世界転生にまきこまれた時に自分がどう行動するかに費やされていた。

　そして今回のこの現象は恐らく、異世界転移で間違いない。

　きっとこの光の奥に映る人物は、カトウを召喚しようとしている召喚士なのだろう。

　カトウはこの一瞬で、そこまでの当たりを付けていた。

　つまりカトウは、この時点で既に異世界に行く全ての準備を整えていたのだ。

　彼の机の引き出しには父と母に残した手紙が複数あり、どのパターンであっても意味が通じる内容になっている。

　さらには彼が持っている大きなリュックサック。

　そこには異世界で役立つ、ありとあらゆるものが入っていた。

「じゃ、そろそろ行きますか！」

　カトウはそんな軽い言葉と共に、光の渦へと迷いなく進んでいく。

　彼の中に不安という言葉はない。

　この光の奥に進めば、彼にとって未知の世界だ。

　言葉が通じない可能性。

　チートが貰もらえず、魔物に襲われる可能性。

　環境に適応出来ず、そのまま飢え死ぬ可能性。

　他にも挙げればキリがないが、彼にそんな心配は微み塵じんもない。

　なぜか？

　それは簡単だ。

　彼はもう成り切っていたからだ。

　世界で最強の、ハーレム主人公に──

　他人から見れば、正直どこかおかしい。人として大事な部分が欠如している。そんな人間に見えるかもしれない。

　しかし、だからこそ、彼が選ばれたのだ。

　この、異世界転移に……！




【おめでとうございます。初日ログインボーナス、エリクサーを受け取りました】







第一章　カトウ、異世界転移する







　彼女は呪われている。

　それは物理的な事であり、精神的な事でもあった。

　ラミアの呪い。

　それが彼女──ユミナ・カーライズにかけられた呪いの正体だ。

　彼女の上半身は硬い鱗うろこに覆われ、下半身は醜い蛇の形をしている。

　母譲りである綺き麗れいな長い銀の髪と、その母が褒めてくれた父と同じ青い瞳だけがそのままだが、そんな事、今の彼女にとっては何の慰めにもならなかった。

「お願い、成功して……！」

　ユミナは強く拳を握りしめながら、祈るように召喚魔法を執り行う。

　仲間に裏切られ、呪いを受けたあの日から、ユミナは海を渡り、この遠く離れた浸魔の森にひっそりと隠れ、日々呪いの研究を続けていた。

　この姿では両親に会う事はおろか、街に住む事も出来ない。

　大方、自分は死んだ事になっているだろう。

　ユミナは悔しさのあまり、強く歯を食いしばった。

「…………」

　しかし、そんな研究の日々も今日までだ。

　今執り行っている召喚魔法が成功すれば、自分はもしかしたら元の人間の姿に戻れるかもしれない。

　そんな一いち縷るの希望が、この召喚魔法にはこめられていた。

　なぜそれが召喚魔法なのかというと、それはラミアの出生に理由がある。

　このラミアという生物は本来、この大陸には存在しない幻魔種に分類され、魔王がまだ生きていた古いにしえの時代──その古の時代に、魔王が側近である召喚魔法士たちを使い、現世と冥界の門を繋つないで呼び寄せた魔物とされている。

　つまりラミアの呪いを解くには、この世界の魔法ではなく、冥界の魔法──あるいは知識が必要であった。

　しかし、この召喚魔法には大きな欠点が存在する。

　それは、召喚する対象が選べないという事。

　鬼が出るか蛇が出るか。

　それは召喚してみなければ分からない、そんな恐ろしいものであった。

　だがしかし、それでもやらなければならない。

　ユミナの覚悟は既に決まっていた。

　永遠にこの姿でいるくらいなら、自分は死を選ぶ。

　ユミナはそう決意していた。

　だからこそ、禁忌とされているこの召喚魔法にまで手を出したのだ。

　ユミナは魔法陣に魔力を注ぎ続ける。

　紫色の魔力の奔流が小屋を満たし、電流のようにバチバチと音を立てる。




　──来る！




　ユミナが魔法陣から視線を上げた瞬間、それは現れた。

　黒髪の、黒のコートを身に纏まとった少年が現れたのだ。

　ユミナは呆あつ気けに取られていた。

　召喚したのは、見るからに普通の少年。

　これは明らかに失敗だ。

　誰がどう見てもそう考えるだろう。

　しかし、少年の目には強い意志を感じた。

　この少年は普通じゃない。

　これはユミナの勘だった。

　この姿になってから異常なまでに発達した鋭い勘。

　その勘が言っているのだ。

　この少年は、英雄であると──

「問おう。お前が私のマスターか」

　少年の声は凛り々りしかった。

　自信に溢あふれていた。

　そしてなにより、ユミナの好みの顔だった。

「そ、そうです！　私がマスターのユミナです！」

　ユミナはすぐに言葉を返した。

「ならば願いを言え。どんな願いでも三つだけ叶かなえてやろう」

「み、三つも!?　三つも叶えてくれるんですか!?」

「ああ、神の力を超えない限りだがな……」

　どこか遠い目をしながら、少年は寂しそうにそう答える。

「す、凄すごい……」

　つまりこの少年は、神に等しい力を持っているわけだ。

　ユミナは自分の身体が震えている事に気がついた。

　何という事だ。

　これはとんでもない者を召喚してしまった。

　これは自分がマスターなどと自うぬ惚ぼれない方がいい。

　よくて対等……いや、自分が下だと自覚しなければならない。

　ユミナはゴクリと喉を鳴らし、少年に自分の願いを伝えた。

「お、お願いです！　この醜い姿を人間に！　元の人間の姿に戻してください！」

　ユミナは祈るように、その願いを口にした。

　これでようやく、この醜い姿から解放される。

　そんな安あん堵どをした時だった。

　少年は物もの凄すごくブチ切れた。

「はあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！？！？」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！？！？」

　神にも匹敵するだろう少年を怒らせてしまったと、ユミナは怯おびえながら土下座の恰かつ好こうで頭を抱えた。

　しかし。

「お前が醜い!?　どこが!?　お前今、世の中のモン娘むすファン全員を敵に回したぞ!?」

「…………」

　正直な所、意味が分からなかった。

　しかし、自分の願いが否定されている事だけは理解出来た。

「いや何言ってるの!?　この身体だよ！　嘘うそつかないでよ！」

　自分の忌まわしい身体を見せつけるユミナだったのだが、少年は一切動じず、尚なおもこう言ってきた。

「いやいや！　普通に可愛かわいいから！」

「か、可愛いって、そんな……！」

　生まれてこの方、親以外からこんなに真っすぐに可愛いなどと言われた事がなかったユミナは、それだけで顔を赤くさせた。

「気が変わったか？」

「あ、いえ、それとこれとは別問題です」

「そうか」

　すると少年は、何やら腕を組みながら唸うなりだす。

「正直な話、俺はこのままでもいいんだけど……まあ、そうか……素人にいきなりモン娘は確かに少しハードルが高いか……そうだよな、俺だって最初は、美少女が表紙のライトノベルを恥ずかしがって、意味もなく書店をぐるぐる回るような、そんな清純男子からのスタートだったもんな！　うんうん！」

　何やら少年は、一人で納得してしまったようだ。

　ユミナは顔を上げ、そのまま少年を見上げる。

　すると、彼はユミナに何か小瓶のようなものを差し出していた。

「ほら、飲んでみろ。多分解けるぞ」

　まるで水でも渡す感覚で、少年は白い液体の入った小瓶をユミナに手渡してきた。

「…………」

　ユミナは少しの間、受け取った小瓶と少年を交互に見る。

　そして次の瞬間、ユミナは小瓶の中身を一気に飲み干した。

　この小瓶に毒が入ってる──などとは考えない。

　仮にそうだったとしても、それすらも受け入れる覚悟が、彼女にはあった。

　ユミナが少年から受け取った小瓶の中身を全て飲み干すと、効果はすぐに現れた。

　上半身の鱗は嘘のように消え、蛇の形の下半身は元の人間の姿へと変化していく。

　まるで夢でも見ているような、そんな現実味のない出来事であった。

「……あの、この飲み物は、いったい……」

「ああ、エリクサーだ。何かさっき、女神から貰った」

「え、エリクサー!?　そ、それに、女神!?」

　少年の言葉に、ユミナは驚いた。

　エリクサー。

　それは賢者たちの遠い夢である、幻のポーション。

　未いまだかつて誰一人として製作に成功していない、究極のポーションであった。

　それだけでも凄いというのに、この少年は、そのエリクサーを女神から貰ったというのだ。

　やはりユミナが思った通り、この少年は神と何らかの関係があるらしい。

　しかしそれと同時に、神器にも勝るとも劣らない、そんなエリクサーを少年がこうもあっさりと渡してきた事に、ユミナは恐怖した。
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　何かを与えられたのならば、そこには絶対に対価が必要である。

　その対価が恐ろしかったのだ。

　ユミナは反射的に、小屋の出入り口を見た。

　ここから逃げ出す為ためだ。

「…………」

　しかし結局、ユミナは逃げなかった。

　力を入れていた手足から、スッと力を抜く。

　この少年から逃げられないと、そう悟ったわけではない。

　ただ単純な話で、ユミナは自分の愚かしさを恥じたのだ。

　分かっていた事だ。

　召喚魔法により彼を召喚し、願いを叶えて貰ったのならば、そこには必ず対価が発生する。

　今回はその対価を見誤っただけという話。

　にも拘かかわらず、ユミナは逃げ出そうとした。

　それはあまりにも自分勝手な、それこそ、ユミナを裏切ったアイツ等以上に身勝手な考えであった。

　そうだ。彼は私の呪いを解いてくれたんだ。

　自分一人の力では、永遠に解けないだろう、そんな呪いを解いてくれた。

　これは一生奉仕しても返せない恩である。

　ユミナは自分の手を、力強くギュッと握る。

　ならばやる事は一つだった。

　ユミナはその場で膝を突き、頬ほおを流れる涙を拭きながら、少年に頭を下げた。

「……主あるじ様、この度は私にかけられた呪いを解いて下さり、誠に感謝致します。……どうか私めに、この度の対価を御お教おしえください」

　この御方に、一生付いていく。

　この時点で、ユミナの心と体は、少年のものだった。

「対価？　えー……対価かあ……うーん、そうだなー」

　どこか戸惑う少年の言葉に、ユミナの心臓はバクバクと、うるさいまでに鼓動していた。

　ユミナはゴクリと生唾を飲み込み、彼の言葉を待つ。

　エリクサーの対価。

　それは少し考えただけでも、想像を絶するような、そんな途方もないものに違いない。

　ならば、一体どんなものになるのだろうか……

「…………」

　いや、一つだけ分かっている事がある。

　男と女、それも若い男女が、今こうして一つ屋根の下にいるのだ。

　ならば絶対に、彼は私の〝この身体〟を求めてくる事だろう。

　──当然だ。

　うら若き乙女に何をしても許される権利を、今ここで少年は得たのだ。

　エロに走らないわけがない……！

　私なら走る……！

　ユミナはそんな確信を持っていた。

「うーん、悩むなー」

　だが、そういう事ならば安心して欲しい。

　大いに安心して欲しい。

　ユミナは不敵に笑った。

　なぜならば、ユミナにはそういった経験が一ミリたりとも存在しなかったが、知識だけは玄人のそれであったのだ。

　しかし──

「あ！　じゃあ、夕飯はお肉料理でお願いね！　俺ちょっと、冒険してくるから！」

「……は？」

「夜には帰ってくるから！」

　少年はユミナに背中を見せると、止める間もなく、外へと出ていってしまった。




　　　　◇




「異世界すげええええええええええええええ！！！！」

　カトウがユミナの家を出ると、そこには幻想的な景色が広がっていた。

　まず最初に目に入ってきたのは、崖の上にある西洋の古城。

　かなりの年代物なのか、その城は緑に侵食され、今にも崩れそうな危うさがある。

　まるで映画のワンシーンに出てきそうな、そんな壮大な景色だ。

　正直景色なんて、どれも同じだろうと常日頃思っていたカトウだったのだが、これは考えを改めないといけない。

　心が躍るというのだろうか。

　本当に素晴らしい景色というものは、視界だけでなく、心をも奪ってしまうのかもしれない。

　そんな景色にカトウが圧倒されていると、遅ればせながら、古城の上空に何かが旋回している事に気が付いた。

「ん？　何だあれ」

　目を凝らしてよく見てみると、ドラゴン？　いや、蝙蝠こうもり？　遠目なのではっきりとは分からないが、多分、おそらくそうだ。

　黒い身体から、四枚の羽が生えた、超巨大な蝙蝠。

　そんな超巨大な蝙蝠が複数の群れをなし、古城の上空を飛び回っていた。

　無人の古城かと思って見ていたのだが、もしかしたらあれは、魔王城的な何かなのかもしれない。

　これはテンションが上がる。

　カトウはすぐさま、あの古城をもっと近くで見ようと走り出した。

　舗装のされていない、デコボコとした山道を、手足や服が汚れるのも忘れ、カトウは夢中で進んでいく。

　大分進むと、カトウは古びた橋を見つけた。

　見ただけで頑丈だと分かる、石で出来た大きな橋だ。

　橋の先には、カトウのお目当てである古城がそびえたっている。

　カトウは声を出して喜びかけたが、しかし残念な事に、その古城に行く為の橋は、これまた見事に橋はし桁げたの根元から崩れていた。

　もしかしたら以前、ここで戦いがあったのかもしれない。

　その証拠に、焚たき火びの跡や、ロープや折れた矢尻などの残骸が、橋の近くに残されている。

　まあ、ユミナが使った物なのかもしれないが、どちらにせよ、あの古城に行く為には、空を飛ぶか、あるいはあの崖を登るしか方法はないようだ。

　せっかくここまで来たのだから、攻略は無理だとしても、少しばかり中を探検したかったのだが、残念だ。

「仕方ない。今回は諦めるとするか」

　まあそれに、いきなり古城攻略は流石さすがにハードルが高すぎる。

　女神から貰ったチートといえば、まだエリクサーだけなのだから、無理は禁物だ。

　カトウはそう結論付け、次に女神から貰ったカードを確認した。

　それはクレジットカードのような、割としっかりとした作りの一枚のカード。

　確か女神は、このカードには異世界の情報と、全ての種族の言語を把握出来る機能が備わっていると言っていた。

　かなり古い情報なので、あまり過信はしないようにとも言っていたが、見るに越した事はない。

　しかし、どうやって見るのだろう？

　カトウは取り敢あえず、手当たり次第カードに触れていく。

　すると突然、カードの上に映像のようなものが現れた。

　ホログラフ──立体映像とでも言うのだろうか？

　分かりやすく表現するならば、ゲームにあるような、そんな四角形のウインドウ画面。

　カトウは直感で指先を使い、画面に触れていく。

　すると画面が移り変わった。

　やはり思った通り、画面はカトウの指先に反応するようだ。

　カトウは指先で画面を操作し、情報を見ていく。

　情報を見ていくにつれて、この世界の事が少し分かってきた。

「──まあつまり、この世界はゲームみたいな世界ってわけか」

　レベルやスキル、そういった要素のある世界なのだと、そこには記されている。

　スキルには様々なものがあり、普通の一般的なスキルだけでなく、条件を満たす事により習得できるような、そんな強い戦闘系スキルや、珍しい生産系スキルなんかもあるそうだ。

　これはテンションが上がる。

　しかし。

「うーん。でも、何をしよう」

　やりたい事がないのではない。

　やりたい事が多すぎるのだ。

　やはりここは王道らしく、冒険をしながら、少しずつ強くなっていくのがセオリーだろうか？

　強くなれば当然、個人的な頼まれ事や、クランやギルドなんかのクエストでお金は貯たまるだろうし、お金が多ければそれだけ選択肢は増える。

　あるいはここは、戦闘職ではなく、生産職を極めてみるのもいいかもしれない。

　ＭＭＯやコンシューマーゲームでは、もっぱら戦闘職だけしかやってこなかったカトウだったが、この機会に、生産職に手を出してみるのもありと言えばありだ。

　他にもやりたい事はたくさんある。

　例えばゲームなんかでよくある事だが。

『え!?　このキャラ仲間に出来ないの!?』

　みたいな事がカトウには多々あった。

　製作者という絶対的なルールによって、惜しくも死んでしまう主要人物（美少女）。

　何をしても攻略する事が出来ない、魅力的な悪役（美少女）。

　あるいはルートを用意されていない、メインキャラクターよりも人気のサブキャラクター（美少女）。

　だが、ここでは違う。

　この世界においてカトウは自由だ。

　つまり誰であろうと、彼女たちをハーレムに迎える事が出来るわけだ。

　それこそ、魔王なんかもハーレムに迎えられるかもしれない。

　なんという祝福。

　この世界に呼んでくれたユミナには、感謝してもしきれない。

　その事に感動し、涙を流しながら喜んでいたカトウだったのだが、ふとそこで、彼は最後の一文を見つけた。

「邪神の復活を、阻止してくれ……？」

　そういえば、この世界に召喚される直前、このカードをくれた張本人である女神が、その事について何か言っていたような気がする。

　カトウは必死に思い出そうとするも、なぜか記憶は曖昧で、正確ではないかもしれないが、女神はこの世界の事を、かなり難易度の高い世界と言っていた。

　それこそ、神々に匹敵する程の、冥界の王たちが存在する危険な世界であると──

「…………まあ、いっか！」

　しかし、今のカトウは物もの凄すごく楽観的な思考をしていた。

　邪神だかなんだか知らないが、まあ、なんとかなるだろう。

　せっかく憧れの異世界に来たのだから、まずはこの世界を存分に楽しむ事が先決だ。

　カトウはそう結論付ける。

「よっしゃああああああああああああ！　俺はこの世界を、存分に楽しんでやるぞおおおおおおおおおお！」

　カトウは叫びながら、周りの探索を続けたのだった。




　　　　◇




　全身泥だらけの状態でカトウが小屋に帰ってくると、何やらドタバタといった音が奥の方から聞こえてきた。

　何事かと様子を窺うと、どうやらユミナはまだ料理の途中だったらしく、片手に包丁を持ち、一人台所に佇たたずんでいた。

　しかし、その表情に注目して頂きたい。

　ユミナの表情、それはまさに無であった。

　かつてこれ程までに無を表現出来た者がいただろうかと思える程の無の表情で、ユミナは台所に立っていた。

　ユミナの視線の先を辿たどると、何やら黒い塊が、皿の上に置かれている。

「何これ？」

　カトウはウェットティッシュで手を拭ふきながら、泥だらけの服から新しい服に着替え、ユミナにそう尋ねる。

　すると──

「…………申し訳ございません。実は私、料理とかあまりしないタイプでして……その、何と言いますか、主あるじ様のご期待には、応えられなかったようです……」

　死んだ魚のような目で「これは捨てておきますね……」と、ユミナは皿の上にある黒い塊を捨てようとする。

　しかしその瞬間、カトウはブチ切れた。

「はあああああああああああああああああああああ！？！？？！？」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！？！！」

「馬鹿野郎ッ！　料理が有り得ないぐらい下手クソなヒロインが主人公の為ために意味不明なまでに全部の指にバンソーコー巻くくらい頑張って作ってくれた料理に対する冒ぼう涜とくみたいな黒い炭を主人公が顔色一つ変えずに食べるっていう定番的シチュエーションを俺から奪う気か!?」

「何言ってるの!?」

「いいからその炭をよこせ！」

「ああ！　炭って言いました!?　これハンバーグなのに！」

「これハンバーグなの!?　炭じゃないの!?」

「ハンバーグですよ！」

　どうやらハンバーグだったらしい。

　やっぱ異世界ってすげえな。

　などと思いつつ、カトウは渋るユミナから炭を受け取った。

　カトウはそのまま椅い子すに座り、鬼気迫る表情でフォークを掴つかむ。

　それはまさに、聖戦へと赴く勇者そのものであった。

「……死なないでくださいね」

　ユミナが何やら不穏な事を言っているが、カトウは止まらない。

　カトウにとってこれは、夢にまで見たシチュエーションなのだ。

　止まるわけにはいかなかった。

　カトウは喉を鳴らし、まずは一口目を食べる。

　──ゴリ。

　料理から出てはいけない音が、カトウの口の中で響いた。

　舌がひりひりと痛む。

　漫画などでよくあるような、見た目は悪いが、味はまあまあ悪くない。

　などといった、そんな幻想を少しでも抱き、多めに口に入れたのがいけなかったのかもしれない。

　身体が拒否反応を起こし、痙けい攣れんが止まらない。

　カトウは身の危険を感じ、炭を皿の上に戻した。

　そして同時に、カトウは自分の不ふ甲が斐いなさを、これでもかと痛感した。

「クソッ！　どうして俺は！　前もって味覚を殺してこなかったんだッ！」

「殺さないで!?」

　カトウは涙を流し、自分の甘さを嘆いた。

　多少不味くても、飲み込んでしまえばこちらのものだと思っていた。

　だがそれは無理だ。

　喉を通らないのだ。

　それ程までに、この料理は常軌を逸している。

　おそらく、世の中のイケメンハーレム主人公たちは、こういった事態に備え、前もって味覚を殺しているのだろう。

　舐なめていた。

　正直言ってカトウはイケメンハーレム主人公たちを舐めていた。

　あいつらはただ、チートで美少女たちとイチャイチャしているわけじゃなかったのだ。

　──命がけなのだ。

　たかだか好感度が少し上がるだけにすぎないイベントの為に、彼らは五感の一つを捨てていたのだ。

　味覚を失うまでの葛藤をおくびにもださず、彼らは孤独に打ち勝ってきたのだ。

　恐るべき、モテへの執着である。

　料理を粗末にしてはいけないと、母から強く教えられていたカトウだったが、今回ばかりは許して欲しい。

　世界で一番食べ物を捨てる国が、日本なのもどうか許してほしい。

　カトウは虚うつろな目をしながら、フォークをテーブルに置いた。

　カトウ、異世界での初めての敗北であった。




　　　　◇




　それから数時間後、リュックサックに入っていた缶詰により無事夕飯を済ませた二人は、次に身体を綺麗にする事にした。

　風呂……はないようなので、タオルをお湯に浸し、それを使い、カトウは二人で身体の洗い合いっこをひそかに目もく論ろんでいたのだが、ふと後ろを向けば、ユミナが不思議そうにこちらを見ていた。

　ユミナにどうしたのかと聞いてみると、何でもこの世界では、魔法によって身体を綺麗に出来る為、風呂そのものがないそうだ。

　少し残念ではあるが、それならばと、カトウはユミナにその魔法を使って貰う事にする。

「おお！　すげえ！」

　ユミナが呪文を唱えると、汗でべとべとだった身体は嘘うそのようにさっぱりとした。

　便利すぎる。

　もしこの魔法を地球に持ち帰り、普及させたならば、数多あまたとある企業が倒産を免れないレベルの便利さだ。

　初めての魔法に感動しつつ、パジャマに着替えたカトウは、リュックサックからジュースの入った缶を二つ取り出し、その片方をユミナに手渡した。

「変わった飲み物ですね。……ですが、凄く美味おいしいです」

　炭酸ジュースは初めてなのだろう。

　口の中がしゅわしゅわとしているのか、ユミナはそれを飲む度に驚いた顔を見せてくる。

　口に合うか分からなかったのだが、どうやら喜んでもらえたようだ。

「そういえば名乗ってなかったな。俺の名はカトウ。カトウノブユキだ」

「私はユミナ。ユミナ・カーライズです」

「よろしく、ユミナ。それで早速質問なんだけど、今ユミナがやってくれたみたいな魔法って、どうやって覚えるんだ？」

「え？　魔法、ですか？」

　心底不思議そうに、ユミナはそう聞き返してきた。

「そうそう、その魔法」

「……一般的な魔法でよろしいのですか？　それでしたら、スキルカードを使えば習得出来ますよ」

「スキルカード？」

「はい、このカードです」

　すると、ユミナは一枚のカードをカトウに見せてくる。

　女神から受け取った、あのカードに少し似ていた。

　そこにはユミナの名前と、レベルと思わしき数字が書かれている。

「このカードにあるスキルポイントを消費すれば、スキルや魔法が覚えられるんですよ」

「へえ！　俺もこれ欲しい！」

「ふふ、王都に行けば簡単な手続きで購入できますよ。証明書の代わりにもなりますので、明日にはここを出発して、王都を目指しましょう」

「よし！　それで決まりだな！」

　まずは最初の目標が決まった。

　ならば今日は明日に備え、もう寝るとしよう。

「じゃあ、そろそろ寝るか」

　カトウはそう言って、一つしかないベッドに視線を移した。

「ッ!?　そ、そうですよね！　もう夜も遅いですから、寝ないとですよね！」

　すると、ユミナはあからさまに顔を真っ赤にさせる。

「…………………………………………………………」

　そのユミナの表情に、カトウは確信に近い答えを持っていた。

　数々の恋愛漫画を読破したカトウには、それが手に取るように分かってしまったのだ。

　その答えとは、つまり、

　──ユミナは明らかに、カトウに好意を持っている。

　という事だった。

　それが分からない程、カトウは鈍感ではない。

　しかし、今ここでユミナに手を出す事は出来ない。

　それは数多のハーレム主人公たちが身を挺ていして証明してくれている。

　なぜ彼らは、ヒロインに手を出せる状況下において、決して手を出せないのか。

　少年誌だから？

　モラルだから？

　恥ずかしいから？

　違う。

　そんなちゃちなものでは決してない。

　彼らはそれ程、やわな存在ではない。

　ではなぜか？

　彼らはただ、恐れているのだ。

　個別ルートという、一度でも入ってしまえば二度と出られない、恐怖の存在に──

　ことゲームにおいて、個別ルートとは、一人のヒロインを愛し続ける、いわば純愛の証明のようなものだ。

　しかしハーレム主人公において、この個別ルートとは文字通り死を意味する。

　ゲームなんかでは、セーブやロードを駆使すれば、個別ルートだろうがバッドエンドだろうが何も問題はないだろう。

　しかし、そういった物が存在しない世界では、当然だがやり直しはきかない。

　そんな厳しい世界で、世のハーレム主人公たちは死に物狂いで生きているのだ。

　手を出したくても、決して出す事が出来ない。

　それはもう、餓死寸前の人間の前に、ガラスケース越しに毎日御ご馳ち走そうを出すようなものだ。

　あまりに辛く、過酷な世界。

　まさに修羅の道と言えよう。

　ハーレム道とは、そんな修羅の道なのだ。

　しかし、耐えなくてはならない。

　それを耐えた者にこそ、真のハーレム道は開けるのだ。

「ノブユキ様……」

　甘えるような、ユミナの声。

　常人ならば耐えられないだろう、情欲を誘う声音。

　──プツン。

「…………………………………………………………」

　カトウはその声を聞いた瞬間、ユミナのおっぱいを触る事を決意した。

　まあ、今日は初日なのでね。

　おっぱいぐらいはセーフだろう。

　そのぐらいならきっと、個別ルートには入らないだろうし、今日は初めての異世界記念日という事で、自分へのご褒美だ。

　本格的にハーレムを目指すのは、明日からにしよう。

　カトウはそう結論付けた。

「……ユミナ」

　カトウはユミナに近づき、大きな二つのおっぱいへと、そっと手を伸ばした。

　しかし、

「や、やっぱり、恥ずかしい……！」

「ふごお!?」

　突然、カトウの腹部に激痛が走った。

　反射的にお腹なかを見てみると、ユミナの拳が深くめり込んでいる。

「の、ノブユキ様！　申し訳ございません！　ノブユキ様！」

　薄れゆく意識の中で、カトウの伸ばした手は空をきった。




　　　　◇




【おめでとうございます。二日目ログインボーナス、エルフの皇女を受け取りました】

「──!?」

　突然頭の中に響いた女神の声に、カトウは飛び起きた。

　寝ぼけ眼まなこで外を覗のぞくと、外は微かすかに明るく、時計……は意味をなしていないので正確な時間は分からないが、今が早朝なのは確かだった。

「うう、痛い」

　カトウは昨日、ユミナに殴られたお腹を片手でさすりながら、再度ベッドに潜り込む。

　すると潜り込んだ先で、なにか柔らかいものが指先に触れた。

　柔らかい。

　それはカトウにとって、未知の感触だった。

　試しに揉もんでみる。

　すると。

「んっ」

　カトウの動きに呼応するように、何やら艶なまめかしい声が、隣から聞こえてきた。

　カトウは瞬時にこれを理解する。

「ラッキースケベ、本当に実在していたのか……！」

　などと言いながら、カトウはその感触を楽しんでいく。

　ハーレム主人公において、必修科目になりつつあるラッキースケベ。

　それが実際に起こったのだ。

　カトウが興奮するのも無理もなかった。

　さらに言えば、これは服越しの感触ではない。

　生だ。

　生肌だ。

　なぜかはわからないが、ユミナは服を着ていないようだった。

　この謎を解明しない事には、カトウのこの手は決して止まらないだろう。

　カトウは夢中で、ユミナの胸を揉み続けた。

　──しかしその瞬間、なぜかクラスメイトの小こ林ばやし君の顔が、カトウの脳裏を過った。




　　　　◇




「──ねえ、カトウ君。君は少年誌における、お色気シーンの短さに、苛いら立だちを覚えた事はないかい？」

　突然、一度も話した事がないクラスメイトの小林君に話を振られ、カトウは焦っていた。

　現在、カトウは教室内で別の友達と絶賛会話中であり、まさか前に座る小林君に話しかけられるとは、微み塵じんも思っていなかったのだ。

　しかし、無視しては小林君に悪い。

　カトウは友達との会話を一時中断し、小林君の方を向いた。

「……え、ま、まあ、確かに、ちょっと短いかな」

　苛立ちを覚えるかどうかは別として、確かに少年誌における、お色気シーンは長くても数ページだ。

　思春期の少年にとってそれは、確かに物足りないといえば物足りないのかもしれない。

「僕はね、常日頃から思っているんだ！　どうしてあと数ページ！　あと数ページお色気シーンを続けてくれないのかとね！　あともうちょっとでイケる筈はずだったのに、どうしてたった二ページぐらいで事を終わらせてしまうのかと！　ハーレム主人公としての自覚を、彼らにはもっと持って欲しい！　あとこの話をすると、大抵の人はエロ本を読めと言うが、それは大きな間違いだ！　少年誌で見るエロと、成人誌で見るエロは、全くの別物だと、僕は今ここで断言する！」

「ご、ごめん。俺には違いが良く分からないや」

　成人誌すら買った事がない十五歳のカトウにとって、この話はまだ早かった。

　それと、周りの目が非常に痛い。

「……いいんだ。悪いのは君じゃない。悪いのはこの世の中だ……。だからね、カトウ君。君がもしハーレム主人公になった時は、少しでもいい。少しでもお色気シーンを延ばしてほしい。僕から言える事は、それだけだ……」

　それは後に、カトウの師匠となる、二年前の小林君の言葉だった。




　　　　◇




　小林君の言葉を思い出し、カトウはすぐさま煩悩を払い落とした。

「……ありがとう、小林君。俺はあともう少しで、自分を見失う所だったよ」

　カトウはゆっくりと目を閉じる。

　そして次の瞬間、カトウは目を見開くと同時に、自分を戒めた。

　未いまだ揉み続ける右手を強引に左手で止める。

　その代償に、カトウは右手を強くつねってしまった。

　とてつもない大きな代償だ。

　カトウは額に浮かぶ汗を拭きながら、静かに呼吸を整える。

　あと二秒も揉んでいれば、カトウはこの快楽に呑のまれていた事だろう。

　まさに、危険な状態であった。

　──そう、ここで最も大事な事は、カトウ自らの快楽ではない。

　ここで快楽に呑まれ、安易に胸を揉み続けるなどという愚行を起こせば、たちまちユミナは目を覚ましていた筈だ。

　それはカトウと小林君の目指す真のハーレム主人公にとって、絶対にやってはいけない、とても愚かな行為であった。

　ハーレム主人公として、このラッキースケベの時間をより長く、より多く見る者へ提供する。

　それこそが、ここにはいない小林君とカトウの思い描く、ハーレム主人公のあるべき姿であった。

　カトウは静かに立ち上がった。

　さらにそのまま布団を引っぺがす。

「うう、寒いです」

「…………」

　すると現れた。

　なぜか衣服がはだけたユミナと、裸のエルフ美少女が。

「誰っ!?」

　思わず叫んでしまうカトウ。

　しかしすぐに、自分の口を両手で塞ぐ。

「んん…………」

「…………」

　危なかった。

　まだ二人は眠ったままだ。

　カトウはしばし二人を見つめる。

　ユミナは美しい銀髪の、おっとりとした美少女。

　出る所は出ており、十人中十人が振り返る、そんなレベルの美少女だ。

　今は目を閉じているが、青い瞳がなんともカトウの好みだった。

「…………」

　そして二人目は、なぜかベッドで寝ているエルフ美少女。

　そういえば先程、女神の声がカトウの頭に響いた。

　もしかしたらこのエルフは、女神から貰ったチート──ログインボーナスによるものなのかもしれない。

　いや、おそらくはそうだろう。

　ちなみにエルフの容姿は、少しギャルっぽい美少女で、全ての栄養が胸にいっているんじゃないかというぐらいにデカかった。

　エルフはスレンダーなイメージが強いのだが、やはり個人差があるのかもしれない。

　というか、さっきまで揉んでいた胸は、どうやらユミナではなく、このエルフの胸だったようだ。

「…………」

　しかし、エルフにはなにかが足りなかった。

　確かに裸はエロい。

　だがなにかが引っかかる。

　カトウはしばし考えた。

　こういう時のカトウの頭の回転は速い。

　そして閃ひらめく。

「そうか！　靴下だ！」

　声を抑えてカトウはそう口にする。

　カトウはリュックサックから急いでハイソックスを取り出した。

　いそいそとハイソックスを、目の前のエルフに穿はかせていく。

　すると心なしか、エルフの魅力が百二十パーセント上昇したような気がする。

　しかしまだ足りない。

　なんだ……なにが足りないんだ……

　カトウは想像力をフルに稼動させた。

　考えろ！

　考えるんだ！

「……ハッ！」

　そうか！

　わかったぞ！

　カトウはリュックサックからコスプレ衣装を取り出した。

　それはエルフにとって、ワンサイズもツーサイズも小さい、魔改造されたスクール水着。

　その水着はファスナー式になっている為、脱がしやすい着せやすいを実現させた、最強のスクール水着であった。

　カトウはそれをエルフに着せていく。

　ついでにユミナには猫耳を付けてあげた。
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「んん、ぐるじい」

　何やらエルフが苦しそうだが、カトウは一向に気にしない。

　大の為には小の犠牲も、時には必要なのだ。

　そしてエルフの着替えが終わった。

　完璧だった。

　完璧なエロが、今ここに実現した。

　ワンサイズもツーサイズも小さい事により実現した、飛び出さんばかりに誇示された大きな胸元。

　下半身からは艶なまめかしい太ももが飛び出し、そのエロさを強調している。

　カトウは満足した。

「これで俺も、少しは真のハーレム主人公に近づけたかもしれないな……」

　そんな事を呟つぶやきながら、カトウは朝食の準備へと台所に向かった。




　　　　◇




「だ、誰ですか貴方あなた！」

「アンタこそ誰よ!?　というかぐるじい！　なによこの恰かつ好こう!?」

　朝食を作り終えると、タイミング良く二人が起きたようだった。

　まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんである。

　カトウは朝食が載ったトレイを運びながら、二人のいる寝室へと入った。

「さ、二人とも、朝食だぞ」

「「この状況で!?」」

　息ぴったりな二人を無視し、カトウは朝食をテーブルに並べていく。

　納得がいかない表情の二人ではあるが、カトウが持ってきた朝食の匂いに釣られ、ユミナたちは渋々といったようすでテーブルへと座った。

「わあ、美味しそうですね！」

「…………」

　今日の朝食はシチューとパン。

　食欲をそそる、良い匂いが漂ってくる。

　見た事もない料理だろうに、ユミナはなんの躊ちゆう躇ちよもなくそれを口にした。

「美味おいしい！　美味しいです！　私のハンバーグよりも美味しいですよ！　ノブユキ様！」

　ユミナの言動、そして表情を見て、これは食べられるものだと判断したのか、今度はエルフが恐る恐るシチューを口にする。

「……うちのシェフより美味しいわね」

　どうやら二人は、カトウが作ったシチューとパンを気に入ってくれたようだ。

　まあ、それは当然なのかもしれない。

　なぜならこれは、お湯を沸かし、その中にレトルトパックを入れて待つだけで完成するという最強のレトルトシチューと、食パン専門店のもっちりふっくらが売りの最強の食パンなのだ。

　美味しくないわけがない。

　……それとユミナ、お前は後で説教な。

「いやいや、俺なんてまだまだだよ」

　しかしここは、ハーレム主人公として謙遜しなければならない。

　彼女たちがカトウを褒めやすくさせる為の工夫も、ハーレム主人公として大事なのである。

　謙虚こそが、人を褒めやすくするのだ。

「はぁ……美味しかったです。お腹なかいっぱいになりました」

「そうね。まあまあ美味しかったわ」

　二人が完食するのを見届け、カトウは二人の食器を片付ける。

　そして寝室に戻ってくると、またユミナたちが言い合いを始めていた。

　カトウはそれを止める為、エルフに事の顛てん末まつについて説明を始めた。




　　　　◇




「……つまり、私はアンタの魔法によって、強制的にここへ転移させられたってわけね？　そしてその力を、アンタ自身は制御する事が出来ない。この服装も、その副作用って事でいいのかしら？」

「まあ、そんなところだ」

　エルフに大体の事情を説明すると、彼女は動揺しつつもその事実を受け入れた。

　その服装に関しては、カトウが着せたものなので全然意味が異なるのだが、まあ、面倒なのでそういう事にしておく。

「……大体の事情は分かったわ。本来ならこの時点で、アンタたちには然しかるべき処分を受けてもらうわけなんだけど……まあ私も、習い事ばかりで退屈していた所だし、外の世界を知れたって事で、今回は大目に見てあげる」

　エルフは自らの髪を「ふぁさあ」とさせながら、そう言ってのけた。

　それに対し、ユミナがムッとした表情をする。

「……何だか、偉そうですね」

「当たり前じゃない。だって私、偉いもの。皇女だし」

「こ、皇女!?」

　エルフの皇女発言にユミナが怯ひるむ。

　しかし、凄んでいるところ悪いのだが、エルフのその恰好はどこからどう見ても皇女ではない。

　ただの変態だった。

「こ、皇女って、何か証拠でもあるんですか!?　ないならただの変態ですよ！」

「なっ!?」

　エルフはさっきまでのすました顔とは一転、顔を真っ赤にさせて、自らの胸を両手で抱き寄せた。

　うむ。やはり羞恥心があってこそ、エロというものは引き立つのだろう。

　我ながらいい仕事をした。

　などとカトウが自画自賛をしていると、エルフが慌ててベッドを漁あさりだした。

　一体何をしているのかと後ろから覗のぞいてみると、エルフは緑色の絹らしきものを右手に持ち、それをカトウたちに見せてきた。

　それは、エルフと一緒に転移してきた、彼女の私物のようだった。

「ほ、ほら！　これを見なさいよ！　これはエルフの国にしかない上物のシルクよ！　これで私が皇女だって事は分かったでしょ！　謝りなさいよ！」

「別にそんなの、皇女じゃなくたって持ってますよ」

「確かに」

「ッ!?　えっと、他には……他には──あ！　じゃあこれはどう！　これは皇族にしか付ける事を許されていない、大地の指輪よ！　流石さすがにこれなら文句ないでしょ！」

　次にエルフは、茶色い指輪を見せてきた。

　しかしそれはお世辞にも、皇族の証あかしに見えるような、そんな代物には見えなかった。

「……何だかばっちいですね」

「ば、ばっちいッ!?　地の精霊王に賜った、この指輪がばっちい!?　…………わ、分かったわ！　なら今度こそ、今度こそ私が皇女という確かな証拠を見せてあげようじゃない！　この皇女たる！　リーファ・メルティアナの究極魔法をね！」

　エルフ──リーファはそう言って立ち上がると、カトウたちを連れて外へと向かった。




　　　　◇




　ユミナの助言によりカトウたちは、現在雪山の中腹付近を登っていた。

　流石は異世界と言うべきか、ユミナの家付近では雪など全く降っていなかったのに、少し歩いただけで、視界は緑ではなく、白一色に覆いつくされた。

　異世界ではこれが普通なのかもしれないが、これならもう少し、厚着をするべきだったのかもしれない。

　そんな事を考えていると、ユミナが近づいてきた。

「ノブユキ様、失礼いたします」

　ユミナは何やら呪文らしき言葉を唱えた。

　その瞬間、寒かった手足は嘘うそのように温かくなっていく。

　どうやらユミナが火の魔法により、体温を調節してくれたようだった。

　やはり魔法は便利だ。

　王都に行き、一秒でも早く魔法を覚えたい欲が強くなっていく。

「うん。ここなら問題なさそうね」

　すると、前方を歩いていたリーファが、そう言って立ち止まった。

　雪山にスクール水着で闊かつ歩ぽするリーファのその姿は、まさしく変態ではあるが、すでに三人とも慣れていた。

　皇女の証明たるリーファの究極魔法が、一体どれ程の威力なのかは分からないが、ここでならなにも問題はないだろう。

　カトウはレジャーシートを広げ、そこにユミナと共に座った。

「いい？　見てなさい！　今から私がアンタたちに見せるのは、古代エルフ族に伝わりし禁術、古代究極魔法よ！」

「「おおおおおおおおお」」

　レジャーシートの上で正座をしながら、カトウとユミナはぱちぱちと拍手をする。

　すると拍手に気をよくしたのか、リーファが自慢気に「うんうん」と頷うなずいた。

　そして詠唱は始まった。

「悠久の大地に眠る、古いにしえの女神ガイアよ！　今こそ我等エルフ族に応え──」

　詠唱が始まると、リーファの身体を囲むように、黒い三層の魔力が展開された。

　展開された三層の魔力はリーファの周囲を規則的にぐるぐると回り出し、それが数分続くと、三層の魔力は一気に外へと放出される。

　それはリーファが、古代究極魔法を発動した合図のように見えた。

　空気が震え、まるで大地が怒っているかのように、地面が激しく揺れ始める。

「な、なんだ!?」

　激しい揺れにより、大地は引き裂かれ、割れた大地からは、いくつもの鋭い岩の塊が突き出し、周囲にある木々をなぎ倒していく。




　──そして、ソレはゆっくりと姿を現した。




　ゴツゴツとした岩の塊。

　それがいくつも重なり合い、人の形を成したもの。

　ゴーレム。

　超巨大な銀色のゴーレムが現れたのだ。

「すげええええええええええええええええええ！！！！！」

　迫力満点の光景に、カトウは目を輝かせながら叫んだ。

「ふふん。驚くのはまだまだこれからよ」

　カトウの反応にさらに気を良くしたのか、リーファが再度魔法陣を展開させる。

　するとゴーレムはゆっくりとした動きで、片腕を振り上げた。

　刹せつ那な、振り上げた動作とは正反対の速さで、その暴力的な岩の拳を、ゴーレムは地面へと叩たたきつけた。

　それにより辺りの雪は弾けるように周囲へと飛び散る。

　ゴーレムは尚なおもその巨大な拳で、何度も何度も地面を叩きつける。

　凄すさまじい破壊力である。

　余波が遠く離れたこちらまで届いている。

　もしもあの拳が魔物に向けられれば、まず即死は免れない。

　まさに、究極魔法に相応ふさわしい魔法であった。

　そんな事を考えつつ、カトウはリーファが皇女である事を何となく察し、彼女にあのゴーレムを止めるよう言った。

「リーファ、お前が皇女って事は良く分かったから、もうアレを止めてくれ」

　じゃないと、大変な事になる。

　そう思っての発言だったのだが──

「は？　何言ってんのよ。究極魔法なんだから、止められるわけないじゃない」

　さも当然の事のように、リーファはカトウに眉をひそめながら、そう言ってのけたのだ。

　そう、カトウは大きな勘違いをしていたのだ。

　リーファがこの魔法を、完全に制御出来ている、などという幻想を──

「「…………」」

　リーファの言葉にカトウとユミナはしばし呆ぼう然ぜんとし、ゆっくりと彼女から視線を外す。

　そして前を向けば、ゴーレムは今現在も、怒り狂ったように地面を叩き続けていた。

　そして聞こえてくる、この嫌な音。

　まるで山岳部斜面上に降り積もった大量の雪が、今まさにこちらに向かってきているような、そんな嫌な音が──

「「「雪崩だああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」」」

　そう、雪崩だった。

　雪崩は物もの凄すごい轟ごう音おんとともに、こちらに向かってきていた。

　カトウ、いや、ゴーレムの身長を優に超える暴力的なまでに成長していく雪崩が、今まさに、雪山から落ちてきているのだ。

「おいバカ！　早くあのゴーレムを使ってあの雪崩を止めろ！」

「はあ!?　アンタ誰に向かって口利いてんのよ！　私は皇女よ!?　偉いのよ!?」

「ノブユキ様！　この馬鹿は放っておいて早く逃げましょう！」

「ああ！　また馬鹿って言った！」

「そ、そうだな！　早く！　早く逃げるぞ！」

「はい！」

「あ！　ちょっと！　待ちなさいよ！　置いてかないで！」

　雪崩に背中を見せる形で、三人で一斉に走り出す。

　しかし、雪に足が取られ、うまく走れない。

「うわああああああああああああああ！　も、もう近くまできてるぞ!?　急げ！　てかリーファ！　お前俺の足を掴つかむな！　離せ！　走りづらいだろうが！」

「ひいいいいいいいいいいいいいい！　置いてかないで！　置いてかないで！　お願いだから見捨てないで！　何でもする！　何でもするから！」

　リーファがカトウにしがみつき、そう懇願する。

「……今、何でもするって言ったか？」

「言った！　言ったから助けて！」

「……ちなみに何でもするっていうのは、本当に何でもするのか？　後から変更とか利かないからな」

「…………」

「ノブユキ様!?　何をこんな時にふざけているのですか！　早くしないと、雪崩に呑のみ込まれますよ!?」

「そうだった！」

　カトウは急いでリーファの手をとり、二人で一緒に走り出す。

　すると、ユミナが前方で何かを見つけたようだった。

「ノブユキ様！　洞窟です！　あの木の陰です！　あそこに逃げ込みましょう！」

「でかしたぞユミナ！」

　木々に隠れていた洞窟をユミナが見つけ、三人でドタバタと逃げ込む。

　リーファの魔法で出入り口を固めた瞬間、物凄い勢いで雪崩がぶつかってきた事が音で分かった。

　まさに、間一髪。

　三人が三人、肩で息をしながらその場にぐったりと膝をつく。

　ユミナかリーファのどちらかが魔法で辺りを明るくし、全員の呼吸が整ってくると、カトウとユミナは二人でリーファを睨にらみつけた。

　リーファはその視線から逃げるように顔を背ける。

「──ま、まあ、これで私が皇女って事は、ちゃんと分かったんじゃない？　これからは私の偉大さにひれ伏して、態度をあらため──い、痛い!?」

「うっさいわボケ！　誰のせいだと思ってんだ！」

　反省の色が見えないリーファの頭に、カトウは何度もチョップをくらわせた。

「ひ、酷ひどい！　頭叩かれた上に、ボケって言われた!?　親にも言われた事なかったのに！」

「よく今まで言われませんでしたね!?」

「この！　反省しろ！　この！」

「わ、悪かった！　私が悪かったから！　うわあああああああああああああああああああああああああん！」

　こうしてポンコツ皇女──リーファは己おのが非を認めたのだった。




　　　　◇




「──で、なんでリーファまでいるのですか……」

　カトウたちはあの後、洞窟内の空気が無くなる前に急いで抜け出し、雪山を下り、近くの街で服やら時計やらを買い揃そろえ、王都への馬車を借りたのだった。

　そして現在、カトウたちは王都ルーヴェントに近い国境付近の景色を眺めながら、馬車に揺られている。

　国境を隔てるのは、巨大な黒い壁の連なりだ。

　その黒い壁が、カトウの視界一杯にこれでもかと続いている。

　ユミナの話では、この国境の先にある関所で、王都への通行手続きが出来るらしい。

「仕方ないじゃない！　帰るにしても、ここがどこなのか分からないわけだし、それなら王都までアンタたちに付いていった方が、少しは安全なわけで……あ！　別にアンタたちを信用してるわけじゃないからね!?　アンタたちに付いていくのは王都までよ！　そこからは別行動！　そこは絶対勘違いしないでよね!?」

「ツンデレ乙！　──うッ！」

「だ、大丈夫ですか!?」

　お手本のようなリーファのツンデレに、思わずツッコミを入れてしまうカトウ。

　カトウは吐きそうになるのをなんとか我慢しつつ、横になりながら、そのままユミナに介抱される。

　舗装のされていない、異世界のデコボコ道を走る馬車の中で、スマホゲームなんてやるもんじゃなかったと、カトウは大いに反省をする。

「大人しく、おねんねしましょうね～」

「…………」

　しかし、なにも悪い事ばかりではない。

　なぜなら馬車は狭い。

　本当に、これでもかというぐらいに狭い。

　つまり必然的に、誰かの太ももを借りなければ、カトウは横になる事が出来なかった。

　借りるのは勿もち論ろん、ユミナの太もも。

　健康的なふっくらとしたユミナの太ももに頭を乗せ、カトウは今現在、大いに幸せを感じていた。

　このままなにもかも忘れて、全力でオギャりたい。

　そんな誘惑が、一瞬カトウの脳裏をよぎるが、彼は極めて冷静な男だった。

　カトウは体勢を整えるフリをしながら、頭を少しずつ横にずらし、ユミナのパンチラを楽しむだけに止とどめる。

　それ以上の事は、紳士として決して踏み込まない。

　ちなみにユミナの穿はいているパンツは、黒のヒモパンであった。

　ユミナ、恐ろしい子……！
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「お嬢ちゃんたち、そろそろ関所だよ」

　カトウがそんな事をしていると、馬車の御者が後ろを振り返ってきた。

　吐き気を我慢しながらなんとか身体を起こし、カトウは窓から顔を出す。

　すると、何やら前方に人だかりが出来ていた。

「何だあれ」

「変ですね。街の人の話では、この時間の関所はだいたい空すいていると聞いていたんですが」

　ユミナの不思議そうな声に釣られ、リーファもひょこっと窓から顔を出す。

　街で買った時計を見ると、時刻は十八時。

　国境付近では魔物がよく出没するらしく、夜の関所はだいたい空いていると、街の住民から話を聞いていた。

　しかし残念な事に、その話とは大きく異なってしまったらしい。

　馬車がゆっくりと、人だかりに近づいていく。

　すると今度は、人々の怒鳴り声が聞こえてきた。

「だったら早く討伐隊を出してくれ！」

「勇者はいったいなにをしてるんだ！」

「娘の結婚式があるんだぞ！」

　何やら揉もめているようだ。

　カトウたちは馬車を降り、手の空いていそうな関所の兵士……は見当たらない為ため、代わりにと言ってはなんだが、近くの商人らしき男に話を聴く事にした。

「ここは私に任せてください」

　すると、ユミナがカトウの前に出た。

　体調の悪いカトウを気遣ってくれたのだろう。

　ここは素直に甘えさせて貰う事にする。

「何かあったのですか？」

　ユミナの問いに、商人はすぐに答えてくれた。

「ああ、何でもついさっき、国境付近でオークの群れが目撃されたらしいんだ。その討伐が終わるまで、関所を一時的に封鎖するんだってよ」

「討伐隊はいつ出るんでしょうか？」

「あー、知り合いの冒険者が言うには、本当なら今頃には討伐隊が出る筈はずだったらしい。実際そいつも討伐隊に組み込まれていたんだが、突然中止になったみたいでな。詳しい事は分からないが、早くとも、討伐隊が出るのは明日以降になるだろうよ」

「なるほど。ありがとうございます」

　お礼を言ったユミナは、すぐにカトウの側まで駆け寄ってくる。

「どうやらオークの群れが出現したらしいです。王都への通行手続きは少し時間がかかりそうなので、ノブユキ様たちは馬車で待っていてください」

「え？　大丈夫なの？」

「はい。私たちは国境を越えるために関所を通るわけでなく、ここへは王都への通行証を発行してもらいに来ただけなので、時間は掛かりますが、なにも問題はないですよ」

「了解。じゃあ頼んだ」

　カトウとリーファはもう一度馬車に乗り込むと、ユミナの手続きが終わるのを待った。




　　　　◇




「おお！　ここが王都か！」

　ユミナの関所での通行手続きが終わると、カトウたちはすぐに馬車で移動。

　辺りはかなり暗くなってしまったが、ようやくカトウたちは王都に到着する事が出来た。

　王都の周りは石畳になっているようで、多少がたつくものの、舗装されていないデコボコ道よりは大分マシだった。

　カトウたちは馬車を降り、王都の外壁を眺める。

　それはダムにも匹敵する程の、巨大な壁だった。

　日々魔物の脅威にさらされている世界なのだから、それは当然なのかもしれないが、威圧感が凄すごい。

　いや、それよりもだ。

「うは！　あれって猫耳美少女か!?　犬耳美少女もいるぞ！」

　流石は異世界だ。

　カトウは今すぐにでも、長年の疑問である、彼女たちの耳には猫耳とは別に通常の耳は付いてるのかどうか、それを確認しようと走り出す。

　しかし、リーファに止められてしまった。

「恥ずかしいからやめなさい。あと、割り込みは犯罪よ」

「ああ！　俺の猫耳美少女と犬耳美少女！」

「アンタのじゃないでしょ」

　残念な事に、猫耳美少女と犬耳美少女たちは、王都の中へと去ってしまった。

　もうちょっと見ていたかったのだが、まあ仕方がない。

　カトウは大人しく、列の最後尾に移動した。

　列は複数出来ており、係の人数も多い。

　思った以上にスムーズに、カトウたちは王都に入る事が出来た。

　王都の中は人でごった返していた。

　なにか祭りでもやっているのだろうか？

　確かめようと思って歩こうにも、人混みで思うように進めない。

　カトウたちは仕方なく王都見学は諦め、宿を取り、そこのふかふかベッドで眠りについた。




　　　　◇




　──次の日。

　時刻は早朝の四時五十五分。

　カトウは机に両肘を突きながら、両手を口元に持っていき、目を光らせながら時間が来るのを待っていた。

　机にはお菓子やお茶なんかが置かれ、来るかもしれない美少女に向けての準備は万端である。

　なぜカトウがこんな準備をしているかというと、それは今日のログインボーナスが朝五時に届くと、女神から貰ったカードによって知らされたからだ。

　しかしなにが届くのかまでは分かっていない。

　エリクサーや武器や防具、そういった、いわゆる無機物であれば、カトウが起きていなくてもなにも問題はないだろう。

　しかし、それらが人や動物──リーファのようなパターンであった場合、彼らは十中八九、見知らぬカトウを拒絶し、逃げ出す筈だ。

　それだけは絶対に避けなくてはならない。

　という事で、カトウは予あらかじめ、美少女を歓迎できる雰囲気と場所を用意していた。

　しかしだからといって、なんの面接もなしに、美少女を自分のパーティーに加えるといった、そんな愚行を起こす気はさらさらない。

　生きとし生けるもの、誰しもが得意不得意を持っている。

　それは人であったり、物であったりする。

　つまり、ユミナとリーファの内、どちらかが本気で苦手とするような、そんなタイプの美少女が出てくるかもしれない。

　みんながみんな、誰とでも仲良くなれるなどという御お伽とぎ噺ばなしを、カトウは信じていない。

　となれば、今優先すべきはユミナとリーファだ。

　この二人に合わないと判断すれば、カトウはその美少女をパーティーに入れない覚悟があった。

　だからこそ、カトウはこんなポーズを取っているのだ。

　なんでも腕を組むという行為には、心理学的に、拒絶を表す意味合いがあるらしい。

　勿論そうでない場合もあると思うが、まあ要は、圧迫面接などでよく見る、試験官が腕を組みながら相手を威圧している姿を想像して欲しい。

　今のカトウがとっているポーズは、腕ではなく、手を組んでいるのだが、まあとにかく、威圧感を与えられるのならどちらでもよかった。

　ちなみにカトウにとって、美少女を拒絶するという行為は血ち反へ吐どを吐くレベルの苦行である。

　だがこうでもしなければ、真のハーレム主人公は名乗れない。

　その美少女の性格に難があるとわかれば、この面接ですぐにでも調教してみせる。

　そんな覚悟が、カトウにはあった。

　勿論、なんの問題もないと分かれば、すぐにでも歓迎会に移行するつもりだ。

　カトウの準備は万全であった。

　──カチ、カチ、カチ。

　そろそろだ。

　カトウはもう一度、鏡でポーズを確認する。

　すると次の瞬間、時計の針が五時を指した。




【おめでとうございます。三日目ログインボーナス、魔剣フレイを受け取りました】




【おめでとうございます。三日連続ログインボーナス、エリクサー三個を受け取りました】




　頭の中に、連続して同じ声が響いた。

　女神の声だ。

　同時にテーブルには、三つのエリクサーが現れ、対面する目の前の椅子には──禍まが々まがしい形の、どす黒いオーラを放つ魔剣が現れる。




【汝なんじ、我が力を欲する者か】

「ッ!?」

　次の瞬間、カトウの脳内に女性の声が響いた。

　女神の声ではない。

　別の女性の声だ。

　その女性の声は、カトウの頭の中に深く浸透していく。

「…………」

　すると、自分が自分でなくなるような、そんな不思議な感覚にカトウは陥った。

　浮遊感。

　とでも言うのだろうか。

　地に足がついていないような、そんな不思議な感覚だ。

　だが、不快ではない。

　むしろその逆で、このままこの感覚に身を任せたい。

　そんな気持ちになる程、それは心地の好よいものだった。

　しかし、カトウはその快楽がまやかしだとすぐに気付き、反射的に自らの頬ほおを強くつねった。

　漫画なんかでよくある、洗脳に近いものだと、カトウは直感で気付いたのだ。

　なんとか意識を取り戻したカトウは、念の為ため、手元にあったエリクサーを一本飲み干していく。

【汝、我が力を欲する者か】

　声は尚なおも続いていた。

　やはりこの魔剣が、カトウの脳内に直接声を送っているようだ。

　そして先程の不思議な感覚も、この魔剣の仕業だったのだろう。

　その証拠に、エリクサーを飲んだ後では、一向に先程の感覚には襲われない。

　いつもの余裕を取り戻したカトウは、次に気になる点に注目する。

　それは、魔剣の声である。

　魔剣の声、それはまさに、魅力的な女性の声であった。

　これで美少女じゃなかったなら、まず間違いなく暴動が起きる、そんなレベルの美少女の声。

　だとするなら──

　カトウは一つの答えに辿たどり着く。

　それは、日本男児ならば誰しもが辿り着く答え。

　そう──この魔剣、ワンチャン美少女になるんじゃないのか……！

　という事だった。

　それならば、カトウのやる事は一つだった。

【汝、我が力を──】

「──面接を始めます。私語は慎んでください」

【…………えッ!?】

　突然のカトウの発言に、魔剣は動揺を露あらわにした。

　魔剣が放っていたどす黒いオーラは掻かき消え、魔剣は見るからにあわあわとしだす。

「ではまず一つ目に、あなたの長所について教えてください」

【え……あ……その……】

　きっとこの魔剣は、カトウにこんな質問をされるとは夢にも思っていなかったのだろう。

　甘すぎる。

　そんなんじゃこのストレス社会は生きていけない。

　カトウは心を鬼にし、この魔剣には一つたりともアドバイスは与えないと心に誓った。

　当然、魔剣はカトウの質問に答えられず、無言のまま時間は過ぎていく。

「……お話になりませんね。お引き取りください」

　するとカトウは無情にもそう言って、部屋の扉を開けた。

　それは、本気の目であった。

　カトウの本気の目に、魔剣は声を張り上げる。

【しょ、正気か!?　我は魔剣フレイ！　魔剣フレイなのだぞ!?　我を使役すれば、世界……いや！　冥界さえも思いのままなのだぞ!?】

「そうですか。つまりあなたの長所は、世界を取れる、という事でよろしいですね？」

【そ、そうだ！　我は強いのだ！　強いのだぞ！】

「回答以外の発言は慎んでください」

【人間の分際で、我の言葉を遮るというのか……!?】

「減点二です」

【減点二!?　わ、我に点数を付けるというのか！　……や、止めろ！　よせ！　減点を増やすでない！　分かった！　黙る！　黙るから！　………………今のも減点なのか!?】

　減点をどうにか八で止める魔剣フレイ。

　流石は魔剣、といった所だろうか。

「では次に、あなたの短所について教えてください」

【た、短所だと!?　そんなもの、ある筈はずが──】

「減点──」

【わ、分かった！　言う！　言うから！　減点はやめてくれ！】

　余程減点が怖いのだろう。

　魔剣は少しの間を空けて、自分の短所を並べていった。

【わ、我には、その……友達が、少ない………………いや、誰一人としておらん。……それと寂さみしがり屋やで、自己顕示欲が強い……冥界でも、嫌われていた……】

「続けてください」

【う、ううううううううううううううううう！　我は本当に駄目な奴やつなのだ！　本当に我を慕ってくれていた部下を切り捨て！　我を冥界の王としか見とらんゴミを側に置いてしまった！　我は本当に駄目な奴なのだ！　うわあああああああああああああああああああああああああああん！！！！】

「続けてください」

　カトウは鬼畜だった。

　でもまあ、カトウを洗脳しようとした罰だと思えば、これぐらいは軽いものだろう。

　その後も、魔剣は泣きながらも、自らの過去をカトウに語ってくれた。

　自分がどれ程の間違いを犯したのか、どれ程それを悔やんでいるのか。

　魔剣は長い時間、それをカトウに語ってくれた。

　そんな魔剣にカトウは近づき、彼女の肩だろう部分を、ポンと右手で叩いた。

「言えたじゃねえか」

【…………あ】

　魔剣も気づいたのだろう。

　自分が赤の他人であるカトウに、こんなにも正直に話せた事を。

「赤の他人の俺に言えたんだ。なら今度はきっと、ソイツ等に謝れる筈だ」

【…………】

　魔剣はしばし呆ぼう然ぜんとし、言葉を選んでいるのか、少しの間を空けてこう言った。

【まさかお主は、それを我に言わせる為ために、今の面接とやらをしてくれたのか……？】

「……ま、そんなところだ」

　全然まったく、これっぽっちもそんな事はないのだが、取り敢あえず、カトウはそういう事にしておく。

【あの者たちは、我を許してくれるだろうか……】

「…………多分、許さないだろうな」

　話を聞く限り、ソイツ等はきっと、まだこの魔剣の事を恨んでいる筈だ。

　そう簡単には許してはくれないだろう。

　魔剣もそれは分かっているのか、すぐに頷うなずいた。

「だけどまあ、その時は、俺が隣にいてやるよ」

【ッ!?】

「一人じゃ、きっと不安だろ？」

　カトウの言葉に、魔剣フレイが涙をこらえているのが分かる。

　そんな少しばかり感動的な場面に失礼なのだが、カトウはこの時「…………やべえ、今の俺、滅め茶ちや苦く茶ちや恰かつ好こ良いいかもしれない……！」などと心の中で考えていた事を、念の為みなには伝えておく。

　そんな事とは露知らず、魔剣フレイはカトウに感謝するようにこう言った。

【すまぬ……恩にきる……】

　魔剣フレイはこうして、カトウの仲間になったのだった。




　　　　◇




「なあフレイ。俺個人としてはその姿はカッコイイと思うんだけど、耐性のないユミナ達だとびびるだろ？　だから取り敢えず、美少女の姿になってくれ。美女でもいいぞ」

　少しの休憩を挟み、カトウはそんな無む茶ちや苦く茶ちやな要求をフレイに出していた。

【む！　確かにそうかもしれんな！　流石は主あるじだ！】

　しかし、どうやらいけるらしい。

　というか、フレイはいつの間にか、カトウを主にしたようだった。

　別に対等な関係でも良かったのだが、フレイはカトウに、これからは心を入れ替え、誰かの役に立つ事をしていきたいと話していた。

　そしていつの日か、裏切ってしまったかつての部下……いや、仲間を捜し出し、精一杯謝りたいと。

　何百年掛かろうと、絶対にやり遂げると。

　そして、その切っ掛けとなったカトウに恩返しがしたいと、彼女は言っていた。

　だからこそ、彼を対等な仲間ではなく、主にしたのかもしれない。

【よし、ならば変身するぞ！】

　フレイがそう言って、再度あのどす黒いオーラを放つと、そのオーラはフレイを包み込んでいく。

　するとそこには、あの禍まが々まがしい形の魔剣はどこへやら、可愛かわいらしい幼女が立っていた。

　黒髪パッツンヘアーの、可愛らしい幼女だ。

　やはりカトウの勘は正しかったようだ。

「……………………………………………………」

　しかし、カトウは最も大事な事に気付いていなかった。

　そう。

　魔剣姿からフレイは幼女になったのだから、当然、彼女は服なんか一枚も着ていない。

　すっぽんぽんの裸ん坊である。

「「……………………………………………………」」

　そしてなんと間の悪い事か、ユミナとリーファがいつの間にか起きていた。

　二人は無言で、ベッドからこちらを冷めた目で見ていたのだ。

　ユミナ達の角度から見れば、それはどう考えても、事案発生にしか見えないのだろう。

　それは大きな勘違いではあるのだが、今はなにを言っても無駄な気がした。

「どうだ主！　今はまだ魔力が少ないからこんな姿だが、もっと魔力があれば、この姿から成長する事も可能だぞ！」

「……………………………………………………」

「「……………………………………………………」」

　気まずい空気が続いたのは、言うまでもない。




　　　　◇




　二人に通報される前に、カトウはフレイには一度、魔剣の姿へと戻って貰う事にした。

　それにより何とか誤解を免れたカトウ。

　フレイが仲間になった経緯、そして目的も伝え、カトウは最後に、出来れば二人にはフレイと仲良くして欲しいとお願いをした。

　すると、意外……でもないが、ユミナとリーファはそのお願いをすんなりと受け入れた。

　最初に見た姿形が、魔剣ではなく、幼女だったのが功を奏したのかもしれない。

　流石さすがのリーファといえど、幼女には勝てないようだ。

　そして場所は宿から変わり、カトウとユミナは街の入り口近くに設置された、魔法掲示板の前にいた。

　これには赤や青、黒や白といった、様々な色が魔法により再現され、いわゆる、電光掲示板として使われていた。

　なんでもこれは、随分昔に錬金術師が作ったとされる魔道具らしい。

　その掲示板なのだが、これには街のありとあらゆる情報が集まるらしく、カトウは情報収集を兼ねて、ユミナと共にこの場所へと足を運んでいた。

　リーファとフレイはというと、彼女たちは現在、カトウの持ってきたスマホの、電子書籍で購入した漫画がいたく気に入ったらしく、宿で一緒にお留守番だ。

　文字は読めるのかとリーファに聞くと「分からない」との事だったのだが、なんでもフレイには、触れた者の知識を一時的に吸収し、その知識を他人に分け与える能力があるらしい。

　滅茶苦茶便利な力である。

　つまりそれを使えば、日本語を知らないリーファであっても、簡単に漫画を読む事が出来るというわけだ。

　フレイの話では、本来それは相手の触れられたくない過去や、弱点なんかを探る為に使う力らしいのだが、カトウが他の使い方を指摘してやると「こういう使い方もあるのだな……」と、何やら寂しそうに呟つぶやいていた。

　まあそれはそれとして、彼女にはこれを機に、リーファともっと仲良くなってこいというミッションを与えておいた。

　彼女もそれには乗り気らしく「が、頑張ってみるのだ！」と、カトウに強い意気込みを見せていた。

　うまくいけばいいとは思うが、カトウが関与できるのはここまでだ。

　結局の所、フレイの頑張り次第、という話なのである。

「──にしても、随分人が多いな」

　昨日もそうだったのだが、王都は今日も今日とて、人でごった返していた。

　辺りを見回せば、ベンチや屋台などが多数置かれ、街は活気に満ちている。

「うーん、そうですね……あ、もしかして、これが原因じゃないですか？」

　すると、ユミナが電光掲示板の中央付近を指差した。

　そこには、銀髪ぱっつん美少女の一枚絵がデカデカと表示されている。

　勇者ランキング五位。

『迅雷のイリア、明日来訪!!』

　掲示板にはそう書かれていた。

　なんだかアイドルみたいだ。

「勇者ランキング？　勇者って普通、一人じゃないのか？」

「昔はそうだったみたいですね。でも今は、優秀な人材を集める事を意図して、国が運営しているんですよ。冒険者ギルドの国営版みたいなものですね。私が知ってる頃とは大分顔ぶれが変わっちゃってますけど、一位だった人が今は九位に、イリアさんは結構順位を上げて、十五位から五位になっていますね。十億ぐらいは稼いでいるんじゃないですか？」

「じゅ、十億!?」

　ユミナの言葉に、カトウは心底驚いた。

　十億。

　一億でも十分なくらいなのに、その十倍と来たものだ。

　それだけのお金があれば、きっと、人生バラ色に違いない。

　そんな事を考えつつ、俄が然ぜん興味が湧いてきたカトウ。

　彼は掲示板に近づき、勇者ランキングのリストを見ていった。

　リストにあるのは十位までの名前と、その写真だけのようで、この世界の厳しさが見て取れる。

　とはいえ、このリストにない者であっても、稼いでいる額は相当なもののようで、百位でさえ、国からの助成金が年に三千万は貰えるそうだ。

　他にも勇者として活躍すれば、どこかの組織の勇者になる事や、国直属の勇者になる事も可能らしい。

「ゆ、ユミナ！　これって俺でもなれたりするのか!?」

「……え、ノブユキ様は勇者になりたいのですか？」

「めっちゃなりたい！」

　大金が欲しい。

　あわよくば美少女にちやほやされたい。

　カトウは欲望に忠実であった。

「うーん。あまりノブユキ様が思っているようなものではないと思いますけど……まあ、なりたいのでしたら、私は一向に構いませんよ。スキルカードも購入したいですし、今からでも向かいますか？」

「行く行く！」

「ふふ、なら、一旦宿に帰ってリーファたちも誘いましょうか」

　ユミナの言葉にカトウは頷き、二人は宿へと帰ったのだった。




　　　　◇




「──う、うぐ、うぐ」

「ど、どうしてだ！　どうして主人公はそこまでしてヒロインの為ために頑張れるのだ！　マゾなのか!?　こいつはマゾなのか!?」

「フレイ！　それは違うわ！　これがきっと、真実の愛なのよ！」

「真実の愛！　我もしてみたいぞ！」

「いつかきっと出来るわ。貴方あなたがその、無む垢くな心を忘れない限りはね」

「かっけええええええええええええええええええええええええええ！！！！！」

「「…………」」

　宿に帰ると、リーファとフレイが仲良く漫画について熱く語っていた。

　どうやら余程はまったらしく、もう半分近くを読み終えている。

「俺たち今からちょっと勇者になってくるけど、二人も一緒に来るか？」

　カトウがそう言うと、リーファが泣き顔をこちらに向けてきた。

　どうやら嘘うそ泣きとかではなく、本当に泣いているみたいだ。

　その泣き顔を見れば、リーファがどれだけ漫画の世界に入り込んでいるのかが分かる。

「あともうちょっとでクライマックスなの！　勇者になんてなってる場合じゃないわ！」

「そ、そうか」

「主あるじよ！　すまぬが我もこれを読み終えなければ死んでも死に切れぬ──あ！　リーファよ！　ページをめくるのが早いぞ！」

「「…………」」

　どうやら、カトウの心配は杞き憂ゆうだったらしい。

　まあ、良い事ではあるが。

　二人はそのまま何事もなかったかのように、ベッドに寝転がりながら仲良く漫画を読み始めた。

「じゃ、じゃあ、俺たちだけで行くか」

「そ、そうですね」

　邪魔しては悪い。

　カトウとユミナは予定通り、勇者になれるというセントラルホールへと向かった。




　　　　◇




「……随分と綺き麗れいな場所なんだな」

「はい。ここは特にそうみたいですね。出来たのがつい最近、一ヶ月前ぐらいみたいですよ」

　セントラルホールに着くと、カトウはまずはその綺麗な建物に驚いた。

　もしユミナに黙ってここに連れてこられたとしたら、王宮と間違っていたかもしれない。

　それ程までにセントラルホールは綺麗で、白を基調としたしっかりとした造りになっていた。

　なんだか高級感が所々から漂ってくる。

　もしカトウが一人ならば、まず絶対に入れない場所であった。

　カトウは中に入ると、まず中央の噴水に目を奪われる。

　魔術で出来た映像のような鳥が近くを飛び回り、本当に生きているかのように水を飲んでいた。

　見上げれば天井は非常に高く、とても開放的で、周りには絵画や壺つぼなんかも複数置かれている。

　その価値はカトウには分からないが、大金を掛けている事だけはすぐに理解できた。

「あ、丁度空いたみたいですね」

　すると、ユミナが入り口から一番遠い受付を指差した。

　空いているのはそこだけなようで、他の受付には長い列が出来ている。

　どうやらそこは、新規の為の窓口のようだった。

　カトウ達はその窓口に移動する。

「ご新規様でしょうか？　そうであれば、勇者申請には三万ガルドが必要となります」

　よろしいでしょうか？　と、受付のお姉さんがカトウたちに聞いてくる。

「はい、お願いします。それと、新規のスキルカードもお願いします」

「スキルカードですね？　かしこまりました」

　受付のお姉さんとユミナがそんなやり取りを交わす。

　カトウは二人のそんなやり取りを見ながら、一人お金の心配をした。

　……お金か。

　ユミナの話では、まだまだ彼女の貯金が残っているらしいが、森を出てからはずっと、ユミナに頼りっきりだ。

　ここはそろそろ男として、カトウ自らがお金を稼いでこなければいけないのではないだろうか。

　いつまでもヒモのままでは、いくら頼れる男代表のカトウだとしても、ユミナもいつか愛想を尽かしてしまうかもしれない。

　まあユミナに限ってそんな事はないとは思うが、そうならない為にも、早めに何かしらでお金は稼がなくてはならない。

　……だがまあ、そこまで不安になる事でもない。

　なぜならカトウが今日ここで勇者になってしまえば、お金の問題はすぐに解決するからだ。

　なにせカトウは勇者の中の勇者。

　彼以上に勇者としての適性がある人材は、きっとこの国……いや、この世界のどこを探しても見つからないだろう。

　そんな人材を今日、この国は得るのだ。

　感謝してもらいたい。

　そんな事をカトウが一人心の中で考えていると、受付のお姉さんが人間の頭一個分ぐらいの大きさをした水晶を奥から取り出した。

「では、お客様のレベル上限と、勇者としての適性順位を調べさせて頂きますので、お手数ですがこの水晶に手をかざしてください」

　受付のお姉さんの言葉にカトウは頷き、そのまま水晶へと手を伸ばす。

　最悪三十位。

　……いや、十位圏内は確実だろう。

　もしかしたら、一気に一位かもしれない。

　そんな自信に満ち溢あふれながら、カトウは水晶の結果を待った。

　すると──

「こ、これは!?」

　受付のお姉さんが驚きよう愕がくの表情で水晶を凝視した。

　大方、カトウの恐るべき勇者適性に度肝を抜かれたのだろう。

　さてさて、一体何位なのか。

　そんな事を考えながら、水晶を見た時だった──

「れ、レベル上限たったの五!?　す、すごい！　勇者ランキング最下位です！　は、初めて見ました……！」

「……………………………………」

　水晶に映しだされた数字を、カトウは死んだ魚のような目で眺めていた。

　そこに出された数字はあまりに低く、カトウは現実から逃げるように目を背ける。

　しかし、騒ぎを聞き付けたのだろう野や次じ馬うまたちが、わらわらとカトウの近くへと集まってきた。

　野次馬は野次馬を呼び、ものの数秒で、人だかりが出来る。

「す、すげえ！　こんな数値、俺初めて見たぞ！」

「歴史的瞬間だ！」

「……確か最下位って、偶然水晶に触れた蚊だったよな？」

「蚊より下って事か？　……すげえな！」

「……………………………………」

　いや、全然凄くはない。

　蚊より弱い勇者って、それは一体なんなのだろうか。

　人なのだろうか。

　その蚊に刺されたら、俺は死ぬのだろうか。

　カトウは現実が受け入れられず、その目は完全に死んでいた。

「お、おかしいです！　ノブユキ様が最下位な筈はずがありません！　水晶の故障に決まっています！　再検査をお願いします！」

　すると、ユミナが必死にカトウの弁護をしだす。

　しかしカトウにとって、今はそのやさしさこそがなによりも辛かった。

　同情されると泣きたくなってしまう、例のアレだ。

　どうせならいっそ、これでもかと罵倒してくれた方がマシ。

　カトウがそう思った、次の瞬間だった。

「うわあ……あの男、最下位だってさ」

「だっさ」

「ありゃあ、女に捨てられるな」

　まるでカトウの心の声を読んだかのような、そんな嘲あざけりの言葉が、彼の耳に入ってきた。

　カトウは一秒前の自分を力の限り脳内で殴り飛ばした。

　見ず知らずの人からの暴言に耐えられる程、彼の心は鈍くも強くもなかったのだ。

　ガラス細工よりも繊細な心を持つ男。

　それが、カトウなのだ。

　しかし、こればかりは仕方がないのかもしれない。

　カトウの耳に入ってきた、最後の「ありゃあ、女に捨てられるな」という一言が、先程カトウが抱いた、ユミナに愛想を尽かされる、というイメージを強く連想させたのだ。

　不安になるのも仕方がない。

　カトウは恥も外聞もなく、その場で泣きじゃくりながら、ユミナの下半身にしがみついた。

「ユミナああああああああああああああ！！！！！　頼むうううううううううう！　俺を捨てないでくれえええええええええええええ！！！！」

「ご、御安心くださいノブユキ様！　絶対にノブユキ様を捨てたりなんか致しません！　お金にはまだまだ余裕がありますから！　全て私にお任せください！」

「ユミナあああああああああああああああああああああああああ！！！！！」

　こうして、今日この日をもって、ヒモの勇者は誕生した。







第二章　異世界は大変だ







「…………俺、最近さあ、思う事があるんだ」

「うん」

　暖かい日差しが降り注ぐ、街の中央近くに設置された手すりの付いたベンチ。

　そこで俺とリーファは仲良く座りながら、串に刺さった鮎あゆの塩焼きをのんびりと食べていた。

　ここは王都──ではなく、そこから遠く離れた、山と海に囲まれた辺境の街──カサンドラ。

　四方を自然に囲まれた街──と言えば聞こえはいいかもしれないが、街と街を繋つなぐ道のりは険しく、王都とは比べものにならない程、この街には人の出入りが少なかった。

　はっきり言ってしまえば、寂れた街、といった印象だ。

　人手やそれに伴う資金なども、この街には不足しているのだろう。

　その証拠に、魔物の脅威から街を守る筈の外壁は、修復されずに所々壊れたままになっている。

　建っている家もほとんどがぼろぼろだ。

　でもまあ、今の俺にはお似合いなのかもしれない。

　史上最弱の勇者。レベル上限たったの五の、俺にとっては──

　レベル上限五。

　それは王都でおこなった、勇者適性検査によって判明した、俺の上限レベルだ。

　俺は王都で受け取ったスキルカードを懐から取り出し、自分のスキルポイントを確認する。

　スキルポイントとは、レベルが上がる事によって取得できるポイントであり、これを消費する事で、魔法やスキルなどを習得できるようになる。

　スキルには様々なものがあり、パッシブスキル（常時発動するスキル）や、アクティブスキル（任意で発動するスキル）なんかもあり、レベルが上がってスキルポイントを手に入れた暁には、「このスキルとこのスキルは絶対欲しいな！　あ！　このスキルも欲しい！」なんて、つい最近まで楽しみにしていたものだ。

　しかし、その夢はもう叶かなわない。

　先程も言った通り、俺のレベル上限は低い。

　これでもかという程低い。

　当然、取得できるスキルポイントも低い。

　その数なんとたったの十。

　これでは初級魔法を数個取るのがやっとだそうだ。

　ユミナの話では、このレベル上限を超える事は実質不可能らしい。

　せっかく憧れの異世界に来たというのに、俺のレベルはもうこれ以上上がらないそうだ。

　そしてここは異世界。

　街を一歩でも出てしまえば、危険な魔物が闊かつ歩ぽする異世界なのだ。

　いつ死んでもおかしくない、そんな厳しい世界。

　そんな世界で、いつまでもハーレムなどと言ってはいられない。

　そう思ったからこそ、俺は比較的強い魔物が出現する王都を出て、ここ──カサンドラに行く事を決意したのだ。

　決して王都の連中が俺の事を「あ！　ヒモの勇者さんだ！」「ヒモの勇者さんこんばんは！」そんなふうに煽あおってくるから王都を出たわけではない。

　そこは勘違いしないで頂きたい。

　まあ後は、頼みの綱である女神──アメリアからのログインボーナスが、ここ最近かなりグレードダウンしている事も原因の一つだ。

　今日に至っては、何の変哲もない簡易椅子。

　下がり過ぎである。

　……そういえば、その事について女神からメッセージが届いていた。

　どうやら女神は一方通行ではあるが、俺にメッセージを送れるらしい。

　メッセージの内容は、こんな感じだ。

【カトウさん！　大変です！　例の件が私の担当である先輩女神にバレかけちゃってます！　スタートダッシュしすぎちゃったみたいです！　ふふ、何だかソシャゲみたいですね。──って、そんな事を言ってる場合じゃないんですよ！　緊急事態なんです！　──なので、当分はグレードが低いものになってしまいます！　すみません！　でも、御安心ください！　アメリアはやる時はやる子です！　必ずもっと、凄すごい物をとってきてみせます！　期待して待っていてください！　ぐふふ、これでアメリアは大出世間違いなしです。ではでは！】

「…………」

　アメリアの方も、何だか大変みたいだ。

　──そうだ。大変と言えば、フレイやリーファへの今後の対応についてだ。

　最近フレイになんとなく聞いてみたのだが、やはり彼女は最初、あの宿で俺に会った時、どうやら俺を洗脳する気でいたらしい。

「主あるじはどうしてか、洗脳されなかったがな！　流石は主だ！」

「…………」

　いやなに笑顔で言っちゃってんのこの子。

　とは勿もち論ろん言えず、それを聞いた俺は何だか急に怖くなり、フレイにもしもあの時、俺が洗脳されていたらどうなっていたのかを聞いた。

　すると。

「うーむ。人を洗脳するのは初めての事だったのだが、そうだな。我に洗脳された者は大抵の場合、心のない人形となるはずだぞ！　そして我の力を無意識に使い、干からびて死んでいくのだ！」

「…………」

　この会話から分かるように、フレイはもう完全にヤバい奴やつだった。

　強さランキングならぬヤバい奴ランキングがあるとしたら、堂々の一位である。

　そういえばフレイは、自分の事を冥界の王だとかなんとか言っていたな。

　冥界の王──その言葉には聞き覚えがあった。

　女神だ。

　俺は女神から貰ったカードを操作し、冥王の情報を探していく。

　すると、すぐにその文字は見つかった。

　冥界の王──全ての終着点である〝冥界〟に存在する、数多あまたの王の中の一柱。

　地上の生物とはかけ離れた超常的な力を持ち、その力は天界の神々にも匹敵すると言われている。

　そう書かれていた。

「…………」

　もうこの時点で、俺はフレイの力に頼るという甘い考えを止めた。

　仮に頼るとしても、ちゃんと考えてからにしよう。そう決めたのだ。

　次にリーファだ。

　……もしかしたら、危険度で言えば、フレイよりもリーファの方がヤバいのかもしれない。

　というのも、異世界に来たばかりの俺は、自分でも分かるぐらいに興奮していた為ため気づけなかったのだが、リーファに至っては、もうなんというか、普通に誘拐だった。

　犯罪である。

　しかも相手は皇女。

　もしこの事がリーファの国にバレでもすれば、即刻死刑──いや、そればかりではなく、国際問題にも発展しかねない。

　その事を重く受け止めた俺は、リーファにはお互いの為にも、一度国に帰って貰った方がいいのではないかと、そう思ったのだが──

「うーん、そうねー。最初は私も国に帰ろうとは思ってたんだけど、何かここって居心地がいいのよね。親から何かとガミガミ言われる事もないし、習い事もないし。あと、カトウの持ってきた漫画？　その漫画も全部読まなきゃだから、それまではここにいさせてもらうわ。よろしく！」

「…………」

　そんな風に笑顔で言われてしまっては、俺も早く国へ帰れとは言えなかった。

　とまあそんな事があり、俺はこれからは目立たず、この街で真面目に働いて生きていく事に決めた。

　そして俺は早速、ユミナにこの事を報告しにいったのだ。

　俺の新しい人生が始まる。

　……そう思ったのだが、なぜかここで問題が生じた。

「い、いけません！　ノブユキ様が働くなど、絶対にあってはならない事です！」

　ユミナがいつにも増して、強い口調でそう言ってきたのだ。

「で、でもユミナ。やっぱり男の俺が働かないと、御近所の人とかに何か言われるんじゃ……」

「そんなの、言わせておけばいいんです！　全て私にお任せください！　ノブユキ様は、何の心配もしなくていいんですよ！」

「…………うん！」

　とまあそんなわけで、こうして俺は真っ昼間から働かずに、街のベンチでリーファと共に串に刺さった鮎の塩焼きを食べているのだ。

　辺りを見回せば、市場のおじさんやおばさん、俺たちなんかよりも年下の子供たちが元気よく働いている。

　それを見ながら、俺はこんな発言をした。

「──もうこのまま、俺はヒモのままでもいいんじゃないかって、最近ふと、そう思うんだ」

　気持ちの良い風を受けながら、俺はそう言い切った。

　控えめに言ってクズである。

　それは俺も分かっている。

　しかし何だろうか。

　最近ヒモを受け入れつつある自分に、俺は気づいてしまったのだ。

　人間一度堕落を覚えると、元に戻るには多少の覚悟が必要と聞いた事があるが、確かにその通りなのかもしれない。

　もう俺は、働く気がゼロであった。

　するとリーファは、俺の言葉に対し、なにか考えるような表情を見せてくる。

「…………」

　俺は半ば同意を諦めていた。

　普通の感性を持つ者であれば、ヒモを肯定する者など、そう多くはいないだろう。

　働いている者であれば、働く辛さをその身で実感しているのだから当然だ。

　しかし──

「…………一理、あるわね」

　真剣な表情で、リーファはそう言い切った。

　──そう、リーファも俺同様、クズだったのだ。

　俺たちは握手を交わす。

　俺たちの中で、強い友情が芽生えた瞬間であった。

　するとその時だった。

　ベンチの近くに、人影が差し込んだ。

　顔を上げると、そこには割かつ烹ぽう着ぎ姿のフレイが立っていた。

　そういえばフレイは、近くのパン屋さんで働くと言っていたな。

　そのフレイなのだが、何やらわなわなと震えている。

　おしっこだろうか？

　そう思った次の瞬間、フレイは爆発した。

「全然これっぽっちも、ないわああああああああああああああああああああああああああ！！！　お主らホントいい加減にせい！！！！　そもそも外に働きに出ると言って、お主らは出掛けたのだろうが！！！　何でこんな場所で油を売っておるのだあああああああああああああああああああああああああ！！！」

「「…………」」

　やはりフレイには正直に話すべきだったのかもしれない。

　先程も言ったが、ユミナは俺に、働かなくていいと言っていた。
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　しかしやはりそれでは御近所に体裁が悪いと思い、フレイには一言「ちょっと外で働いてくる！」と言って俺たちは宿を出たのだ。

　リストラされたサラリーマンが妻にその事を言えず、仕方なく公園で時間を潰すという例のアレだ。

「いやいや、フレイ。俺は働く気はあるんだよ。だけどユミナが働かなくていいって言うからさ。仕方なくこうしているんだよ。つまりこれは、俺の意志じゃない。フレイ、お前なら分かってくれるよな？」

「分からん」

　どうやら分かってはくれないらしい。

　俺は助けを求め、リーファを見た。

　リーファはすぐに頷うなずいてくる。

　本当に頼りになる奴だ。

「フレイ、よく聞いて。本当はね、私たちだって、今すぐにでも働きたいの。だけどね、その私たちに見合うような、そんな華のある仕事がないの。……優秀すぎるって、残酷よね……」

　俺とリーファはフレイを見つめた。

「……続けてみい」

　どうやら続けてもいいようだ。

　フレイ懐柔作戦が開始された。

「そもそもの話、ヒモって、誰にでもなれるわけじゃないじゃない？　選ばれし者って言うの？　そういう何か、特別な何かがあると、私は思うのよね」

「さすがはリーファ！　並の者とは着眼点が違うな！」

「…………」

「それにほら、カトウが持ってた漫画？　それによくあったでしょ？　イケメンハーレム主人公とかって、ただチートでイケメンしてるだけに見えるけど、でも違うのよ。努力してるのよ。ヒロインがピンチになるまでの時間調整とか、チンピラに絡まれやすいタイミングを計ったりだとか、美少女たちへの裏での気遣いとか、そういう陰での努力って言うの？　他人には見えないだろうそういう努力をしてきたからこそ、イケメンハーレム主人公たちはハーレム出来てるわけよ。つまりヒモもヒモなりに努力しているわけで、別のベクトルではあるかもしれないけど、頑張ってるのよ」

「あーちくしょう！　俺の言いたい事全部言われちゃったわ！　そうなんだよな！　何かヒモって聞くと、ただ寄生してるだけのクソ野郎ってイメージで拒否反応を起こす人が大半かもしれないけど、あいつらもヒモなりに努力してるんだよな！　うん！」

「…………」

　フレイが震えている。

　どうやら感動で震えているらしい。

「働けボケええええええええええええええええええええええええええええ！！」

　そんなわけはなかった。




　　　　◇




「働け！」

「働きませんー」

「絶対に嫌ですー」

　そんな言い合いを続けながら、俺たちは宿に帰る。

「あ、三人とも、おかえりなさい」

　すると、エプロン姿のユミナが俺たちを出迎えた。

　母性の塊のような、今すぐにでも抱き着いて甘えたくなるほどの魅力が、そこにはあった。

「クソッ！　この母性が、俺たちを狂わせているのか……！」

「まさに、ダメ男製造機ね……！」

「……まあ、その件に関しては分からなくもないが」

「…………？」

　俺たちはそれぞれソファーやベッドに寝ころびながら、各々が好きな事を始めた。

　リーファとフレイは漫画。

　俺は十あるスキルポイントで一体何を取ろうか思考を巡らせる。

　そんな事をしていると、いつの間にか窓の外は暗くなっていた。

「そろそろお腹なかすいてきたな」

「私、今日は美味おいしいお肉が食べたい！」

「うむ！　最近はトウモロコシばかりだったからな！　我も肉が食べたいぞ！」

　俺たちがそう盛り上がっていると、ユミナが台所から現れた。

「ふふ、分かりました。今日は私が腕によりをかけて、美味しいお肉料理を作ります。楽しみにしててくださいね」

「「え」」

　その瞬間、俺とリーファが同時に声を上げていた。

　軽率な発言だった。

　もう手遅れではあるが、この場合、美味しいお肉料理を外で食べたい。

　あるいは、美味しいお肉料理を俺かリーファ、またはフレイが作ると言うべきだった。

　今の俺たちの発言では、ユミナにその美味しいお肉料理を作ってもらいたい。

　そう捉えられてもおかしくはない。

　俺とリーファは焦っていた。

　ユミナの手料理。

　その腕前はもう控えめに言って、殺人の域に達していた。

　最初はただ慣れていないだけかと思っていたのだが、ユミナにはそもそも、料理の才能がなかったのだ。

　料理を作るたびに、なぜか酷くなっている。

　勿もち論ろん、最初のように料理を焦がす、といった事はなくなり、見た目だけは良くなっているのだが、味に関してはもう絶望的だった。

　しかも本人にやる気がある分、尚なお更さらたちが悪い。

「ゆ、ユミナ。俺やっぱり、今日も焼きトウモロコシでいいや」

「わ、私も、カトウと同じ、焼きトウモロコシでいいわよ」

　リーファと俺は、もうすでにユミナの手料理の凄すさまじさを体感している為ため、宿屋の主人から貰った大量のトウモロコシでいいと発言する。

　しかし。

「何を言うか主あるじたち！　ユミナがわざわざ手料理を作ると言ってくれているのだぞ！　それに最近は焼きトウモロコシばかりではないか！　確かに焼きトウモロコシは美味しいかもしれんが、そんな毎日焼きトウモロコシでは、身体に力はつかんぞ！」

　不幸な事に、フレイはまだそれを体感していなかった。

　いや、今までが幸運すぎたのかもしれない。

　フレイは俺たちの身体を心配してくれているのだろうが、いやはや、無知とはなんと罪深いものなのだろう。

「いや、でも……」

「うん……」

　尚なおも渋る俺たちに、フレイはとうとうしびれを切らしたようだった。

「もうよい！　ユミナよ。こうなったらあの二人にうんと言わせるような、そんな美味しい料理を作ってやろうじゃないか！　我も協力する！　二人とも、もう後悔しても遅いぞ！　後から食べたいと言っても、食べさせてやらんからな！」

「ふふ、ありがとうフレイ。二人で美味しい料理を作りましょうね」

　二人はそう言うと、台所へと向かった。

「「…………」」

　俺とリーファは、フレイの背中に黙って敬礼をした。

　台所からは二人の楽しそうな声が聞こえてくるが、ものの数分で、楽しそうだったフレイの声には、不安や恐怖が入り混じるようになっていた。

「ゆ、ユミナよ。少ししょっぱいからと言って、砂糖を入れるのは、どうかと思うぞ？」

「そうですか？　打ち消せそうじゃないですか？」

「「…………」」

「ゆ、ユミナ！　肉を洗剤で洗ってはならん！　お母さんに習わなかったのか!?」

「え？　でも、べとべとしますし、綺麗にしないと」

「「…………」」

「ゆ、ユミナ！　それだけはいかん！　それだけは！　ゆ、ユミナああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！」

　フレイの絶叫が、台所にこだました。




　　　　◇




　死の晩ばん餐さん会かいが終わると、フレイは目を見開きながら床に倒れていた。

　流石はフレイだ。

　よく生きてあの地獄を耐えきったものだ。

　頭でも撫なでてやろうかと思ったが、今はそんな場合ではない。

　ユミナは少し買い出しに行くと言い、今宿屋を離れている。

　作戦会議を行うには、今が絶好のチャンスだった。

「ちょっとカトウ！　アンタ何とかしなさいよ！」

　リーファが俺の肩を揺さぶりながら、そう詰め寄ってくる。

　するとそれに便乗する様に、フレイも俺の足を掴つかんできた。

　ゾンビみたいだ。

「そうだぞ主！　このままじゃ我らは、ユミナに殺されてしまう！」

「…………」

　言いすぎだろ。

　と言えない現実が、ただただ怖かった。

　確かに、二人の言う通りだ。

　このままでは本当に俺たちは、比喩表現なしに、ユミナに殺されてしまうかもしれない。

　ユミナの手料理は、それ程の殺傷力を秘めているのだ。

「……分かった。俺もまだ死にたくはない。俺、明日あしたからは真面目に働くよ！」

「カトウ！」

「主！」

　三人でひしと抱き合う。

「俺たち、頑張って生き延びような……！」

「私も協力する！　売り子でも何でも、協力するわ！」

「我もだ！　我も協力は惜しまぬ！」

　こうして俺たちの絆きずなは、以前とは比べ物にならない程、強固となった。




　　　　◇




　──数時間後。

　もう夜も遅いので、俺はソファーに寝ころびながら、明日の仕事について考えていた。

　働くならどこがいいだろうか。

　やはりここは、無難にアルバイト経験のある、飲食店なんかがいいだろうか？

　女神から受け取ったカードのお陰だと思うが、この世界の文字や言葉なんかはすんなりと理解出来るので、メニューに困る事もないだろう。

　もしかしたら、あっちの世界でのメニューがなにか役に立つかもしれない。

「…………」

　そんな事を考えながら、俺はふと、スキルカードを取り出した。

　未練、というわけではないが、きっと他の異世界転生者、あるいは転移者だったら、今頃チートを使い、強い魔物を狩りまくっている頃だろう。

　羨ましい限りである。

「…………」

　まあ、俺には縁がなかった、というだけの話だ。

　俺はそう自分に言い聞かせ、毛布を頭から被った。

　すると、その時だった。

　ログインボーナスの声が、俺の頭の中に響いた。




【おめでとうございます。七日目ログインボーナス、スキル『錬金術』を取得しました】




「ッ!?」

　俺はソファーから飛び起きた。

　急いでスキルカードを確認する。

　確認するのは勿論、空白の筈はずの俺の所持スキル欄。

　するとそこには『錬金術』と書かれていた。

「錬金術きたああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　声を抑えながら、気づけば俺はガッツポーズをしていた。

　異世界での冒険を、半ば諦めていたタイミングでのこれだ。

　嬉うれしくないわけがない。

　俺は大声で叫びたい興奮を何とか抑えながら、もう一度スキルカードを確認する。

「よし！　よし！　よし！」

　俺は過去最高に興奮していた。

　これがチートなのかどうかは分からないが、正直な話、そんな事はどうだってよかった。

　チートじゃなくたっていい。

　これが普通の錬金術であっても、俺にはこれが宝物に見えた。

　俺は嬉しさのあまり、ユミナ達が起きてしまうのではないかと思いながらも、何度もガッツポーズを繰り返す。

「さ、さっそく、確認してみるか」

　俺は震える指先でスキルカードを操作し、錬金術の項目を見ていく。

　そこには錬金術により作製出来るのだろう、様々なアイテムが記載されていた。

　しかし。

「うーん。これはまだ、俺のレベルが低いせいなのかな？」

　だいたいの項目を見終えると、俺は首を捻ひねりながら、一人そう呟つぶやいた。

　というのも、ほとんどのアイテムがクエスチョンマークで、尚なお且かつ灰色なのだ。

　作製アイテムが灰色の場合、必要な材料なども灰色だ。

　灰色というのは、文字通り灰色で、いわゆる、そのアイテムのシルエットだけが表示されている状態だ。

　これでは何が必要なのかも、これにより何が作れるのかも分からない。

　まあ、シルエットで何となく分かるアイテムもあるが、おそらく、錬金術にはレベルや熟練度みたいなものがあるのだろう。

　だとしたら、そのレベルを上げていくにつれて、この灰色のアイテムの詳細が分かっていくシステムなのかもしれない。

　あるいは、その灰色で表示された詳細の分からない材料を俺が取得した瞬間、解放されるパターンなんかもある。

　どちらにせよ、ワクワク感が止まらない。

　これは楽しくなってきた。

　俺は早速、灰色になっていない、今のレベルでも作製できるアイテムをチェックしていく。

「まあ、最初はこんなもんだよな」

　現段階で俺が作製出来るのは、回復効果のある下級ポーションのみだった。

　俺は下級ポーションの作製に必要な材料を見ていく。

　すると。




　リュウギョク草×真水




　ミシックフルーツ×真水




　下級ポーションの作製には、どうやらこの二つのパターンがあるらしい。

　王都に比べれば、この街の市場はかなり小さいが、はたして売っているだろうか？

　朝になったら、すぐにでも市場に行ってみよう。

　俺は毛布を被り、目を閉じる。

　だが結局、俺は一睡も出来ないまま、朝を迎える事となった。




　　　　◇




　早朝。

　俺は早速二人を連れて、市場へと向かっていた。

　フレイはというと、彼女は現在一人宿屋でお留守番だ。

　どうやらフレイは昨日のユミナの手料理により、見事なまでに体調を崩してしまったらしい。

「それで、ポーションに必要な材料は何なの？」

　隣を歩くリーファが俺に聞いてくる。

　リーファたちにはもう、錬金術の説明は朝食を取る段階で終わっている。

　錬金術のスキルをどうやって俺が取得したのかについては詳しく説明していないが、俺に不思議な力がある事はもう三人とも何となく気づいているのだろう。

　特に何も言及されず、彼女たちはすぐに納得してくれた。

「えーと、リュウギョク草って材料を使うものと、ミシックフルーツって材料を使うものがあるな。リーファは何か知ってるか？」

「うーん。ミシックフルーツの方なら、どこで売ってるかだいたい見当がつくけど、リュウギョク草の方は、さっぱり分からないわね」

「そっか。ユミナは？」

「私もリーファと同じで、ミシックフルーツの方でしたら分かります。リュウギョク草も、その名前だけでしたら聞いた事はあるんですが、それがどこで手に入るかまでは、ちょっと……」

　まあ、二人にとっては見知らぬ土地だ。仕方ない。

　俺たちは予定通り、市場へと向かい、まずはリュウギョク草について話を聞く事にした。

　しかし。

「リュウギョク草？　……ああ、あの薬草かい。馬鹿言っちゃいけないよ。あれは無理だ。昔ならともかく、今あんな物を市場で売ったりなんかしたら、それこそすぐに、錬金協会にしょっぴかれちゃうよ」

　市場のおじさんにリュウギョク草の話を聞いてみると、おじさんは心底嫌そうな顔で、俺たちに首を振ってきた。

「錬金協会ですか？」

「知らないのかい？　ポーションを販売してる大本だよ。あそこの許可がおりた店でしか、ポーションは販売出来ないんだ。前まではこの街にもそういう店があったんだけどね。ここじゃたいして売れないから、数ヶ月もしない内に王都に帰ってったよ。この街で唯一、リュウギョク草を扱える資格をもった錬金術師だったんだがね」

　おじさんの言葉に俺は「なるほど」と頷く。

　つまり錬金協会とは、ポーション販売を独占している組織なのだろう。

　というか、リュウギョク草の扱いには資格が必要なのか。

　もしかしたらフグみたいなもので、どこか一部に毒があり、取り扱いに注意しなくてはいけない材料なのかもしれない。

　俺はおじさんにお礼を言い、次の材料であるミシックフルーツを探す事にした。

　まあこちらの方はリーファが知っているようなので、聞けばすぐだろう。

　俺はリーファに、ミシックフルーツがどんな物なのかを聞いた。

　すると。

「ミシックフルーツなら多分、あそこのお店で売ってるわよ」

　そう言ってリーファが指を差したのは、普通の、それこそ一般的な野菜を扱っている様な、そんな八百屋さんみたいなお店だった。

　まあ、フルーツというぐらいなのだから、それが八百屋さんで売っていてもおかしくはないが、本当にあの店で売っているのだろうか？

　ユミナが否定しないので、おそらくは本当に売っているのだろうが、とにかく、あの店に行ってみよう。

　俺はミシックフルーツ購入の為ために、店へと向かった。

　しかし、ユミナとリーファがその場で固まって動かない。

　どうしたのかと二人の表情を見ると、あまり乗り気でない事が分かった。

　やはりミシックフルーツとは、リュウギョク草のように扱いに資格が必要な、そんな危険な物なのかもしれない。

　そう思っていると。

「私、苦手なのよね。あの野菜」

　リーファはそう言って、気まずそうに頬ほおを掻かいた。

　野菜？

　へえ、ミシックフルーツは野菜だったのか。

　でもだったら、何が危険なのだろう？

　そんな事を考えていると。

「リーファもですか？　実は私も、アレは苦手で……」

「ゆ、ユミナも苦手なのか？」

　ユミナも苦手なようだった。

　意外な事もあるものだと、そう思いながら再度八百屋さんを見てみると、俺はようやくそこで、その店の異常性に気が付いた。

「……誰も、あの店に近づこうとしていない？」

　そう、この時間は買い物客で賑にぎわっている。

　しかし、誰一人としてあの店に近づこうとしない。

　見るからに、避けているのが分かる。

　不思議に思い店に近づいてみると、タイミングよく、一人の主婦らしき客が店内へと入っていった。

　何だ。ただ単に、客入りが悪かっただけか。

　そう思った、次の瞬間だった。

　大きな叫び声が、店の中から聞こえてきた。

「あ、兄者ああああああああああああああああああ！！！！！」

「弟よおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！」

「な、何だ!?」

　まるで、何かが助けを求めるような、そんな悲痛な叫び声。

　俺は慌てて店の中に入る。

　すると、叫んでいるものの正体が分かった。

「こ、こら！　お前たちいい加減にしろ！　はい！　ミシックフルーツ！　一本百ガルドになります！　どうです奥さん！　こいつら兄弟なので、もう一本、兄の方もご一緒にご購入してみてはいかがですか？」

「一本で結構です」

「か、かしこまりました」

「…………」

　ユミナ達の言っている意味が、今俺にもようやく理解出来た。

　俺の目の前で、尚なおも叫び続ける、オレンジ色の細長い物体。

　──ニンジン。

　そう、ニンジンが叫んでいたのだ。




　　　　◇




　ザシュ、ザシュ、ザシュ。

　小気味よい音をたてながら、まな板の上でニンジンがユミナとリーファによって捌さばかれていた。

　俺はそれを、死んだ魚のような目で眺める。

　喋しやべるニンジン。

　この世界では、それが普通らしい。

　ユミナもリーファも、苦手とは言っていたが、特に躊ちゆう躇ちよなく、ニンジンをきざんでいた。

　いやまあ、ゲームなんかでは、マンドラゴラとか普通にあるし、要は慣れの問題なのだろう。

「ちょっとカトウ、アンタも一本ぐらいやりなさいよ」

「え!?」

　するとリーファが、俺にそんな事を言ってきた。

　リーファは俺に、包丁と一本のニンジンを渡してくる。

　俺にこれを捌けというのだろうか。

　俺は初心者なんだぞ。

　そんな事を考えながら、俺はニンジンを見つめた。

　すると。

「戸惑っているようだな。兄ちゃん」

　ニンジンが喋りかけてきた。

　怖い怖い。

　完全にホラーだ。

　ちなみにニンジンには手と足、それと濃い顔が付いている。

「ど、どうも」

　俺は戸惑いながらも、ニンジンに挨拶を返した。

　するとニンジンはフッと小さく笑い、続けてこう言った。

「兄ちゃん。あまり気負いすぎるな。世の中は弱肉強食。よええ奴やつはつええ奴に食われる。それが運命なんだ。それは人間社会でも同じ。だったら、一思いにやってくれ」

「…………」

　ニンジンに人間社会の何が分かるのかは判わからないが、どうやらコイツは、もう覚悟を決めているらしい。

　人間は何かを殺して生きているというが、今ようやく、俺にもそれが実感出来た。

　鶏とり肉にくや豚肉、日本で食べていた何気ない食品も、こうして命を奪って食べている。

　俺は包丁を持つ手に、強く力をこめた。

「…………」

　しかし、俺は動けずにいた。

　包丁を持ちながら、俺はただ震え続ける。

　そう、俺はびびってしまったのだ。

「駄目だ！　俺には出来ない！」

　俺は包丁をまな板の上に置いた。

　これが、生き物の命を奪うという事なのか。

　俺はその重みに、耐えきれなかったのだ。

　するとニンジンは立ち上がり、俺の手をペチンと叩いた。

「ナマ言ってんじゃねえぞクソガキが！　じゃあ何か!?　俺に誰にも食べられねえで、腐っちまえって言うのか！　そんな事、天が許しても、俺が許さねえ！　……でも、ありがとな。こんなに優しくされたのは、生まれて初めてだ」

「に、ニンジンさん！」

　なんという男気なのであろうか。

　ニンジンさんは俺に背中を見せると、ひらひらと手を振ってくる。

　そして、沸騰する灼しやく熱ねつの鍋に、自らの手でよじ登った。
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「に、ニンジンさあああああああああああああああああああああああん！！！！！」

　カトウはこの日、もう食べ物を粗末に扱わないと、心に誓ったのだった。
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「おお、主あるじよ。さっそくポーションを作っているのか。うむ。感心、感心」

　素材の仕込みが完了し、後はこれを錬金釜がまに適量入れ、調合をするだけ、というタイミングで、フレイが部屋に入ってきた。

　どうやらお腹なかの調子は完全に戻ったらしい。

　ユミナとリーファはというと、彼女たちは昼食を買いに出掛けてしまった。

　なので、二人が帰ってくるまでポーション作りは一時中断していたのだが、フレイならもしかしたら、ポーションに関して知識があるかもしれない。

　聞いてみよう。

「うむ。ポーション作りなら、我も経験があるぞ」

　すると、やはりフレイにはポーション作りの知識があるようだ。

　早速、フレイにポーションの作り方を教わる。

「師匠！　お願いします！」

「うむ。ではまず最初に、ポーション作製の成功の秘ひ訣けつについて教えよう。ポーションの成功の秘訣、それは、魔力の波を一定に保つ事にある。焦らず、魔力の波を見極めるのだ」

「おお！　流石はフレイ！　なんかそれっぽい！」

「うむ。ではまずは適量の材料を錬金釜に入れるのだ。入れるタイミングは沸騰してからでいいぞ。それから、一番大事な素材がある──これだ」

「塩？」

　それは塩だった。

　俺のスキルカードに載っているポーション作製リストの材料に、塩などという単語はなかったのだが、でもまあ、フレイが言うのだから、多分それは必要なのだろう。

「うむ、塩だ。これを入れるタイミングが実は一番重要なのだ。入れるタイミングは、魔力が一定以上に上がった時なのだが、言うよりやって見せた方がいいだろう」

　フレイはそう言うと、沸騰している錬金釜に材料を入れていく。

　俺は邪魔にならないように少し下がりながら、錬金釜の中を覗のぞき込んだ。

「魔力が一定以上に上がると何か不味まずいのか？」

「うむ。錬金釜の中にある魔力が上がりすぎると、素材の魔力が外に逃げてしまうのだ。それを下げる為ために塩を入れる」

「へえ、そうなのか」

　フレイは俺に言った通り、魔力が少し上がってくれば塩を。

　魔力が下がってくればまたかき混ぜるを繰り返しているのだろう。

　しかし、俺にはそれがいまいち分からなかった。

　魔力の波なんて言われても、俺には見えないからな。

　俺がそれをフレイに正直に話すと、彼女は不思議そうにこう言ってきた。

「主は、魔力感知を習得していないのか？」

　魔力感知。

　それがスキルの一種だろう事は分かるが、俺の所持スキルポイントで覚えられるのだろうか？

　一応調べてみる。

　すると、それはあった。

　魔力感知──消費スキルポイント五。

　俺の所持スキルポイントは十なので、二分の一も消費する事になってしまう。

　でもまあ、これがないと話にならないのだろう。

　フレイの話を聞く限り、魔力感知はポーション作製に必要不可欠なようだし、俺は思い切って、スキルポイントを消費し、魔力感知のスキルを習得した。

　これで俺も、魔力感知のスキルが使える様になったのだろうか？

　特に何か変化の様なものは感じられないが、試しに俺は、錬金釜をじっくりと覗のぞき込んだ。

　すると、何やらポーションの色に変化が見られた。

　青色のポーションの中に、うっすらと紫色が混じっていたのだ。

　おそらく、これがフレイの言う魔力なのかもしれない。

　いや多分、おそらくそうだ。

　凝視していた目の力を軽くゆるめると、先程まで見えていた紫色がぱっと消えた。

　やはりこの紫色のものが、魔力なのだろう。

　それとどうやら、魔力感知は目を凝らすと発動するらしい。

　スキルといっても、常時発動している訳ではないようだ。

「よし、これで完成だ」

　するとタイミングよく、フレイが俺にそう言ってきた。

　どうやらもうポーションは完成したらしい。

　フレイは錬金釜の中のポーションを瓶ですくい、それを飲んでいく。

　ポーションの効果を確かめているのだろう。

「まあ、こんなものか。下級ポーションといった所だな。材料が材料なだけに、仕方がないか……。よし、次は主がやってみよ」

　やはり材料がしょぼければ、いくらフレイといえど、作製出来るのは下級ポーション止まりらしい。

　フレイに言われ、次は俺がポーションを作っていく。

　俺はポーションの材料を適量入れていき、魔力の波を確認しながら棒を使ってかき混ぜていく。

　紫色の魔力が濃くなっていけば塩を。

　薄くなってきたらかき混ぜるを繰り返す。

　魔力感知を使いながらなので、中々に神経を使う。

　俺は神経を研ぎ澄ませながら、ポーションに集中した。

　そしてとうとう、魔力が固定されたのか、色に変化が見られなくなった。

「よし主、もう止めていいぞ」

「お、おお」

　フレイが俺にそう言いながら、先程の様にポーションを瓶にすくっていく。

　俺が緊張しながらその様子を見ていると、フレイがニコリと笑顔になった。

「うむ。上出来だ。良いポーションだ」

　フレイの言葉に、俺は何だか照れ臭くなってしまった。
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「それにしても、たくさん作ったわね」

　次の日、俺とリーファは作ったポーションを売りに、朝一で市場へと向かっていた。

　リーファの言う通り、俺が引く荷車には、毛布で包まれた大量のポーションが積まれている。

　かなり雑に扱っているかもしれないが、小瓶には硬化の魔法が施されている為、フレイが言うには割と乱暴に扱っても問題ないそうだ。

「正直、反省はしてる」

　初めてのポーション作製をフレイに褒められた後、俺は疲れ果てるまで馬鹿みたいにポーションを作り続けてしまったのだ。

　だが、これにはちゃんとした理由がある。

　というのも一度だけ、下級ポーションの材料で中級ポーションが作製出来たのだ。

　フレイが言うには、同じ素材であっても含まれる魔力量は一律ではないそうだ。

　つまり魔力量が多い素材を使えば、一つ上のランクである中級ポーションも作れるというわけだ。

　俺の魔力感知のレベルがまだ低いせいか、人や魔物、素材に秘められた魔力量はまだ見る事が出来ない。

　だが、錬金釜の過熱により水と同化した魔力は、もうはっきりと見える様になっていた。

　俺はその過程が楽しく、気づけば一日中、ポーションを作り続けてしまったのだ。

　そんなこんなで大量のポーションが出来てしまったわけなのだが、置く場所もない為、俺たちはこうして朝一で市場に売りにきた、というわけだ。

　昨日の時点でポーションの販売には資格がいると分かっているので、今回ポーションを売る相手は仲介人になる。

　要は仲介人にポーションを買い取って貰い、その仲介人に王都にいる錬金術師に売ってもらう、というわけだ。

　勿もち論ろんこれにより本来のポーションの値段からはかなり下がってしまうと思うが、こればかりは仕方がない。

　俺は市場を管理している役員に話しかけた。

「すみません。ポーションを売りに来たのですが、鑑定士の方はどちらにいらっしゃるでしょうか？」

　ユミナの話では市場には最低一人、鑑定士がいるとの事なので、その人に価値を決めてもらい、仲介人に売る手て筈はずとなっている。

「ポーションを売りに来たのかい？　それは良かった！　ここ最近、オークが暴れ回っていてね。ポーションは一つでも欲しい所なんだよ。よし、なら早速、ポーションと錬金協会の資格証を出してくれ」

　すると、市場の役員はそんな事を俺に言ってきた。

「し、資格証？」

「んん？　ポーションを仲介人に売りに来たんだろう？　なら、錬金協会の資格証が必要だ。それを提示してくれと言ったんだが……まさか、持っていないとは言わないだろうな？」

　優しそうな口調から一転、役員の口調は荒々しくなっていく。

「ちょっと、カトウ！　なんかヤバいわよ！」

　リーファもこれはヤバいと思ったのか、俺の袖を強く引っ張ってくる。

「す、すみません！　やっぱり今のなしで！　し、失礼します！」

「あ！　こら！　君たち！　待ちなさい！」

　荷車を慌てて引っ張りながら、大急ぎで市場から離れる。

　数分の逃走劇を果たし、俺たちは肩で息をしながら、その場にへたりこんだ。

　なんとか逃げ切れたらしい。

「……ポーションの買い取りにも資格が必要なんて、聞いてない……」

　確かに昨日、リュウギョク草の扱いには資格が必要と聞いていたし、ポーションの扱いにも資格は必要だと聞いていた。

　だが、買い取りは別だと思っていた。

　しかし、あの役員の話を聞く限り、ポーションを買い取って貰う場合にも、錬金協会の資格が必要らしい。

　そして俺たちが資格を持っていないと知った時の、あの口調だ。

　大方、資格を持たずにポーションを取引すれば、何かしらの罰則があるのだろう。

　危うく、面倒な事になる所だった。

　今日の所は大人しく宿に帰ろう。

　そんな事を俺が考えていると、リーファがスッと立ち上がった。

「あったまきた！　私たちはただポーションを買い取って貰いに来ただけなのに！　資格、資格、資格って！　結局はただ美味おいしいとこを独り占めしてるだけじゃない！　カトウ！　こんな事に負けちゃ駄目よ！　私に良い考えがある！　付いて来て！」

「……え？」

　リーファは俺の腕を強引に掴み、路地裏へと引っ張っていった。
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「お、おい。本当にここって大丈夫なのか？」

　リーファに連れてこられたのは、路地裏に出来た狭い空間だった。

　そこに一人、黒装束の男が立っている。

　リーファがそいつにお金を渡すと、男の後ろにあった扉へと案内された。

　荷車とポーションは、入り口の男に預けていいらしい。

「大丈夫、大丈夫！　闇市には一度、パパに社会勉強で連れてこられた事があるから！　まあ、それはこの街の闇市じゃないんだけど、仕組みなんてどこも同じよ。全部私に任せなさい！」

　リーファが自信満々に胸を叩たたき、それのせいで胸が凄すごい揺れた。

　──闇市。

　リーファはここをそう呼んでいた。

　非合法のアイテムなんかを取り扱う、闇市だと。

　というかリーファの父親は、社会勉強で娘をこんな場所に連れてきたのか。

　やはり親子共々、少々頭がおかしいらしい。

　そんな事を考えながら階段を下りていくと、薄暗い小部屋に着いた。

　小部屋には入り口にいたような、黒装束の男が一人、椅子に座っている。

　しかし、こちらの方は物もの凄すごいガタイだ。

　俺の身長の二倍はあるんじゃないかと、実際は違うんだろうが、そんな錯覚に陥るぐらいデカかった。

「……用件は？」

　男の問いに俺が畏縮していると、リーファが自信満々に答える。

「ポーションを売りたいわ！　それもたくさん！」

　何だかリーファが凄い頼りになる奴やつに見えてきた。

「……分かった。いくらで売りたい？」

「……え？　いくら？　……ちょ、ちょっとカトウ！　ポーションって相場いくらよ！　私、知らないわよ！」

　うん。やっぱり気のせいだったわ。

　リーファはやはりリーファだった。

　いや、てか、しまった。

　そういえば、ポーションの相場をちゃんと調べていなかった。

　ポーションを買い取って貰う時に聞けばいいと思っていたので、今の段階では何も調べていなかったのだ。

　だってまさか、闇市に連れていかれるとは誰も思わないだろう。

　……うーん。

　ここは素直に聞いてみた方がいいのだろうか？

「…………」

　いや、この男は闇市の人間だ。

　どうせぼったくられるのがオチだ。

　ここは一度、相場を確認し、再度ポーションを売りにこよう。

　そう思ったのだが。

「い、いやよカトウ！　今ここでポーションを売らないと、今日の夕飯がユミナの手料理になるかもしれないのよ!?」

「そ、そうだった……！」

　完全に忘れていた。

　確かにリーファの言う通り、このままポーションを売らずに帰れば、今日の夕飯はユミナの手料理になってしまう可能性が高い。

　それにポーションの素材は、比較的簡単に入手出来る。

　あのニンジンは人気がないので、今日明日で在庫が無くなるという事はない筈だ。

　なら今はとにかく、夕飯の金が欲しい。

　まあ、取り敢あえずはプラスになる値段にすればいいだろう。

　俺は素材にかかった費用と、作製にかかった時間などを考慮し、一つあたりのポーションの値段を考えた。

　ミシックフルーツは一本で百ガルド。

　小瓶もだいたい同じぐらいの値段だ。

　真水は通常の水にフレイたちが魔法をかけるだけなので実質タダ。

　時間は早ければ一回で五分から十分程度。

　そしてポーションは、一本のミシックフルーツでだいたい五～十は作る事が出来る。

　これに関しては錬金術のレベルによって作れる数が変動していくのか分からないが、今のところはこんな感じだ。

　となると、値段はどのくらいになるのだろうか？

「…………」

　駄目だ、全然分からない。

　こんな事ならもう少し、日本で勉強してくれば良かった。

　ゲームなんかでも、ポーションの値段はまちまちだからな。

　まあ、先程も言ったが、最初はマイナスにならなければいいだろう。

「じゃあ、ポーション一本、五百ガルドくらいにしておくか？」

　ちょっと高い気もするが、どうだろうか。

「流石さすがにぼったくりじゃない？　あのポーションの原価、一本あたりかなり安いわよ？」

　やっぱり高かったか。

「まあ、確かに。じゃあ、ポーション一本、三百ガルドくらいにしとくか？」

「うん、そうね。そうしましょ」

　ポーションの値段が決まった。

　俺は男にポーションの値段を言う。

　すると、男は射い貫ぬくような視線で、俺を見てきた。

「……ポーション一本、三百ガルドでいいんだな？」

「お、お願いします」

「……分かった」

　すると男は、黒頭ず巾きんで隠していた自らの顔を露あらわにさせた。

　額にキズのある、スキンヘッドの男だった。

　……やっぱり異世界って怖い。

　そんな事を思っていると、俺が持ってきた荷車とポーションが、小部屋の隅にある魔法陣から、入り口に立っていた黒装束の男と共に現れた。

「……転移門を見るのは初めてか？」

「え!?　あ、はい！」

「……そうか」

　話が全然膨らまなくてすみません。

「リーダー。後の説明は私が」

「……分かった」

　どうやら入り口にいた男が引き継いでくれるらしい。

　俺は男から説明を受ける。

　するとどうやら、荷車のポーションは、これから先程の転移門で闇市に運ばれるらしい。

　ポーションが売れたかどうかは、スキルカードでその都度確認できるそうだ。

　ＭＭＯなんかでよくある、アイテム取引所みたいなものなのかもしれない。

　すると俺のスキルカードの新着欄に、ポーションが十本売れたとの情報が入ってきた。

　どういう事だろうか？

　ポーションはまだここにあるし、売れたとは到底思えないが。

　俺が首を傾かしげながら、スキルカードからスキンヘッドの方へと視線を変える。

　すると、男は相変わらずの無表情でこう言ってきた。

「……俺が今、十本買わせてもらったんだ」

　な、なるほど。

　リアルタイムでこの新着は更新されるのか。

「そ、そうですか。ありがとうございます」

「…………」

　取引は無事完了したようで、俺の作った口座には今男が買ったポーション十本分の金額が振り込まれていた。

　どうやらお金の取引も、このスキルカードによって出来るようだ。

　スキルカードにはお金を預けたり、下ろしたりするシステムもあるそうで、その機能を使っているらしい。

　要はクレジット機能付きの、銀行のカードのようなものだ。

　お金は街の銀行にて受け取る事が出来るとの事。

　俺たちは一度銀行に寄り、宿屋へと帰った。




　　　　◇




「バッツさん、本当に良かったんですか？」

「…………」

　額にキズのある男、闇市を管理しているバッツの部下であるラルフが、転移門により荷車とその上に載っているポーションの山を闇市に運び終えると、彼はとうとう耐えきれずにそう言った。

　バッツは相変わらずの無表情でこちらを見ると、荷車にかかっている毛布をめくる。

　すると、中からはポーションと思われる小瓶が、数百個程、乱雑に置かれていた。

　それを見たラルフは、苛いら立だちを隠そうともせず、舌打ちをした。

　いくら硬化の魔法が施されている小瓶といっても、本当の錬金術師ならば、大事なポーションをこんなに雑に扱う筈はずがない。

　それこそ、一国の王に献上する様な、そんな立派な包装をされていても何らおかしくはないのだ。

　大げさかもしれないが、ポーションにはそれ程の価値があった。

　一般的に、錬金術の習得には、少なくとも六年から十年の歳月が必要とされている。

　しかし、それでも習得出来るのは一部の優秀な者だけだ。

　なぜか？

　答えは簡単だ。

　錬金術を習得する為ために必要なスキルポイントが、あまりに多すぎる為だ。

　薬草学。生物学。医療知識。道具知識。etc。

　専門的なこれらの知識を全て習得し、尚なお且かつこれらのスキルレベルを上限にしなければ、錬金術を習得する事は不可能とされている。

　ほとんどの者が、ここで挫ざ折せつする。

　そしてポーションにかかる費用だ。

　ポーション作製に必要なレシピは、現在リュウギョク草を使ったものしか存在しない。

　これは稀き代たいの錬金術師、マーリンが発表した論文によるものなので、おそらく間違いないだろう。

　そしてリュウギョク草の価格は少なく見積もったとしても、数万ガルドはくだらない。

　ポーションの作製に失敗する事だって多々ある。

　となれば、おのずとポーションの値段は上がっていく。

　さらにはポーションの代わりとなりえる回復魔法についてだが、残念ながら、これを使える者はもうほとんどこの世には残っていない。

　失われた魔法なのだ。

　もし使える者がいたとしても、こんな片田舎に定住するわけがない。

　王都、あるいは歴代の聖女が誕生するという白の国に引き取られるのがオチだ。

　つまり、それ程までにポーションとは価値のあるものなのだ。

　それをこんなにも乱雑に扱っていれば、誰だってこれが偽物だと分かる。

　それに今はオークの異常発生により、ポーションの需要は日々増えている。

　それを分かっていて、この出品者は偽物のポーションを売っているのだろう。

　だからこそ、ラルフは苛立っていた。

　闇市である以上、ここでは余計な詮索は御ご法はつ度とである。

　さらにはこの闇市には強力な結界が展開されており、ラルフたちが通ってきた転移門を除けば、鑑定などのスキルは一切使用する事が出来なかった。

　そこに付け込まれたのが、何とも癪しやくだった。

「…………」

　そんなラルフの心情を分かっているのかいないのか、バッツは無言で、偽物だろうポーションを闇市に並べていく。

　そんな時だった。

「ど、どいてくれ！　ぽ、ポーション！　ポーションは売っていないか!?」

　闇市の入り口で、ポーションを求める男の声と、女の悲鳴が聞こえてきた。

　何事かと人混みを掻かき分けて行くと、重じゆう鎧がいの男が、革かわ鎧よろいの男を抱き抱えていた。

　黒装束などで自分の姿を隠していない点から見て、かなり切羽詰まった状況なのだろう。

　それもその筈、革鎧の男は血まみれで、素人目にも重傷なのがわかった。

「オークだ！　オークにやられたんだ！」

「クソッ！　またオークか！」

　先程も言ったが、オークの異常発生により、街には甚大な被害が広がっていた。

「ポーションはないのか!?　どうなんだ!?」

「あるには、あるが……」

　男の問いに、ラルフは気まずそうにそう答える。

　しかし、これは偽物のポーションだ。

　治る筈がない。

　そんな事を考えていると、頭上に影が差し込んだ。

「一本、三百ガルドだ」

　バッツだった。

　気づけばラルフの後ろにバッツが立っており、先程のポーションを一つ手に持っていた。

「さ、三百ガルド……」

「に、偽物なんじゃ……」

「うん……」

　そのあまりに安すぎる値段に、この場のほとんどの者がそのポーションが偽物だと判断した。

　しかし。

「どっちでもいい！　本物だろうが偽物だろうが、どっちでもいい！　このままじゃ死んじまう！」

　重鎧の男の言う通りだった。

　どの道、革鎧の男はこのままでは死んでしまう。

　だったら、イチかバチかだ。

　重鎧の男はバッツからポーションを受け取ると、革鎧の男の傷口にそれをかけた。

　周りの者は、それを黙って見届ける。

　どうせ傷は治らない。

　そんな悲痛な思いと共に──

　しかし次の瞬間、奇跡が起きた。

　革鎧の男の傷口が、たちまち治っていったのだ。

　まるで、最初から傷なんてなかったかのように、傷は完全に塞がっていた。

　それを見ていた者たちは、目をしばたかせ、しばし呆ぼう然ぜんとする。

　そして。

「ほ、本物だ……！　本物のポーションだああああああああああああああ！」

　一人の男が叫んだ。

　しかし、気持ちは分からなくもない。

　叫びたいのは、ラルフも同じだった。

「しかも一本三百ガルドなんだろ!?　……お、俺にも！　俺にも一本買わせてくれ！」

「お、俺もだ！　俺も買う！」

　たちまち周りの人間が、ポーションに飛びついた。

　みなに行き渡るように、ポーションの購入は一人一つまでとなった。

　ポーションがこの場にいる全員に行き渡ったのを確認すると、残りは全て、この街の警備の人間が購入する事になった。

　しかし、ラルフは未いまだに、これが現実とは到底思えなかった。

　ラルフは街の警備をバッツから任されている人間で、ポーションに関しては喉から手が出る程に欲していた。

　ポーションの取引で、信じていた相手から煮え湯を飲まされた事も多々ある。

　それがこうも簡単に手に入ってしまった事に、彼は戸惑いを隠せずにいた。

　すると。

「良かったなラルフ！　これだけのポーションがあれば、以前までは出来なかった、街の周辺の警護に人員が割けるぞ！」

「あ、ああ」

　知り合いの一人が、そう言ってラルフの肩を強く叩いた。

　それによりようやく、これが現実だという実感が、ラルフに湧いてきた。

　ラルフは購入した大量のポーションを見下ろしながら、これを使えば何が出来るのかを考える。

　今知り合いの男が言った通り、これだけのポーションがあれば、街の周辺の警護に人員が割けるだけでなく、これまでとは違い、安全に魔物を狩る事が出来る。

　そうすれば人材は育つし、もしかしたら、強い勇者なんかや、冒険者なんかも街に定住してくれるかもしれない。

　まさに、良い事だらけである。

　そんな事を考えていると、バッツがラルフの肩を叩いてきた。

　後ろを振り向くと、これまで一度も見たことのなかった笑顔を、彼は見せてきた。

「……どうだ、ラルフ。世の中、そんな捨てたもんじゃないだろ？」

　バッツのその言葉に、ラルフは少し涙ぐみながら、顔を伏せたのだった。




　　　　◇




　次の日、俺は朝早くからポーションを作製していた。

　昨日の夜の段階で分かっていた事だが、出品したポーションはあの後すぐに売れ、俺の口座には十万ガルド以上が振り込まれていた。

　たった一日でこれである。

　錬金術は間違いなくチートだった。

「安すぎたんですかね？」

　すると、ユミナが話しかけてきた。

「うーん。どうだろうな」

　結局あの後はドタバタしていて、ポーションの相場を調べる事は出来なかった。

　こんな事ならば、王都でポーションの値段を確認すべきだった。

　場所によって値段はまちまちかもしれないが、おおよその目安にはなる。

　というか、リーファやフレイはともかく、ユミナがポーションの相場を知らなかった事には驚きだ。

「まあ、別にいいんじゃない？　正規のルートで売ってるわけじゃないんだし、いきなり値段を上げて、周りから恨まれるのは避けたいもの」

「まあ、確かに」

　闇市なので匿名性──誰がポーションを出品したかはそうそう分からないと思うが、絶対ではない。

　というか、俺たちは昨日、顔も隠さずに闇市へと行ってしまった。

　本来ならばああいう場所ではフードや被かぶり物で顔を隠すのが一般的な筈はず。

　もう顔は覚えられてしまっただろう。

　あまり恨みは買いたくない。

　それにもしかしたら、初回だったからあのスキンヘッドの男が全部買ってくれたのかもしれない。

　調べようと思えば調べられると思うが、まあいいだろう。

　こっちは完全にもぐりなのだ。

　リーファの言う通り、いきなり金額を上げる事で恨まれ、それこそ通報なんてされたらたまったものではない。

　ポーションの値段は取り敢あえず、このままでいく事にした。

　……したのだが。

「──しかし、下級ポーションでこれだけの売り上げならば、もっと高く売れる、それこそ、上級ポーションなんかを作製すれば、もう一生働かなくとも済みそうではあるな」

「「…………」」

　そのフレイの言葉に、俺とリーファはピタリと動きを止めた。

　確かにフレイの言う通りだ。

　下級ポーションでこれだけの売り上げなのだ。

　もし錬金術のレベルが上がり、上級ポーションを安定して作れるようになれば、それこそ週に一回か二回、ちょこっとポーションを作製するだけで、金はたんまりと入ってくるのではないだろうか。

　それにポーション作製は、今のところ全く苦ではない。

「何かやる気湧いてきたわ！　よし！　早速、今日もポーションを作りまくって、錬金術のレベルを上げないとだな！」

「頑張ってカトウ！　私も協力するわ！」

「我も手伝うぞ！」

「私もです！」

「よし、じゃあ早速、来週の分も作るとするか！」

　毎日闇市に通うのもリスクがあるだろうし、闇市でポーションを売るのは週に一回か二回ぐらいにしておこう。

　本音を言えば、もう怖いのであそこには行きたくないのだが、生活の為ためなので仕方がない。

　それとポーションを置く場所だ。

　この狭い宿では、そこまでポーションを置いておけない。

　これは早めに、マイホーム購入を考えた方がいいのかもしれない。

　まあ、今の時点では、倉庫を借りるのが現実的かもしれないが。

　そんな事を考えていると、リーファが俺の服の袖を引っ張ってきた。

「ねえねえ、カトウが今作れるポーションって、このポーション一つだけなのよね？」

　リーファの問いに頷く。

　今の俺の錬金レベルは七だが、まだまだ作れるアイテムは下級ポーションだけだ。

　それをリーファに伝える。

「じゃあ、こんなのはどう？　同じポーションでも、違う味を付けるの。カトウがこの前くれたジュース？　そんな感じで、色んな味をつけて、それを少し高く売るの」

　リーファの言葉に、俺は気づけば声を上げていた。

「確かに！　同じポーションでも、少し味を付け加えてやれば、それはもう別物だ！　しかもなんか、特別感が出てくる！」

「でしょでしょ！　それで実は私、昨日の夜にそれとなく調べたのよね。何かここら辺でそういった味を付けられるものはないかって。そしたら、何個か味付けできそうなものがあったの！」

「マジかよリーファ！　お前にしてはすげえ冴さえてるな！」

「でしょでしょ！　……ちょっと！　それどういう意味よ！」

　こうして俺たちは、次に味付きのポーションの作製に取り掛かった。







第三章　精霊王







　精霊の森。

　俺たちが住んでいるカサンドラの街からそう遠くない場所に、その森は存在した。

　片道徒歩で一時間程度。

　面倒といえば面倒だが、何か用事があるなら足を運んでも構わない、そんな微妙な距離にある森の入り口には、現在、『進入を固く禁じる』といった警告を意味する古びた看板がたてられていた。

　事前に街の人から聞いた話では、何でも遠い昔、この森には風の精霊王が住んでいたらしい。

　風の精霊王。

　いわゆる、風、土、水、雷、火を司つかさどる、五大精霊の中の一人だ。

　風を意のままに操り、山すらも消し飛ばす、超常的存在。

　そんな巨大な力を持つ精霊王を、この街の人々は崇あがめ奉たてまつり、その見返りとして、彼らはその庇ひ護ご下にいたそうだ。

　しかしある日を切っ掛けに、精霊王はその姿を人前には見せなくなってしまった。

　当時はそれに関して色々な憶測が流れたそうだが、どうやら街の誰かが精霊王との誓いをやぶり、その逆げき鱗りんに触れてしまったのが主な原因との事。

　その誓いが何だったのかは俺には皆目見当もつかないが、要は人間を恨んでいる精霊王が、今もまだ精霊の森にいるかもしれない、というわけだ。

　街の人々がこの森を恐れているのも納得だ。

　子供や大人、老人に至るまで、この街の住民はみな揃そろって、この森に近づけば災いが起こると信じている。

　もしかしたら、現にそういった事が何度かあったのかもしれない。

　精霊の森の周辺や、その森の中にいる魔物が強すぎるという要因もあるそうだが、精霊王の逆鱗にもう二度と触れない為にも、この森には決して近づいてはならない。

　子供の頃から、そうキツく教えられているそうだ。

「…………」

　そんな森に、俺たちはいた。

　本当に普通にいた。

　しかも、精霊の森の周囲に張り巡らされていた〝上位魔術結界〟とやらを強引にぶち破って──

「……なあ、本当に勝手に入って大丈夫なのか？」

「大丈夫！　大丈夫！　安心しなさいよカトウ！　ちょっと森に入って、果実を取るだけだし、それにちゃんと、もしもの時の為にお土産も持ってきたから！」

　そんな俺の心配をよそに、リーファはそう言って手提げ袋を持ち上げた。

　その手提げ袋には、俺が日本から持ってきた、耐熱カップの容器に入っている、プリンが二つしまってあった。

　しかし、それはただのプリンではない。

　俺の地元にある、一日三十個限定生産の、一個三千円はくだらない高級プリンであった。

　それを俺はミニクーラーボックスを使い、合計十個も持ってきていたのだ。

　悪くなっては勿もつ体たいないと思い、確か数日前にみんなで全部食べた筈だったのだが、どうやら隠し持っていたらしい。

　そしてリーファはそのプリンを使い、精霊王の怒りを収める気でいるようだ。

「……不安だ」

　確かにプリンは美味おいしいが、精霊王とまで崇められた存在が、プリン一つで大人しくなるとは到底思えない。

　正直なところ、今すぐにでも帰りたい。

　しかし、リーファの提案である、味付きのポーションを作るには、どうしてもこの森に入らなければならなかった。

　味付きのポーション。

　それを作るのに必要な材料に、クベルの実と呼ばれる果実が存在するらしい。

　リーファの話では、それは白い桃のようなもので、精霊の森でしか取れない果物だそうだ。

　そしてその果実には、近くにある食べ物の味や匂いを、そっくりそのままに真ま似ねる面白い特性があるという。

　つまりその果実を使えば、今リーファが持っているプリンの味なんかも再現出来るわけだ。

　そんな果実が、この森のどこかにあるという。

　リーファにしては珍しく、ナイスなアイディアだった。

　しかし先程も言ったが、ここは危険な精霊の森。

　凶暴な魔物だけでなく、もしかしたら人間を恨んでいる精霊王がこの森にはいるかもしれないのだ。

　そんな森に、しかも結界を破ってまで侵入している事に、俺は正直不安で仕方がない。

　しかし。

「主あるじよ！　森と言えばバーベキュー！　バーベキューと言えば森ではないのか!?　我はバーベキューがしたいぞ！」

「いいわね！　ポーションを売ってお金には余裕があるわけだし、今日の夜はこの森でバーベキューにしましょ！」

「賛成です！　私、玉ねぎがいっぱい食べたいです！」

「…………」

　俺、この世界でやっていけるのかな。

　遠い目をしながら、俺は青い空を見上げる。

　軽い現実逃避であった。

　正直、バーベキューはこの森じゃなくても出来ると思うのだが、多分、言っても素直には聞いてくれないだろう。

　そんな事を俺が考えていると、ユミナが隣から声を掛けてきた。

「ご安心くださいノブユキ様。もし魔物が襲って来たとしても、私が傍そばに付いていますから」

「そうよ。私やフレイだっているんだから、もう少し信用しなさいよね」

「うむ！」

「……まあ、それもそうか」

　この森は確かに危険かもしれない。

　しかしユミナたちの言う通り、彼女たちならば、大抵の魔物は何とかしてしまうだろう。

　それこそ、精霊王が現れたとしても、なんとかなってしまうかもしれない。

　まあ、そういった油断が後々命取りになると思うのだが、時には羽目を外す事も大事だ。

　それに俺だって、本音を言えばこの森でバーベキューがしたい。

「よっしゃ！　果実の採取が終わったら、肉買いに行くぞ肉！」

「やった！　私お肉いっぱい食べるわね！」

「我は野菜も食べるぞ！」

「ふふ、楽しみですね」

　そうと決まれば、早めに果実を採取してしまおう。

　俺たちは森の奥へと進み、探索を始めた。

　デコボコとした道に足を取られながらも、俺たちは順調に森を進んでいく。

　森に入ってから数時間が経過した。

「あ、あれじゃないですか？」

　クベルの実を最初に見つけたのは、ユミナだった。

　果実はリーファが教えてくれたように、俺の拳程の大きさの果実で、確かに白い桃のようだった。

　それが一部の木に、それなりの数が実っている。

　珍しい果実かと思ったが、そうでもないようだ。

　クベルの実がついた木は、この周辺に少なくとも五本はある。

「よし、採取するか」

　俺たちはクベルの実を収穫した。

「大分集まって来たな」

　カゴの中を見れば、クベルの実はこれでもかと敷き詰められている。

　二十個はありそうだ。

「あんまり取りすぎても保存場所もないし、この辺にしておく？」

「……そうだな」

　もう少し取りたいところだが、クベルの実は他の果実と同様に、時間が経たつにつれて腐っていくようで、長期間保存するのなら冷蔵庫のようなものがないといけないそうだ。

　勿もち論ろん、この世界にも冷蔵庫のようなものは存在する。

　しかしこの果実の大きさでは、宿にある冷蔵庫に無理やり入れたとしても、精々十個が限界だった。

　冷蔵庫は念の為ため二個用意したが、それ以上は置く場所がない。

　まあこの大きさなら、クベルの実一つでもかなりの数の味付きポーションが作れる筈はず。

　採取はこのぐらいにしておこう。

　俺たちは果実の採取を切り上げ、一度宿に帰る事にした。

　その帰り道での事だった。

「あ！　見て見て！　あそこ！」

　俺たちの前を先行していたリーファが、何かを見つけたのか、そんな声を上げた。

　どうやら何かを発見したらしい。

「ノブユキ様、行ってみましょう」

「お、おう」

　ユミナに頷き、すぐにリーファのもとに駆け付ける。

　すると、視界の開けた場所に出た。

　湖のある、見晴らしの良い場所だ。

　もしこの森に普通の動物なんかがいれば、水を飲んでいる場面に遭遇したかもしれない。

　そんな場所。

　……そういえば、さっきから森を何時間も探索しているが、魔物の一匹とも遭遇していない。

　街の人の話では、この森には強い魔物がうじゃうじゃといるという話だったのだが、もしかしたらそれは、俺たちをこの森に近づかせない為の嘘うそだったのかもしれない。

「ねえねえ！　バーベキューはここでしましょ！」

　リーファが楽しそうに俺に言ってくる。

　確かに、ここなら水もあるし、バーベキューをするのに最適だ。

「私もここがいいと思います！」

「うむ！」

「よし、じゃあここにするか！」

　俺たちはバーベキューをする場所をこの湖と決め、果実の事もあるので、急いで宿へと戻った。




　　　　◇




「シルフ様。侵入者です」

「んあ？」

　精霊の森の中央近くに建てられた、不可視の魔法が施された大きな屋敷。

　そこに風の精霊王──シルフと、その契約者であるメイド──マリアは住んでいた。

　マリアはベッドの前に立ち、目の前にいるシルフを見据える。

　彼女はよだれを垂らしながら、眠たそうに眼めをこすっていた。

　そんな彼女のよだれをマリアはハンカチで拭き取り、シルフの長い綺き麗れいな金髪を櫛くしで梳すいていく。

　シルフはそれをされるがままに受け入れていた。

　すると暇潰しなのか、シルフはマリアのポニーテールを弄いじり出した。

「えー、侵入者って何人？」

「四名です。シルフ様が寝ている間に結界を破って、一度侵入されました。撃退しようかと思いましたが、面倒……すぐに出て行ってしまいましたので、逃がす事に。ですが先程、またも森に侵入しています。数は同じ。おそらく、同一犯と思われます」

「……そう」

　シルフはそう言うと、再び眠そうに目を閉じた。

　そして──

「一大事じゃない!?」

　クワッと目を見開いた表情で、シルフは突然そう叫んだ。

「……目の前でいきなり大声を出さないでください。唾つばが飛びました」

　飛んだ唾を拭きながら、マリアは嫌な顔をする。

「いやいや！　もうちょっと焦りましょ!?　上位魔術結界を破った侵入者なのよ!?」

　慌てながらシルフがベッドから飛び出す。

　そんな彼女を追いながら、マリアは着替えの準備に取り掛かった。

「何をおっしゃっているのですか。ついこの間までは、それこそ毎日のように、その上位魔術結界を破っては、この森に賊が侵入していたのですよ？　最近の人間が腑ふ抜ぬけすぎるのです」

「一体何百年前の話してんのよ!?　さっさと準備しなさい！」

　シルフがテーブルにつき、マリアが用意した夕食を彼女は噛かまずに飲み込んでいく。

　そのまま屋敷を出るかと思ったのだが、どうやら夕食はしっかりと取るらしい。

　というか、それならちゃんと噛んで食べて欲しい。

　マリアはそう思いながらも、黙ってシルフを見続けた。

　次にマリアはシルフを寝間着であるネグリジェから、外用の服に着替えさせる。

　これで準備万端だ。

　意気揚々と外へと飛び出すシルフの後ろ姿を視界に入れながら、マリアは屋敷に鍵をかけた。

「はあ……シルフ様、やる気満々ですね」

「当たり前じゃない！　久々の侵入者なんだから！　腕が鳴るわ！」

　シルフの楽しそうな表情に、マリアは溜ため息いきを吐く。

　あまり気が乗らない。

　正直言って面倒臭い。

　マリアはそう思いながらも、シルフについていった。

　……まあ、どうせすぐに終わるだろう。

　マリアはそう結論付ける。

　確かに、上位魔術結界を破った侵入者だというならば、少しは腕に自信のある奴やつ等らなのかもしれない。

　しかし、その程度の力を持つ者は、この世界に腐る程存在する。

　マリアもその中の一人だ。

　そしてそのマリアが絶対に勝てない相手が、この世界には存在する。

　絶対的支配者。

　それが、マリアの目の前にいるこの彼女だ。

　彼女の圧倒的力の前では、生物は等しく平等でしかない。

　彼女という絶対的強者からすれば、生物など、等しく虫けら以下なのだから──




　　　　◇




「マリア、マリア。見つけたわよ」

　森を迷いなく歩く事数分。

　マリアにシルフが手招きをしてくる。

　どうやらもう侵入者を見つけたらしい。

「もう見つけたのですか？」

「当たり前じゃない。ここは私の庭なんだから」

　シルフのその発言に、マリアは少し悔しくなってしまった。

　マリアはこの森に侵入者がいる事までは把握していたが、その侵入者が今どこにいるかまでは把握できていなかった。

　この数百年で、少しは彼女の実力に近づけた実感はあったのだが、どうやらまだまだらしい。

　明日は久しぶりに魔術の特訓をしよう。

　そんな事を思いながら、マリアはシルフと共に木の陰に隠れる。

　侵入者たちは湖の近くで、和わ気き藹あい々あいと何かをしていた。

　注意深く観察を続けると、火を焚たき、何かを焼いているようだった。

「……何でしょう。この匂い」

「うう、お腹なかすいてきたわ」

　先程夕食を食べたばかりなのに、シルフがもうそんな事を言ってくる。

　しかし、マリアも気持ちは同じだった。

　食欲を駆り立てる香ばしい良い匂い。

　そんな良い匂いが、こちらまで漂ってくる。

　そこでようやく、マリアは侵入者たちが一体何をしているのかが分かった。

「……美味しそう」

「……美味しそうですね」

　その集団は、聖域とまで言われているこの精霊の森で、何とバーベキューをしていたのだ。

　馬鹿なのだろうか。

　この森にはシルフ──風の精霊王が長い時間を掛けて施した強力な加護がある。

　その加護により、動物はおろか、魔物の一匹すらこの森には現れない。

　つまりは聖域なのだ。

　世界でも有数の安全地帯。

　そんな聖域で、彼らは何とバーベキューをしていたのだ。

　正気の沙汰とは思えない。

　馬鹿なのか、それとも、それ程の実力者たちなのか。

　マリアは先程までの軽口をやめ、口元を結び、気を引き締めた。

　まずは相手の実力を見定めなければならない。

　マリアは相手を注意深く観察した。

　最初はあの胸が馬鹿デカい、爆乳エルフについてだ。

「……あのエルフ、契約者ですね」

　同じ契約者であるマリアには、それがすぐに分かった。

　マリアの言葉にシルフが「そうね」と頷く。

「契約したのは多分、地の精霊王ね。しかも相当愛されているのか、えげつないほどの魔力量を譲渡されているわ。……あれ？　でも確か、地の精霊王と契約出来るのって……」

　考えるような仕草で、シルフが顎に手を添える。

「地の精霊王と契約出来るのは確か……エルフの皇族だけだった筈はずです」

　あの頑固者の地の精霊王が、その決まりを破るとは到底思えない。

　ならばあのエルフは、まず間違いなく、皇族の中の一人だ。

「何で皇族がこんな場所にいんのよ……！」

　これは少々厄介な事になってきた。

　ただの賊ならば、実力行使でどうとでもなるのだが、相手が皇族ならば話は変わってくる。

　あちら側が侵入者だろうと、そんなものは関係ない。

　もしもあのエルフの肌に傷をつけようものなら、最悪戦争にもなりかねない。

　エルフは他種族に同族を傷つけられる事を、一番に嫌っているのだ。

　それ程までに、自分達の種に誇りを持っているのだろう。

　何ともたちの悪い種族である。

「隣のあの子はどうですか？　あの銀の髪の子です」

　今度はエルフの隣の子だ。

　銀の髪の、おっとりした少女である。

　あの子程度ならどうとでもなるだろう。

　マリアはそう思っていた。

　しかし──

「……あの子、人間じゃないわ」

「え？」

「魔力量が明らかに人間のそれを超えている。……魔人憑つき？　契約者？　意味が分からないわ……。多分だけどあの子、エルフと同等、あるいは、それ以上の力を持っていると考えるべきね」

　魔人憑き。

　そのシルフの言葉に、マリアは有り得ないといった表情でその少女を見た。

　魔人憑きとは、マリアも以前一度だけ戦った事がある。

　戦いはマリアの完敗だった。

　あんな強い生物がこの世にいたのだと、マリアは絶望した。

　そんなマリアが死にかけていた所を、シルフに助けられたのだ。

　血まみれのマリアをシルフが必死に抱き抱え、命辛から々がらに何とか逃げたあの日の事を、マリアは昨日の事のように覚えている。

　それは山を一つ消し飛ばす程の激しい戦いだった。

　後にシルフに聞いた話ではあるが、魔人憑きとは、人間や魔族の身体に、冥界の王の魂が宿った事を意味する言葉らしい。

　マリアが何をしても一切通用しなかった、シルフと同等の力を持つかもしれない超越者。

「…………」

　しかし、その超越者たる魔人憑きかもしれない少女は、今現在、満面の笑みを浮かべながら、美味しそうにお肉や野菜を食べていた。

　いや、まあ、人間の身体である以上、食事は必要なのかもしれないが、マリアの想像していた魔人憑きのイメージとは、到底かけ離れていた。

　その和やかな空気から、あまり危険な存在には見えないが、少なくともここには、地の精霊王と契約した上位魔術師に加え、魔人憑きクラスの化け物がいるという事になる。

　その事実に、マリアは改めて恐怖した。

　しかし──

「まあ、安心しなさい。魔人憑きって言ったって、あの時戦った奴はかなり特別よ。あんな化物クラスの魔人憑きはそう滅めつ多たにいない。もしあんなのがこの地上に十人もいれば、それこそもうこの世界は滅んでいるわ。──それと覚えときなさい。魔人憑きっていうのは、宿主が持つ魔力以上の力は反動がデカすぎて出せないの。宿主の身体が耐えきれない。だから最悪、耐え続ければいい。私たち二人なら、それが出来るわ」

　自信に満ち溢あふれたその言葉に、マリアはホッと胸を撫なでおろした。

　彼女は事強さに関してだけは、絶対に嘘うそを吐かない。

　ならばそれは本当の事なのだろう。

　マリアは気を取り直し、一度深呼吸を挟む。

　そして、残りの二人である少年と幼女に視線を移した。

　マリアと同じ黒髪の少年と、黒髪の幼女だ。

　幼女の方は特に問題ないだろう。

　なら少年の方はどうだろうか。

　少年を見ると、彼は率先して肉や野菜なんかを焼いている。

　きっと召し使いか何かなのだろう。

　……まあ、あの二人は流石さすがに大した事はない筈だ。

　マリアはそう結論付ける。

　身のこなしやその仕草から見て、あれはどう見ても一般人。

　これならば問題ない。

　マリアがそう思った次の瞬間だった。

　隣のシルフを見ると、彼女は汗をダラダラと垂らしながら、壊れた人形のように「ギギギ」と首をこちらに曲げてきた。

「ど、どうされたのですか？」

　尋常ではないシルフの雰囲気に、マリアは動揺を露あらわにする。

「……に、逃げるわよ」

「……は？　シルフ様、一体何を──シルフ様!?」

　次の瞬間、シルフはマリアなどお構いなしに、我先にと逃げ出した。

　まさに全力疾走だった。

「ちょ！　シルフ様！　置いてかないでください！」

　良く分からないが、マリアも続いて走り出す。

　二人はその場から逃げるように立ち去った。

「はあ、はあ、はあ」

「はあ、──ッ、はあ、はあ」

　シルフにようやく追いつくと、二人は肩で息をしながら、近くの大樹に身体を預けた。

　シルフの表情を見ると、彼女は今にも死にそうな表情で、足元の地面を見ている。

「し、シルフ様。ちゃんと、説明してください」

　そんなシルフに、マリアは説明を求める。

　契約者も、あの魔人憑きの少女も、シルフからしたら大した者ではないと、そう言った直後のコレだ。

　マリアにはわけが分からなかった。

　するとシルフはマリアの肩を、痛い程に強く掴つかんできた。

「あれはヤバい！　ヤバすぎる！　さっきの子たちも控えめに言ってヤバいけど！　あれはもうそんな次元なんかじゃない！　あれは私たちの常識なんて一切通用しない！　そんな化物なのよ！」

　シルフはそうまくし立てる。

　異常だった。

　彼女がこうまでして慌てる事に、マリアは理解が追いつかない。

「お、落ち着いてくださいシルフ様。私にも分かるように、ちゃんと説明してください」

　シルフがこれ程までに動揺する姿を、マリアは見た事がなかった。

　普段はおちゃらけているが、こういった場面で嘘を吐くような、そんな彼女ではなかった。

「いい!?　一度しか言わないわよ!?　あの少年の隣にいた人物！　あれこそは冥界に存在する数多あまたの王の中でも、特に異端とされている三柱の中の一柱！　冥王フレイよ！　何でこんな所にいんのよ！　頭おかしいんじゃないの！」

「……そんなにヤバいんですか？」

「ヤバいなんてもんじゃないわよ！　アイツの能力はずるよ！　ずる！　インチキなのよ！　アイツは周りにいる生命エネルギーを根こそぎ奪って自分の力にするの！　つまりは強制的な範囲ドレイン！　こっちがアイツを傷つければ、あっちはこっちの生命エネルギーを奪って即復活！　仮にドレインの射程外から運よく殺せたとしても、アイツの近くに一つでも別の生命があれば、それを奪って即座に復活！　草や水、アリの一匹でもあれば塵ちりからでも復活すんのよ！　馬鹿なんじゃないの！」

　シルフは完全にキレていた。

　話をまとめると、つまりは究極の再生能力というわけだ。

　それがあの幼女にはあるという。

　しかし、それではあの幼女は、シルフが先程言った、魔人憑きという事になる。

　ならばまだ、可能性はあるのではないだろうか？

「で、ですが、シルフ様。先程おっしゃったじゃないですか。冥界の王たちは何かを宿主にしなければ、この地上にはいられないのですよね？　宿主はあの幼女ですし、何とかなるのでは？」

　魔人憑きは宿主となる本体の魔力以上の力は出せない、それ以上は身体が耐えきれないとは、シルフ本人が先程言った言葉だ。

　しかし。

「……残念だけど、あれは仮初めの姿よ。宿主は剣みたいね。一番厄介なタイプ。これは魔人憑きとは少し違って、いわゆる魔剣って言われる類なんだけど、インチキな事に魔力の出力に制限がないのよ。人間や魔族と違って、器が壊れればただ直せばいいだけだからね。……まあ勿もち論ろん、デメリットもいくつかあって、その分、彼女の力は今現在、冥界にいる本体の十分の一にも満たないぐらい弱っているわ」

「な、なら──」

「──だけど、それでも、私たちなんかじゃどうやっても勝てないわ。……仮に宿主が、本当に見た目通り子供だったとしてもね」

「ッ!?」

　マリアの縋すがるような言葉を、シルフは一いつ蹴しゆうした。

「……マリアが私に勝てないように、私にだって、絶対に勝てない存在があるの」

　シルフでも勝てない存在が、この世界にはある。

　その言葉は、マリアの心に強く突き刺さった。

　シルフにここまで言わせる存在なのだ。

　おそらくマリアでは、時間稼ぎにすらならないだろう。

　しばし二人の間で無言が続き、マリアはシルフの言葉を待った。

　すると。

「──よし！　決めた！　私たちは今日、何も見なかった！　そうよね、マリア！」

　先程の暗い空気を払拭するような、そんなシルフの明るい言葉に、マリアは顔を綻ばせた。

「はい！　私は何も見ていません！」

「よろしい！　じゃあ、帰りましょう！」

　満面の笑みを浮かべながら、シルフがそう言った。

　うん。それが一番良い選択肢だ。

　何も無理に戦う必要はない。

　あちらは今現在、バーベキューを楽しんでいる真っ最中なのだ。

　こちらが手を出さなければ、あちらだって手は出してこない筈はず。

　だってそうだろう。

　シルフの話が本当ならば、おそらく、あの冥王はその実力からして、マリアたちの存在に気付いていた筈だ。

　にもかかわらず、マリアたちはここまで逃げる事が出来た。

　つまりそれは、あの冥王はマリアたちに害はないと判断し、こちらを逃がしてくれた可能性が高い。

　ならば大丈夫だ。

　何も問題はない。

　なんとも平和的な解決じゃないか。

　──そう、マリアが思った次の瞬間だった。

　シルフの身体が、不自然な形で止まった。

　まるで、何か見えない糸に絡まれたように──

「ど、どうなされたのですか？」

　嫌な予感がする。

　そしてこういった悪い予感というものは、不幸な事に良く当たる。

「う、動かない！　身体が動かない！　やだやだやだ！」

　シルフはふざけているわけではないようだ。

　彼女は「ふんぬうううううう！」という女性らしからぬ物もの凄すごい叫びと共に、力いっぱい身体を動かそうとしている。

　その表情を見れば、全力でやっている事がよく分かる。

　しかし、そんな事をしても、シルフの身体は一切動かなかった。

　──刹せつ那な、シルフの身体が宙を舞った。

「あぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！」

　シルフは見えない手に引っ張られるかのように、先程マリアたちが隠れていた場所へと吸い取られていく。

「し、シルフ様！」

　マリアはすぐに走り出した。

　マリアは一瞬にしてシルフとの距離を詰めると、シルフが無我夢中で伸ばしてくるその手を、しっかりと両手で掴んだ。

「絶対に離さないでね！　お願いだから絶対離さないでよね！」

　半ば狂乱状態でじたばたと空中で暴れ回るシルフ。

　気持ちはわからなくもない。

　おそらく、これはあの冥王の攻撃だ。

　やはり奴やつは冥界の王。

　こちらを逃がす気など、さらさらなかったのだ。

「し、シルフ様！　一度落ち着いてください！」

「やだああああああああああ！　死にたくない！　死にたくない！」

　尚なおもじたばたとするシルフ。

　そんなシルフを、マリアは何とか落ち着かせる。

「シルフ様！　御安心ください！　この手は死んでも離しません！　ですから、どうか落ち着いてください！」

　マリアのその言葉に安心したのか、シルフは暴れるのを止めた。

　そしてシルフは涙ぐみながら、マリアに感謝の言葉を口にする。

「ありがどう！　本当にありがどう！」

　こんな情けないシルフの姿は初めてだった。

　何だか今日は初めて尽くしだ。

「いいんです！　気にしないでください！　シルフ様には一度、命を助けられていますから！　私がシルフ様を見捨てる事なんて、絶対に有りえないです！」

「本当!?　どんな時でも見捨てない!?　私の事、嫌いにならない!?」

「はい！　私にとって、シルフ様はかけがえのない存在です！　嫌いになるわけがございません！」

　それは、マリアの本心であった。

　──しかし。

「本当!?　何言っても怒らない!?　……なら、この際だから言っておくわね！　昨日マリアのデザートを食べたのって本当は私なの！　本当にごめんなさい！」

　しかしその言葉は、マリアを怒らせるには十分な破壊力を秘めていた。

「……は？」

　昨日の事だ。

　マリアが大切に残しておいたデザート。

　それが無くなっていたのだ。

　この森にはシルフとマリアしかいない為ため、犯人にはおおよそ……というか、犯人はシルフだという確信があったのだが、証拠がなく、シルフを責めるに責められず、この件はうやむやになっていたのだ。

　ちなみにその時のシルフは「はあ!?　証拠もないのに私を責めるの!?　マリアって最低ね！　命の恩人に対して、本当に最低よ！」と滅め茶ちや苦く茶ちや逆ギレしてきた事をここに明言しておく。

　……この野郎。

　マリアは一瞬、シルフの命綱であるこの手を離そうかと考えた。

　しかし、流石さすがに可哀かわいそうだと思い止とどまる。

　デザートを食べられたのは確かに癪しやくだが、ここは大人として、我慢する事にしよう。

　そう思ったのだが──

「あ、あと！　一週間前にマリアが失くしたって言ってたイヤリング！　あれも実は私なの！　私が踏んで壊しちゃって、私が捨てたの！　それもついでに謝っておくわね！」

「…………………………………………」

「本当にごめんなさい！　でも本当に反省してるの！　でも許してくれるわよね!?　だって私、マリアの命の恩人なわけなんだし！　見捨てたりなんかしないわよね!?　……あ、あれ!?　ま、マリア！　ちょっと！　貴方あなたの手、生まれたての赤ちゃんみたいな握力になってるわよ!?」

「地獄に落ちろ」

「う、嘘うそでしょ!?　マリア！　マリアあああああああああああああああああああ！」

　シルフは飛んでいった。




　　　　◇




　宿に帰り、バーベキューの材料を買い揃そろえ、支度を済ませた俺たちは、さっそく精霊の森の湖でバーベキューの準備に取り掛かっていた。

　俺は森に落ちている枯れ木を集め、それを地面に置いていく。

　火は日本から持ってきたライターがあるので、それを使ってもいいのだが、どうせならと魔法で付ける事にした。

　ユミナが魔法で枯れ木に火を付ける。

　火の付いた枯れ木を着火剤として、炭を置いていく。

　炭に火が付いた。

　これであとは、バーベキューグリルを置くだけだ。

　リーファとフレイは、その準備を待ちきれないといった様子で、後ろからそわそわと見ていた。

　まあ、気持ちは分かる。

　なんせ俺たちの目の前のテーブルには、色とりどりの野菜や、見るからに高そうな肉類が置かれているからだ。

　異世界での初めてのバーベキューという事で、今日はかなり奮発して、良い肉を街で仕入れてきたのだ。

　本音を言うならば、お米なんかもあれば良かったのだが、まあこれ以上を望むのは流石に贅ぜい沢たくというものだろう。

　そんな高級食材に俺自身も目を奪われながら、バーベキューグリルを設置する。

　すると、何やら近くから「パキ、パキ」といった骨を鳴らす音が聞こえてきた。

　俺は高級食材から顔を上げ、音の鳴る方向を見る。

「ッ!?」

　するとそこには、準備運動をしているユミナたちの姿があった。

　屈伸。

　腕立て伏せ。

　首を鳴らす。

　各々が、そういった準備運動をしている。

　こ、こいつ等……!?

　俺はすぐにその真意に辿たどり着いた。

「主あるじたちよ。悪いが、今だけは、今この時だけは、主従関係を解かせてもらう。我が本気を出す事を、どうか許してほしい」

　フレイはそう言って、右手にはハシ、左手にもハシを構えていた。

　それはまさに、バーベキュー攻撃特化型のフレイであった。

　どうせならもっと別の事で本気を出して欲しいのだが、まあ、無理な相談なんだろう。

「は？　なに舐なめた事言ってんの？　やるからには本気。それはアスリートとして、当然の事よ」

　対するリーファは右手にハシ、左手にはお椀わんだ。

　フレイに比べればかなりオーソドックスだが、それは攻撃と防御を兼ね備えた、堅実的なバーベキュー理想型とも言える。

　というかリーファ、お前はいつからアスリートになったんだ。

「お野菜、美味しそうですね」

　そして今回のダークホース。

　ユミナだ。

　ユミナはハシやお椀などは一切持っていないが、平べったい道具──フライ返しを両手に持っていた。

　名前の通り、焼き物なんかをひっくり返す時に使う調理器具だ。

　ユミナはそのフライ返しで、このバーベキューの全てを掻かっ攫さらうつもりなのだろう。

　ユミナ、お前だけは普通だと信じていたのだが、やはり類は友を呼ぶらしい。

　というか、俺はどうやら、異世界のバーベキューを舐めていたようだ。

　バーベキューとは、仲睦むつまじく食べるものなんかではない。

　バーベキューとは、戦争なのだ。

　それが今、俺にもようやくわかった。

「…………」

　ならば、俺も覚悟を決めなければならない。

　綺き麗れいごとを言っている場合ではないのだ。

　俺は丁寧にグリルに油を引き、バーベキューの開始を宣言した。

「これより、バーベキューを開始する！」




　　　　◇




「ちょっとカトウ！　それ私のお肉よ！」

「うるせえ！　早い者勝ちだ！　ああ!?　俺の玉ねぎ!?」

「遅いですよノブユキ様！　あ！　フレイ！　それ私のお肉ですよ!?」

「うまいうまい」

　俺たちは肉や野菜の奪い合いをしながら、バーベキューを楽しんでいた。

「うう、お腹なかいっぱい。私ちょっと、休憩するわね」

　そんなこんなで時間は経たち、ある程度満足したのか、まずはリーファがそう言って休憩へと入った。

　俺も休憩に入ろうかと思ったのだが、フレイが何やら森の奥を見ながら、静かに佇たたずんでいる事に気づく。

　どうかしたのだろうか。

　聞いてみる事にする。

「どうした、フレイ。お腹でも痛いのか？」

「あ、いや、主よ、そうではない。……どうやら先程から、我らを見ている者がいてな。どうするか迷っていたのだ」

　その不穏な言葉に、俺は眉を寄せる。

「え、何、魔物か？」

　この森に魔物はいないと踏んでいたのだが、もしかしたら夜になると活動する魔物なのかもしれない。

　そうだ。

　その可能性を考えていなかった。

　そう思ったのだが。

「あ、いや、魔物ではないようだ。……そうだな。やはり、念の為ため確認しておこう」

　フレイはそう言うと、五つの魔法陣を一瞬で手のひらから展開させた。

　久々の魔法に、俺はどんな魔法がこの魔法陣から飛び出すのかドキドキしながら見届ける。

　しかし、魔法陣からは特に何かが飛び出す事はなかった。

　まさか失敗したのだろうか。

「よし、主よ。これで完成だ。後は待つだけ……ああ！　ユミナよ！　食べすぎではないのか！」

　特に失敗したわけではなかったようだ。

　フレイはまだ食べる気なのか、ユミナと１ｏｎ１のバーベキューバトルへとすぐに戻っていく。

　俺はもうお腹いっぱいなので、今度こそ休憩に入った。

　簡易椅子に座り、リーファが飲んでいる子供用シャンパンを貰い、それをグラスに注ぎ、ちょびちょびと飲んでいく。

　そんな時だった。

　何か悲鳴のような声が、遠くから聞こえてきた。

　その悲鳴は、遠ざかるどころか、こちらに近づいてきている。

「お、ようやくかかったようだな」

「──あぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　フレイの声に俺が顔を上げると、物もの凄すごい絶叫と共に、ソレは空中でヘッドスライディングをかましてきた。

「「「…………」」」

　あまりの突然の事に、俺たちはそれぞれグラスやら、箸を持った状態で固まり、空中に浮かぶ金髪美女に視線を向ける。

「おお！　何だ、お主だったのか！　うむ！　何とも懐かしい！　主よ。聞いて驚け！　これが、風の精霊王だ！」

「「「な、なんだって!?」」」

　空中で静止したまま、捕まえられた宇宙人みたいな恰かつ好こうで吊つるされているのは、何と風の精霊王だったようだ。

　正直、あまり精霊王といった威厳は感じられない。

　出会うならばもう少し、感動的な場面が良かった。

　そんな事を俺が考えていると、精霊王はゆっくりと地面に着地した。

「…………」

　しかし次の瞬間、精霊王は熟練の陸上選手──短距離特化型の走者のような、そんな綺き麗れいなクラウチングスタートで、脱だつ兎との如く走り出した。

「待て待て待て」

　すると、フレイがまた魔法陣を展開し、精霊王を再度こちらに引っ張ってくる。

「嫌あああああああああ！！　死にたくないいいいいいいい！！　やだああああああああああ！！　許してえええええええええええ！！！」

　泣きながら精霊王が空中で暴れ回る。

「と、取り敢あえず、座らせるか」

　俺は精霊王を落ち着かせる為に、彼女を簡易椅子に座らせた。




　　　　◇




「なあんだ！　そんな事だったのね！　もう！　だったら最初から言ってよ！　いいわ！　ここの土地にある物だったら好きに使ってちょうだい！」

　俺が事情を説明し続けた所、精霊王はなんとか落ち着きを取り戻してくれていた。

　最初の方なんか酷ひどいもので「殺さないで！　何でもします！　何でもしますから！」とか「これを私に食べさせて太らせて、最後に美味しく頂く気なのね！　やだやだやだ！」とか泣きじゃくっていたのだが、焼き肉を与え続ける事で、ようやくこちらを信用してくれたようだ。
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　というか、肉を与え続けた事により、彼女はかなり俺に懐いてくれたようで、今ではめっちゃフレンドリーな仲になっていた。

　さらには精霊王は、ここの土地を好きに使っていいと言う。

　さすがは精霊王。

　勝手に結界を破って入ってきたのは俺たちだというのに、何とも気前の良い奴やつだった。

　俺はお詫わびも兼ねて、精霊王に焼いた肉やエビを振る舞っていく。

「何これ美味おいしい！　──え!?　これも全部食べていいの!?　ありがとう！」

　どうやら精霊王は俺のおもてなしを喜んでくれたようだ。

　俺はどんどん肉を焼いていき、精霊王に食べさせていく。

「──ところで精霊王よ。もう一人、近くに誰かおっただろう？　そ奴はお主の仲間ではないのか？」

　すると、フレイがそんな事を精霊王に聞いてきた。

「何だ。連れがいたなら早く言ってくれよ」

　俺は焼いていない残りの肉をチェックする。

　残っているのはあと数枚だ。

　玉ねぎなどの野菜はまだ残っているが、肉はもうほとんど食べてしまったようだ。

「全然！　あんな奴、敵よ敵！」

　しかし、どうやらそれは連れではなかったようだ。

　精霊王はぷんすか怒りながら、そんな事を言い出す。

「ふむ。敵というのは、本当か？」

「……ほ、本当よ本当！　あんな奴！　仲間でもなんでもないわ！」

　精霊王は少し口ごもりながらも、そう口にした。

　その精霊王の言葉に、俺はフレイへと視線を向ける。

「主よ、分かっておる。敵ならば、我が対処しよう──」

　フレイはそう言って、もう一度先程の魔法陣を展開させた。

　今度は俺にも見える魔法のようで、魔力で出来ているのだろう薄く透明な手が、複数そこから伸びていた。

　その透明な手は、近くの木の陰へと勢いよく伸びていく。

　するとそこから、何かが飛び出してきた。

「お、お待ちください！　私はここにいる精霊王の従者です！　決して貴方あなたたちに敵対する者ではございません！」

　それはメイドだった。

　黒髪ポニーテールのメイド。

　それが俺たちの目の前に現れた。

　そのメイドの言葉に、俺たちは精霊王を見る。

「嘘うそよ！　こいつは嘘を吐いてるわ！　とてつもなく大きな嘘をね！　精霊王の名において断言します！　こいつは嘘吐きです！」

「このアマああああああああああああああああああ！！！！！！！！！！！」

　精霊王とメイドが取っ組み合いの喧けん嘩かをしだした。

「け、喧嘩はいけません！」

　すると、ユミナが二人の喧嘩を止めに入った。

「……人が争っているのを見ながら飲むシャンパンって、格別よね」

「…………」

　リーファは子供用シャンパンで酔ってしまったのか、そんな意味不明な事を呟つぶやいている。

　二人の喧嘩はその間も続いていた。

　はあ、仕方ない。

　ここはフレイの力を借りる事にしよう。

　俺はそう思い、二人にこう提案をした。

「二人とも、落ち着いてくれ。もし仮に、どちらかが嘘を吐いてるなら、それはフレイの力で見破れる。だから、落ち着いてくれ」

　俺がそう言った瞬間だった。

「──あ」

　俺の言葉に精霊王がピタリとその動きを止め、そんな小さな声を出してきた。

　俺たち全員の視線が、精霊王へと一斉に向く。

「…………」

　次の瞬間、精霊王は逃げ出した。




　　　　◇




　俺が黒髪ポニーテールのマリアに結界を破った事情を説明すると、彼女は口一杯に肉を詰め込みながら、クールな表情で頷うなずいた。

　相当お腹なかが空すいていたのか、マリアの手は一向に止まらない。

　マリアは精霊王──シルフにと焼いた肉さえも全て平らげ、最後に食後のデザートであるプリンにも手を付けた。

　すると。

「ああ!?　マリア！　それだけはお願い！　それだけはお願いだから残しといて！」

　フレイの見えない手によって木に括くくりつけられたシルフが、暴れながらそう叫んだ。

　まあ当然と言えば当然なのだが、シルフが逃げ出したあの後、彼女はすぐにフレイによって捕縛されたのだ。

　じたばたと暴れていたシルフは今は木に括りつけられ、焼いた玉ねぎをひな鳥のようにユミナから与えられている。

「ふっ」

　それをマリアは鼻で笑った。

「ふごふぐふがふご！」

「駄目ですよ。口に物があるときは喋しやべっちゃいけません」

　何やら怒っているようだが、ユミナに強引に口を閉じられ、シルフが何を言っているのかは分からない。

　というかユミナ、それ一応精霊王だからな？

「まあ、俺が思っていたような関係じゃなくて良かったですよ」

　最初は敵なんてシルフが言うから驚いたが、二人のやり取りを見ている限り、本当に仲が悪いようには見えない。

　その証拠に、マリアは俺が差し出した二つのプリンの内の一つには手を付けず、シルフからは見えない場所にしっかりと残していた。

「ところでカトウ様。クベルの実を採取していたとの事ですが、何に使うのでしょうか？　差し支えなければ、教えて頂きたいのですが……」

　すると、マリアがそんな事を聞いてきた。

　まあ、別に隠すような事でもないだろう。

　俺はマリアに、ポーションの味付けをする為に果実が必要だという事を伝えた。

「……なるほど、そういうわけでしたか。かしこまりました。……でしたらカトウ様。その果実は定期的に、こちらへ取りに来るという事でよろしいでしょうか？」

「あ、はい。……ご迷惑でなければ、ですが……」

「いえいえ、果実はこの森にたくさんありますので、構いませんよ……ですが、毎回この森に足を運ぶのも大変ではないですか？　もしよろしければ、私が定期的に運ばせて頂きます。カトウ様は、この近くの街に住んでいるのですよね？」

　俺はマリアの言葉に頷き、カサンドラの街に住んでいる事を伝えた。

「でしたら、私に運ばせてください。この森は聖域の為、魔物が湧く事はありませんが、それでも絶対に安全とは言えません……まあ、カトウ様たちから見れば、ほとんどの魔物など、大した敵ではないかもしれませんが……」

　マリアの言葉に、俺はブンブンと手を振って、最後の言葉を否定した。

「いやいや！　そんな事はないですよ！　本当に助かります！」

　俺はマリアの提案に乗り、流石さすがにタダ働きさせるのは気が引けるので、いくらぐらいマリアに支払えばいいのかを尋ねた。

「──あ、でしたら……」

　すると、マリアは済まなそうにこう言ってきた。

「え？　そんなのでいいんですか？　それなら、別に毎日でもいいですけど……」

　マリアのお願い。

　それは簡単に言えば、今日のように、こうした食事を恵んで欲しいとの事だった。

　精霊王の従者というからには、それなりに強いのだろうし、お金には困らないと思っていたのだが、どうやら何か事情があるらしい。

　そういえば、精霊王は人間を恨んでいると言っていたな。

　そんな雰囲気はあまりないが、まあ、あまり深くは突っ込まないでおこう。

「それじゃあマリアさん、改めて、よろしくお願いします」

「はい、カトウ様。こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　俺はマリアと握手をし、定期的に果実を運んで貰えるよう取引を交わした。




　　　　◇




　次の日、俺たちは味付きのポーションを作製し、その日の内に闇市へと出品していた。

　値段については通常のポーションよりもかなり割高にしたのだが、これが意外な事に、売れ行きはいいらしい。

　味の種類は全部で３種類。

　イチゴ味。

　バナナ味。

　そしてメロン味だ。

　作ろうと思えば他の味も作れるのだが、流石に一気に全ての種類を追加しては売れるものも売れないという話になり、味は少しずつ追加していく事にしたのだ。

　効果についても味を付けた事によりポーションの効果が下がるようなデメリットはなく、闇市を管理するバッツという男の話では、何でも特別感があるとして、出品後はものの数秒で売り切れるそうだった。

　バッツの言葉が嘘ではない事は、スキルカードを確認すれば良く分かる。

　通常のポーションも概おおむね好調だ。

　貯金も順調に増えている。

　そんなこんなで俺は、気づけば闇市の常連となっていた。




　　　　◇




「……家が欲しいのか？」

「そうなんですよ！　ポーションを置く場所に困ってまして、倉庫を借りてもいいんですけど、やっぱ家の方がいいかなって！」

　この額にキズのあるスキンヘッドの男──バッツにも大分慣れてきた。

　慣れって怖いな。

「……用意してやれない事もない」

「本当ですか!?」

「……ああ。勿もち論ろん、金は取るがな」

「や、やだな。当たり前じゃないですか」

　バッツが不敵に笑う。

　やっぱり怖いかもしれない。

　今日の分のポーションの出荷を済ませ、俺はバッツと別れる。

　家に関しては後日、使いの者を出してくれるらしい。

　というか、住んでる場所を完全に把握されていたようだ。

　やっぱり怖い。

　そんな事を考えながら、俺は宿へと帰った。




　　　　◇




　次の日、バッツの使いという男が宿屋を訪れた。

　まさか昨日の今日で、屋敷を用意したというのだろうか。

　流石はバッツ。有能の塊だ。

　俺はユミナ達を連れて、バッツの使いが案内してくれるという屋敷に向かった。

　屋敷は街の外れの、少し荒れた土地にポツンと建っていた。

　周辺には他に建物は見当たらない。

　何でも男の話では、この建物には昔、貴族が住んでいたらしい。

　しかし街が日に日に貧しくなっていくのに危機感を覚え、その貴族は逃げる様にこの街を出たそうだ。

　バッツはそれを安く買い取ったとの事。

　……と言っても、今の俺の手持ちでは全く足りず、もしこの屋敷を買うならば、借金という形で支払わなければならない。

　……まあ、味付きのポーションもあるし、俺の錬金術のレベルも上がっている。何も問題はないだろう。

　俺は屋敷を眺める。

　屋敷の外観は、特に老朽化もなく、新築と言われても信じられるものだった。

　どうやら魔法により、老朽化は進んでいないらしい。

　次に中を案内してもらう。

「うお！　すげえ！」

　屋敷に入ると、まず最初に広い空間に出た。

　天井は高く、いかにも高そうなシャンデリアが飾られている。

　ここに住んでいた貴族たちが置いていったのだろうか？

　壺つぼや絵画なんかも、飾られたままになっている。

　おそらく、かなり高いものだろう。

　正直このまま飾っておきたい所だが、そこまでお金に余裕はない。

　それかもしかしたら、この屋敷を買ったら強制的に、この絵画や壺も買わないといけないのだろうか？

　そんな心配をしていると。

「御安心ください。これらの絵画や壺、家具などは、カトウ様たちの為ためにバッツ様が用意されたものです。お金を取るような、そんな野や暮ぼは致しませんよ。……あんなに楽しそうなバッツ様を、私は初めて見ました」

　男の言葉に、俺はほっと息を吐いた。

　というか、バッツはそんなに俺の事を気にいってくれていたのか。

　それならそうと言ってくれればいいのに。

「ちょっと、ちょっと、フレイ！　あっちの奥に屋根裏部屋を見つけたわよ!?」

「屋根裏部屋!?　リーファよ！　そこを我らの秘密基地にするぞ！」

「……騒がしくてすみません」

「いえいえ、賑にぎやかで羨ましい限りですよ」

　俺たちはその後、男に屋敷を一通り案内された。

　そして最後に、俺たちはこの屋敷を購入するかどうかを決める。

　と言っても、答えは満場一致のようだが。

「主あるじよ！　この屋敷には庭もあるぞ！　絶対にこの屋敷にするべきだ！」

「そうよカトウ！　部屋もいっぱいあるし、ポーションの置き場には困らないわ！　ここにしましょ！」

「私も二人と同じ意見です。この屋敷は素敵だと思います」

「──よし……！　じゃあ、買うか！」

　借金──ローンという形で、俺は男に屋敷を買う事を伝えると、スキルカードで購入の手続きを済ませる。

　俺たちはこうして、無事屋敷を手に入れたのだった。







第四章　オーク討伐戦







　この異世界の生活にも、だいぶ慣れてきた。

　ポーション稼業も大分軌道に乗って来ている。

　屋敷のローンはまだまだ残っているが、このままなら問題なく返済出来るだろう。

　何だか大事な事を女神から頼まれていた気がするが、きっと気のせいだ。

　俺は今日も闇市のバッツのもとを訪れ、ポーションの出荷のついでに世間話をしていた。

　すると、黒装束の一人の男が、慌てたように部屋に入ってきた。

「バッツさん！　大変です！　またオークが出現したみたいです！」

　すると、そんな大声が聞こえてきた。

　最近よく耳にする言葉だが、そんなにオークという魔物は、やたらめったら出現する魔物なのだろうか。

「……今度はどこだ？」

「発生源は王都の近く、国境付近です。そこに出現したオークが、こちらまで流れこんで来たのかと思われます」

「……王都か。ならそっちは放置で問題ない。王都には国お抱えの勇者がいるからな。俺たちはこっちに流れてきた奴やつを仕留める。……すまないなカトウ。急用が出来た」

　バッツはそう言うと、すぐに部屋を出ていこうとする。

　そんなバッツに、俺は何か手伝えないかと提案したのだが。

「いや、大丈夫だ。……これ以上は世話になれないからな」

「…………？」

　良く分からないが、手伝いは不要らしい。

　邪魔しては悪いので、俺はこのまま屋敷に帰る事にした。

　屋敷に帰り、今日の夕飯は何にしようか考えていると、タイミングよく、俺のスキルカードにメッセージが入ってきた。

「ポーションでも売れたのかな？」

　俺はいつものように指先でスキルカードを操作し、ポーションが売れたのかどうか確認する。

　しかし、どうやら違ったようだ。

　スキルカードは、別の用件で鳴っていたらしい。

　俺はそれを確認する。

　すると、俺のスキルカードに、とある案内状が届いていた。

　メールマークのついたメッセージを確認すると、俺は顔を上げる。

「どうされたのですか？　ノブユキ様」

　すると、洗濯物を抱えたユミナと目が合った。

　首を傾げているユミナに、俺はこう言った。

「ユミナ！　今すぐに王都に行くぞ！」




　　　　◇




　王都ルーヴェント大会議室。

　そこには王国魔術師たちの中でも最高峰に位置する術者たちが創り出した、上位魔術結界が幾重にも張られていた。

　世界でも有数の安全地帯である。

　円卓には、王国騎士団長、王国魔術師長、王国軍師長、王国冒険者ギルド長、王国錬金術師長、そして王と勇者の計七人が腰を下ろしていた。

　部屋の隅には屈強な兵士たちが並び、厳重な警戒態勢が取られている。

　そして最後にもう一人、王たちの前に膝をつき、頭を下げる兵士。

　それは王都近くに出現したオークの群れを討伐しに行った、一人の勇者についての報告を任された兵士であった。

「ほ、報告いたします！　王都ルーヴェント近くの国境付近に出現したオークの群れ、およそ三百体の討伐に向かった、疾風のベイルの死亡が、先程確認されました！」

「な、なんだと!?」

「あの疾風のベイルが!?」

「たかがオークだぞ!?」

　王国騎士団長、王国魔術師長、王国冒険者ギルド長がそれぞれ、動揺を露あらわにする。

　勇者ベイルとは、それ程の人材であった。

「皆の者、落ち着くのだ。──軍師長、君の考えを聞きたい」

　王の言葉を受け、軍師長が洗練された綺き麗れいな所作で立ち上がる。

　軍師長は王へとお辞儀をし、予あらかじめ用意していた資料を読み上げた。

「謹んでお受けいたします。まずは疾風のベイルについて──疾風のベイルとは、皆さまご存じかと思われますが、現在勇者ランキング十七位の、優秀な剣士であります。彼はバナスゴア地方でのオーク五百体の討伐や、メリアシア地方での魔人憑つき討伐戦での著しい活躍が認められ、現在の地位を築きました。……そのベイルなのですが、彼はグループでの行動を嫌い、ソロでの活動を主としております。その為、昨日我々が用意した、騎士や冒険者たちとの共闘は断られてしまいました」

　軍師長の言葉に、騎士団長と冒険者ギルド長が苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をする。

「ほう、オーク五百体に加え、あの魔人憑きとの戦いでも活躍していたか。惜しい人材を失くした……。──して、どうして負けたのだ？　今回はオークが三百体。多く見積もっても、五百には届かんのだろう？」

　王の言葉に軍師長が頷く。

「はい。ベイルが負けた理由、それは彼の欠点にございます」

「ふむ。その欠点とは？」

「はい、それは彼の女癖の悪さでございます。オーク討伐に向かう前日、彼は同じ宿泊先であるヤドクという宿にいた三人の女性と、夜を共にしたそうです。……大方、足腰が立たなくなるまで連戦したのでしょう。それが、今回の敗戦の原因です。オーク五百体という彼の経歴も、油断を誘う一因となったのでしょう」

「「「しょうもなッ！」」」

　騎士団長、魔術師長、冒険者ギルド長が同時に叫ぶ。

　身体や精神のコンディションは、一流の戦士でも完全にコントロールをするのは難しいと言われている。

　しかし、死んだ理由が昨日やりすぎて腰が立たなかったなど、戦士として二流、いや三流もいい所だった。

　王は頭を抱え、隣の勇者を見た。

　彼女は顔を真っ赤にさせ、顔を俯うつむかせている。

　この勇者にとって、この話は少し刺激が強かったのだろう。

　王は周りに視線を移す。

　すると、錬金術師長がカチカチと歯を鳴らし、腕を組みながら身体をこれでもかと震わせていた。

「ど、どうしたのだ。マルグリットよ」

　王は錬金術師長であるマルグリットを心配し、彼に声を掛ける。

　すると、マルグリットはゆっくりと、王ではなく軍師長の方を向いた。

　異常だった。

　マルグリットは王の言葉を無視するような奴ではなかった。

　むしろその逆で、王を崇拝している一人であった。

　それが気になり、みなマルグリットへと視線を集中させる。

　すると。

「ぐ、軍師長殿。ま、まさかと思いますが、その夜を共にしていたという女性の中に〝アンリエッタ〟という娘はいなかったでしょうか？」

　その言葉に、この場にいる全員が今度は軍師長へと視線を移した。

　この場に勘の鈍い奴など誰一人としていない。

　軍師長を含め、みながマルグリットの言わんとする言葉の意味をすぐに読み取ったのだ。

　軍師長はゆっくりと、生唾を飲み込みながら資料に視線を移す。

「……ッ!?」

　すると、それはあった。

　アンリエッタという女性の名が、そのリストには記されていたのだ。

　軍師長は「やべえよ、これやべえよ……」といった表情で天を仰ぐ。

　周りを見れば、この場にいる全員が軍師長の発言を待っていた。

　正直な話、もうその表情を見せてしまった時点で完全にアウトなのだが、みな黙って、軍師長の次の言葉を待っている。

　まさに孤立無援。

　軍師長は己の不運を呪った。

　こんな事ならば、宿の名前は伏せるべきだった。

　そんな後悔をしてももう遅い。

「…………」

　軍師長は最後のあがきと、アンリエッタのフルネームを、マルグリットに尋ねた。

「グ、グレース。アンリエッタ・グレースです」

「…………御本人のようです」

　一文字残らず、完全に合っていた。

「ア、アンリエッタあああああああああああああああああああああああああああ！！！！　ど、どうしてだ！　僕たちは愛を交わしあったばかりだったじゃないか！　君が好きな香水も！　服も！　バッグも！　買ってあげたじゃないか！　僕だけを愛していると、そう言ってくれたじゃないか！　うわあああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！」

　マルグリットが会議室の中心で愛を叫ぶ。

　しかし安心してほしい。

　ここは世界でも有数の安全地帯。

　防音は完璧であった。

　叫び続けるマルグリットをそのままに、王たちは本題へと入る。

「で、どうする？　このままじゃ、リーヴェ共和国の方がまた先に事を片付けようとするかもしんねえぞ。そうなりゃ、また面倒な事になる」

　冒険者ギルド長がつるつるの頭を撫なでながら、今回の問題点を指摘する。

　今回オークたちが目撃された場所は、王都ルーヴェント近くの国境付近。

　その国境を越えた場所が、リーヴェ共和国だった。

　つまり、今回のこの事件は、王都ルーヴェントだけの問題ではなく、リーヴェ共和国の問題でもあった。

　そして両国の会議の末、ようやくこちらが動けたと思った矢先、勇者ベイルがしくじったのである。

　幸いな事に、オークはまだ国境付近の森からさほど動いていないようだが、これ以上時間を掛ける事は出来ない。

「最近はオークの異常発生のせいで、関所を封鎖してばかりだったからな。国民の不満もたまっている。……よし！　ならば次回のオーク狩りは、大々的な催し物としよう！」

　続いて王国騎士団長が発言をする。

「でしたら、ここ最近有名になったフリーの勇者たちや、国直属の勇者たちも呼びましょう。招待状の方は、私の方で送っておきます」

　王国魔術師長がそれに続く。

「ふむ。ならばそれで決まりだ。……ベイルの件は残念であったが、これは見方によっては、我が国の勇者の強さを世に知らしめる、良い機会なのやもしれぬ。勇者イリアよ。王の名において命じる。──オークを絶て」

　勇者ランキング五位。

　迅雷のイリア。

　彼女こそが、この国の真の勇者であった。

「御意。このイリア。必ずやオークの息の根を止めて──」

「アンリエッタあああああああああああああああああああああああああああ！！！！　うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」

「「「…………」」」

　こうして、オーク討伐戦に向けての準備は着々と進んでいった。




　　　　◇




　王都ルーヴェント。

　もう二度と戻ってはこないだろうと思っていた王都に、俺たちはいた。

　スキルカードに来た突然の案内状を頼りに、指定の日時に、俺たちは王都の城門前へと陣取る。

　辺りを見回すと、以前王都に来た時の比ではない人だかりが、そこには出来ていた。

　オーク討伐の為ために集められた歴戦の戦士たちを見に来たのか、街の住民がこれでもかと集まっていたのだ。

　余程勇者イリアは人気なのだろう。

　イリアの登場に、民衆たちが興奮しているのが分かる。

「皆の者！　イリア様がお見えになったぞ！」

「うおおおおおおおおおおおおおおお！！！！　イリア様！　イリア様万歳！！！！」

「イリア様は何とお優しい御お方かたか！　私が娘の結婚式に間に合わない事を聞くや否や、隣国への結婚式の延期の申し出、それに掛かる費用を立て替えてくれたのだ！」

「おお！　さすがはイリア様！」

「それだけじゃないぞ！　一年前の事件で私の息子が大ケガをした時！　遠く離れた隣の街まで息子を運んでくれたんだ！」

「なんとお優しい！」

　物もの凄すごい熱狂だ。

　余程国民から愛されているのだろう。

　やってきた馬車を見ると、イリアは到着と共にオーク討伐に向けての準備を進めている。

「──にしても、今回のメンツは本当に凄すげえな！　騎士団長の娘であり、剣の実力だけなら騎士団一を誇る神速のレイナ！　魔術師長の右腕と言われている、魔人憑きとの戦いでも活躍した千殺のアンリ！　さらには今人気沸騰中の冒険者である、大剣のアマンダ！　これはこの国最強のパーティーって言っても過言じゃねえぞ！」

　こちらも相当な人気があるのだろう。

　イリア以外の彼女等を呼ぶ男女の声は一向に止やむ気配がない。

「お、おい！　あそこにいるのってまさか……！」

　だが注目度という点では、俺も決して負けてはいなかった。

「み、見ろよ！　あれってもしかして、結構前に話題になった、ヒモの勇者じゃないか!?」

「マジかよ！　本物じゃねえか！」

「ワースト１！　ヒモのカトウだ！」

「やかましいわ！」

　俺は気づけば、野や次じ馬うまにツッコミを入れていた。

　そう、別のベクトルではあるが、俺は前回の王都の一件により、一躍時の人となっていた。

　全くもって嬉うれしくはないが、今は我慢の時である。

　隣を見ると、リーファが腹を抱えながら必死に笑いを堪こらえていた。

　地面をバンバンバンと叩たたき、時折俺の顔を見れば、また最初に戻るという動作を繰り返している。

「…………」

　この野郎……

　この瞬間、リーファの夕飯は当分肉抜きとなった。

　そんな事を考えていると、フレイが話しかけてくる。

【まあ主あるじよ、そう怒るでない。この件が終われば、我々は大金持ちだ。それを考えればこれぐらいの事、どうとでもないであろう？】

　語尾に（ニヤリ）と付きそうな魔剣姿のフレイの言葉に、俺は小さく笑った。

　そう、今回俺がここに呼ばれたのは、勇者ランキング最下位の奴という、どう取り繕ったとしても、客よせパンダでしかない。

　それは俺にも分かっている。

　当然、この場に来ればこうしてネタにされるのも分かっていた。

　しかし、それでも尚なお、俺がこの場所に来たのには理由があった。

　それは、運営のメールに書かれていた一文──オーク一体につき十万ガルド。

　俺を誘ってきた運営側の謳うたい文句であった。

　十万ガルド。

　オーク一体にしては破格の、常識的に考えて有り得ない金額だそうだ。

　しかもそれが、今回は三百体以上いるという。

　百体狩っただけでも、一千万ガルド。

　参加パーティーはカトウ達を含め五つ。

　十分に狙える数であった。

　さらに周りの連中は、俺たちが弱いと踏んでいる。

　つまりは眼中にないのだ。

　そんな相手に妨害工作なんて事はしてこないだろう。

　俺からすれば、これは屋敷のローンを返済する絶好のチャンスであった。

　しかもオーク程度なら、ユミナとリーファだけでも簡単に倒せる相手だそうで、変に目立つ事もない。

　そうと分かれば、俺たちが王都に来ない理由はなかった。

「ノブユキ様！　私たちの担当場所が分かりました！」

　するとユミナが帰ってきた。

　担当場所は西地区。

　そこにいるオークを全て狩ればいいわけか。

　そうすれば、俺たちは一気に大金持ちだ。

「三人とも！　これが終わったら何でも好きな物を買ってやるぞ！」

　もうすでに勝った気でいる俺は、気前よく三人にそう言った。

「え!?　何でもいいの!?　じゃあ私はブティック！　洋服やアクセサリーを扱う店が欲しい！」

「あ、では私は、専用のキッチンでお願いします！」

【えーと！　えーと！　えーと！　ならば我はペットだ！　ペットが欲しい！】

「よっしゃ！　そうと決まれば、オークを狩りまくるぞ！」

　こうして俺たちは、両国の境目となる──ルードの森へと駆け出した。




　　　　◇




「全然いねえじゃねえか！」

　意気込んでルードの森を探索する事数時間、オークはおろか、魔物の一匹すら見つからない状況が続いていた。

「本当に何もいないわね」

　茂みを掻かき分けながら、リーファが疲れたように呟つぶやく。

【うむ。魔物の一匹すら気配を感じぬ。主よ、本当にここにオークなどいるのか？】

　先程からフレイは探知魔法を使い、その範囲を徐々に広げているようだが、その成果は今の所出ていない。

　どういう事だ？

　オークは三百体以上いる筈はずなのだから、いくら森が広いといえど、こんなに見つからないわけがない。

　俺がそんな風に悩んでいると、ユミナが何やら重苦しい表情をしていた。

　ユミナにしては珍しく、俺はすぐに何事かと彼女に尋ねる。

　すると。

「……あ、いえ、その……もしかしてなんですけど、私たちって、わざと魔物のいない場所を担当させられたんじゃないでしょうか？」

　ユミナの言葉の意味が分からず、俺は首を傾かしげながら、もう一度彼女にその事を尋ねた。

「ユミナ。それってつまり、どういう事？」

「あの、つまり、その……」

　言い辛づらい事なのか、ユミナは視線を彷徨さまよわせながら言葉を詰まらせる。

　すると、リーファが見かねたように割って入った。

「あーもう！　つまりこういう事よ！　カトウが最下位の、ヒモの勇者だから、死なないように魔物のいない安全な場所を担当にされたんじゃないかって事！」

「──あああああああああああああああああああ！！！！！」

　リーファの言葉に、ようやく俺の理解が追いついた。

　確かにそうだ。

　俺は勇者ランキング最下位の、ワースト１の勇者なのだ。

　あちら側からすれば、俺はとてつもなく弱い、それこそミジンコと思われていても仕方がない。

　そんなミジンコな俺を、凶暴なオークたちと本気で戦わせるなど、普通に考えて鬼畜の所業。

　つまり運営側は、ここに魔物がいない事を分かっていたからこそ、俺たちにこの場所を指定したのだ。

　全ては最初から仕組まれていたのだ。

　本命はどう考えても、イリアたちの東地区。

　今から走っても到底間に合う距離ではない。

　これは完全に詰んだ。

　──そう思ったその時だった。

【主よ！　少々身体に負担がかかるかもしれぬが、我の力を使え！】

「え？　お、おおッ！」

　すると突然、身体にとてつもない力が漲みなぎってきた。

　筋肉は一瞬にして膨張し、まさに理想の細マッチョ体形となる。

　身体が嘘うそのように軽い。

　今なら何でも出来る。

　そんな錯覚にすら陥る程に。

「フレイ！　お前こんな隠し技があるなら先に言えよ！　すげえ！　身体が嘘みたいに軽い！」

　試しに魔剣状態のフレイを軽く振ってみると、近くの大樹、そしてその先の岩さえもがぱっくりと横に切断できてしまった。

　恐ろしいまでの破壊力である。

【流石は主だ！　もう少し強めにいくか！】

「え？」

　すると次の瞬間、俺の身体が悲鳴を上げた。

「い、痛い！　フレイ！　なんか身体からだ中じゆうが痛い！　身体のふしぶしが痛いんだけど!?」

【大丈夫だ！　主ならきっと耐えられる！　主は我が唯一認めた男なのだ！　もっと自分に自信を持て！】

「え!?　あ、いや、ありがとう！　──じゃないわ！　本当にこれ大丈夫なのか!?　……大丈夫なんだよな？　──あーくそ！　悪いユミナ、リーファ！　俺もう先に行くわ！」

　今日の為ためにポーションは多めに持ってきたが、身体を走る痛みからして、あまり時間は掛けられない気がする。

　俺はポーションをがぶ飲みしながら、ユミナとリーファに背中を見せた。

「カトウ！　私のお店の為にも、いっぱいオーク狩ってきてよ！　最低ノルマは百体だからね！」

「ノブユキ様！　私たちも可能な限りすぐに追いつきます！　絶対に無理だけはしないでください！」

　ユミナたちのそんな言葉を背中に受けながら、俺は疾風の如く、森を駆け出した。




　　　　◇




「──た、助けてくれええええええええええええええええええ！」

　一瞬にして過ぎ去っていく風景の中、俺の耳に男の悲鳴が届いた。

　ユミナたちから離れてまだ数分も経たっていないが、もう別のパーティーが担当する場所にまで到着していたらしい。

【主よ！　あそこだ！】

　フレイの声に身体を止めると、今まさに、一人の男がオークによって腕を噛かみ千切られていた。

　男は白目を剥むきながら地面へと倒れ込む。

　そしてこの男のパーティーメンバーだろう少女が二人、その近くで倒れていた。

　しかし、オークは倒れた男や少女二人には目もくれず、噛み千切った腕をゆっくりと咀そ嚼しやくしていく。

　すると次の瞬間、オークの筋肉が徐々に膨張し、その身体は見るからに大きく肥大化していった。

　巨大化。

　そう言って差し支えない程に、オークは巨大に、そして凶悪に変貌を遂げる。

　だがそのお陰か、今オークの動きは完全に止まっていた。

　やるなら今が絶好のチャンス。

　しかし。

「なあフレイ!?　何か俺の思ってたオークと全然違うんだけど!?　あれって本当にオークなのか!?」

　その凶悪な風貌に、俺は正直びびっていた。

【大丈夫だ主あるじよ！　主なら出来る！　我を信じて、思うままに奴やつを斬れ！】

「ああちくしょう！　もうなるようになりやがれ！」

　もうやけくそだった。

　フレイから溢あふれ出す大量の魔力が、俺の身体を包み込んでいるのが分かる。

　俺は地面を大きく蹴る。

　それだけでオークとの距離は一瞬にして縮み、目と鼻の先にオークが現れる。

　後はオーク目掛けて剣を振るうだけ。

　俺はがむしゃらに、剣を振り切った。




　──刹せつ那な、オークの首が宙を舞った。




　音をたてて倒れ込む巨大なオークを、俺は最後まで見届ける。

　そして少しの間を空けて、俺は喜びの声を上げた。

「よっしゃああああああああああああああ！　どんなもんじゃあああああああああああああああ！」

　オークを倒した事に、俺は興奮しながら大声を上げる。

　心臓はうるさい程に鼓動し、俺は右腕を振り上げた。

　すると、何かの視線を感じた。

「…………ッ!?」

　後ろを向くと、腕を食いちぎられた男の仲間である、少女二人が立っていた。

　俺の視線に気づき、二人はビクッと身体を震わせる。

　そうだ。

　こんな事をしている場合ではなかった。

　俺は急いでポーションを取り出し、倒れた男にポーションをぶっかける。

　すると、男の腕がにょきにょきと生えてきた。

「おお、すげえ。下級ポーションでも、これぐらいの傷ならすぐに治せるんだな」

　ポーションの効果についてはフレイのお墨付きを貰っていたので、ある程度は信用していたのだが、これは凄すごい効果だ。

　少女二人も怪け我がをしているようなので、数本のポーションを渡していく。

「ポーションです。使ってください」

「あ、ありがとう」

「……どうも」

　よし、取り敢あえずこれで一安心だ。

　そう思ってフレイに話し掛けようとした所、いつの間にかフレイがいなくなっている事に気が付いた。

　フレイを捜そうと辺りを見回すと、彼女は魔剣姿のまま、俺が倒したオークを見下ろしていた。

　そんなフレイに、俺は近づく。

　すると。

【……主よ。これはもしかすると、少々不味まずい事になったかもしれんぞ】

　フレイは並々ならぬ真剣な口調で、俺にそう言ってきたのだ。

　その言葉に、俺はオークを見下ろす。

　するとその瞬間、物もの凄すごい異臭が俺を襲ってきた。

「ッ!?」

　それは何日も風呂に入っていないような、そんな鼻がもげるような激臭であった。

「……確かに、この臭いはきついな」

　こんなものをあと百体以上も倒さないといけないと思うと、気が滅め入いってしまう。

　フレイもそう思ったからこそ、俺に今の発言をしたのかと思ったのだが、どうやら違うようだ。

【あ、いや、そういう事ではなく……主よ、こやつ等は普通のオークではない。冥界のオークだ】

　フレイの言葉に俺は首を傾かしげた。

　冥界というと、フレイがいた世界の事だろうか。

　この世界の普通のオークすらよく分かっていない俺なので、正直違いが良く分からない。

「冥界のオーク？　何か違いでもあるのか？」

　取り敢えずフレイに話の先を促す。

【うむ。こやつ等にはある特殊な能力があってな。その能力というのが、先程主も見たような、他者を食い、その者の力を取り込むというものなのだが……まあ簡単に言ってしまえば、吸収能力のようなものだな】

　その言葉を聞き、俺は驚いた。

「吸収能力って、最強能力の一つじゃねえか！」

　取り込めば取り込むほど強くなる絶対的強者の力。

　生きてさえいれば、誰にでも勝てる可能性のある無限の力だ。

　そんな能力を持っているならば、冥界でもさぞ暴れ回っていたのだろう。

　そう思ったのだが──

【あ、いや、まあ、理論上はそうなのだろうがな……。あのオーク共にとっては不幸な事に、冥界ではこやつ等より弱い生物がいなかったのだ。……しかしまさか、だからと言って、こんな場所に現れるとは……。一体誰が呼び寄せたかは知らんが、これは早急に対処しなければならない】

　──でないと、取り返しのつかない事になる。

　フレイはそう言葉を続けた。

　確かにフレイの言う通りかもしれない。

　今のオークを見る限り、この世界には、あのオークよりも弱い生物は、それこそ山のようにいる筈はずだ。

　これは急いだ方がいい。

「よっしゃ！　なら次行くぞ次！」

　しかし、俺の中にあった不安はいつの間にか消えていた。

　先程のオークを倒した事により、俺の中で確かな自信がついてきたのだ。

　今なら何の問題もなく、オークを狩れる。

　それとポーションの効果が実際にどれ程のものなのか確かめられたのも大きい。

　俺は少女二人にユミナたちがいる場所を伝え、すぐさまこの場から離れた。




　　　　◇




「……まさか、私がたかだかオーク数体にやられる日が来るとはな……。世界は広い、という事か」

　美しい褐色の肌を持つ冒険者アマンダが、脇腹を押さえながらそうぼやいた。

　傷口は深く、アマンダの呼吸は荒くなってくる。

　そんなアマンダに、魔術師のアンリは最後のポーションを使い、自らの汗を手の甲で拭った。

　ここはルードの森に複数設置された、魔物からの避難場所である小さな納屋。

　この避難場所の地下には空洞があり、全てが一直線に繋つながっている。

　アンリたちはそこを通って、この場所まで避難していた。

　今この場にいるのは魔術師のアンリ、冒険者のアマンダ、そして騎士のレイナだ。

　大きく負傷しているのはアマンダだけだが、アンリとレイナは心に大きな傷を負っていた。

　今まで培ってきた技や力、それらが一切あのオークたちには通じなかったのだ。

　倒したオークの数は十一体だが、そのほとんどはイリアとアマンダが倒したものであり、アンリとレイナは自分たちの不ふ甲が斐い無なさに打ちひしがれていた。

「別のパーティーと、合流できればいいんだがな」

「……多分、無理ですわね」

　アマンダの言葉に、膝を抱えながらレイナがそう口にする。

　アマンダやイリアでようやく対等の敵なのだ。

　他の者が太刀打ち出来るような相手ではない。

　恐らく、彼女たち以外で生き残っているパーティーは、もういないだろう。

　アンリはそう推測する。

「…………」

　……いや、一つだけ可能性のあるパーティーが存在した。

　ずいぶん前に王都で話題となった、カトウという勇者パーティーだ。

　彼らは今回イリアの対比として呼ばれていた為ため、戦力としては換算されていない。

　担当地区も、魔物のいない、本来国境を渡るルートを指定されている。

　生きている可能性はかなり高いだろう。

　……しかし、彼らが生きていた所で、どうにかなる話ではなかった。

「アンリ。貴方あなたって確か、転移魔法が使えたわよね？」

「……使えはする。だけど、この場所じゃ使えない」

　なにせこの場所は、国と国の境目である国境なのだ。

　通信魔法や探知魔法だけでなく、転移魔法すら高位の魔法により阻害されている。

　生半可な魔術師では、発動さえ厳しいだろう。

　そもそも転移魔法は移動において万能と思われがちだが、それは大きな間違いだ。

　転移する場所の地形、及び建物や動物などの障害物。

　それらの全てを精密に計算し、行わなければならない。

　一つのミスも許されない、繊細な魔法なのだ。

　そんな繊細な魔法を、こんな場所で使いでもすれば、転移した者は十中八九死ぬ事になる。

「……ここは一度撤退しよう。ポーションの予備も今ので切れただろうし、国からの援軍もすぐには期待できない。……まあ、来たとしても、生半可な戦力では太刀打ち出来んだろうがな」

　アマンダの言葉にレイナが頷く。

「それがいいですわね。……正直な話、私はこの戦いで、あなた達の役には立てそうにありませんもの」

　レイナが苦笑いをしながら、強く拳を握りしめた。

　悔しいのだろう。

　アンリもそれは同じだ。

「私もそれでいい」

　続いてアンリも頷く。

　アマンダの言う通り、これ以上の戦闘は無謀だ。

　……しかし、どうやら少し、行動が遅かったようだ。

「囲まれているな」

　アマンダの言葉に急いで納屋の隙間からアンリが顔を出すと、オークが辺りを警戒しているのが見える。

　完全に囲まれていた。

　気が付かなかった。

　今現在アンリは、防音魔法と探知魔法を同時に発動していた。

　しかし、彼女のそれにはオークは探知出来ていなかった。

　いくら魔法を妨害されているとはいえ、仲間を窮地に追い込んだ自分の不甲斐なさに、アンリは唇を噛かみ締める。

「囮おとりが必要だな」

　すると、アマンダが全員に聞こえるようにそう言った。

　その言葉に、アンリがゴクリと生唾を飲み込む。

　それはアンリも考えていた。

　ここで闇雲に逃げたとしても、あのオークならば必ず追いついてくるだろう。

　ならば囮役は必須と言える。

　そして、今この場で最も役に立たないのが自分だという自覚が、アンリにはあった。

　残るなら、自分が残らなければならない。

　アンリはそう自覚していた。

　時間がない。

　アンリはすぐに自分が囮になると声を上げようとする。

「私が──」

　しかし、その言葉は掻かき消されてしまった。

「──なら、私が残ります」

　イリアだった。

　納屋の地下のハシゴからイリアは現れ、はっきりとそう言ったのだ。

　その右手には、血の滴るオークの首があり、服は返り血で染まっていた。

「な、何言ってんの！　この中じゃイリアが一番強いんだよ！」

　アンリが狼ろう狽ばいする。

　この状況は絶対に国に報告しなければならない。

　失敗すれば取り返しの付かない事になってしまう。

　この場で一番役に立っていないのは、イリアではなく自分なのだ。

　すると、イリアがオークの首を、やさしく床へと置いた。

「このオーク、ただのオークではないようです。亜種なのか、突然変異なのかは分かりませんが、他者の力を取り込む、そんな不思議な力があるようです」

「他者の力を取り込む？　どういう事だ？」

「はい、私が遭遇したオークが丁度、別のパーティーを襲っていました。そのオークは一人の身体を吸収……まあ食べるという行為に当たるのですが、それによって力を吸い取ったようです。その後のパワーとスピードは、私と同等、そう言っても過言ではありません。勝てたのは、本当に運が良かった」

　イリアは真剣な表情でそう語る。

「な、なら！　尚なお更さらイリアは逃げるべきじゃ！」

　並の戦士を吸収してそれなのだ。

　イリアを吸収などされたら、それこそ誰も太刀打ち出来なくなってしまう。

「いえ、私は一匹でも多く、オークを狩ります」

「どうして!?　イリアが食べられたらどうするの!?」

　アンリの考えが分からないイリアではないだろう。

　しかし、彼女は頑かたくなに意見を変えなかった。

「二人とも落ち着け。……アンリ、君の意見は尤もつともだが、イリアの考えも、私には分からなくはない。もしイリアの話が本当なのだとしたら、すでに残りの奴やつらは吸収されている。私たちがさっきまで戦っていたオークであれなのだ。それこそ、イリアが吸収されでもすれば、我々に勝ち目はない」

「そうだよ！　だから──」

「──だがもしこのまま数百のオークたちを放置でもすれば……間違いなく国が亡ほろぶ。……ならばあのオークたちは今ここで、少しでも多く狩るべきだ。私は、イリアの意見を推す」

「イリアが死んでもいいって言うの!?　なら、私もここに残る！」

「駄目だ。今ここで一番戦力外なのが、アンリ、お前だ。奴らにとって我々は御ご馳ち走そう。ならば、一番強い者が狙われ、そうでない者は狙われにくい。私の言っている意味が、分かるな？」

　現に、最初に狙われたのはイリアだった。

　彼女は時間を稼ぐ為にその場に残り、アンリたちを逃がしたのだった。

　次にアマンダ、レイナと狙われた事から、アマンダの言葉は恐らく、正しいのだろう。

　アンリは拳を強く握りしめる。

　しかし、時間と共にその拳は力なくほどかれた。

「分かった」

　その言葉に、三人が安あん堵どする。

　しかし、次の瞬間──

「不味まずい！　来るぞ！」

　納屋をぶち破り、レイナの後ろからオークが現れた。

　オークの振り上げた渾こん身しんの一撃を、咄とつ嗟さにレイナは両手で受け止める。

「がッ!?」

　しかし、その力は圧倒的であった。

　レイナはオークに殴られたその衝撃により納屋を突き抜け、外の岩場へと叩たたきつけられた。

「アンリ！　何をしているのですか！　逃げなさい！」

　イリアの声に停止していた身体がようやく反応する。

　アンリは瞬時に考えた。

　地下に入れば最悪逃げ場はない。

　ならば外だ。

　アンリはすぐさま杖つえを握り、納屋から飛び出した。

　しかし、待ってましたと言わんばかりに、外のオークたちが立ちはだかる。

　それを、アマンダが大剣により薙なぎ払った。

「アマンダ！」

「行け！　行って国に伝えろ！」

　アンリは歯を食いしばり、アマンダたちに背中を向けた。




　　　　◇




　アンリは無我夢中で走り続けた。

　不安定な足場に何度も転び、アンリの足はもう血だらけだ。

　しかし、アンリは止まらずに走り続けた。

　魔力はもう既にほとんど残っていない。

　体力は著しく低下し、思考は全て悪い方向へと向かっていく。

　アンリはたびたび後ろを振り返り、オークがいないか確かめる。

　それを何度も繰り返す。

　そうなってはもう駄目だ。

　恐怖が恐怖を増大させ、アンリはパニック状態に陥ってしまっていた。




　死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。




　恐怖の中でアンリが振り返った、次の瞬間の事だった。

　目の前に、オークの顔があった。

「あ、あ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」

　アンリは絶叫する。

　オークは今まさに、その鋭い牙をアンリに突き刺そうとしていた。

　しかし、次の瞬間。

　──オークの首が、宙を舞った。

　まるで時間の流れが遅くなったかのように、ゆっくりと、オークの首が地面へと落ちていく。

　そして、聞こえてくる、男の声。

　この場にはそぐわない、馬鹿みたいに明るい声だった。

「──なあフレイ！　俺の血管から、なんか、ぴゅーって！　血がいっぱい出てるんだけど！　これ本当に大丈夫なんだよな!?　俺、フレイを信じていいんだよな!?」

【……うむ！】

「──うむ！　じゃないわバカ！」

　聞こえてくる声に、アンリは泥だらけの顔を向ける。

　助かった。

　そんな安堵からか、涙が一向に止まらない。

　身体全体に痛みが走り、過度の緊張から吐きそうになる。

　だがすぐに、イリアたちの顔が脳裏を過った。

　アンリは少年にしがみつき、絞り出すように言葉を紡ぐ。

「お、お願い……！　と、友達が！　友達が私の所せ為いで死にかけてるの！　お願い、助けて……！」

　普段のアンリであれば、こういった場面での交渉には必ず、金や人、地位や名誉を引き合いに出していた。

　当然だ。

　この少年からすれば、アンリは見知らぬ他人にすぎない。

　アンリが嘘うそを吐き、少年をオークの囮にしようとしているかもしれないからだ。

　人間など所詮、最終的には損得で動く生き物である。

　だからこそ、アンリはそれを引き合いに出すべきだった。

　しかし、今のアンリは極限にまでオークに追い詰められていた為、ただただ少年に助けを求める事しか出来なかった。

　……だが、もしかしたら、それが良かったのかもしれない。

「おう、任せろ」

　少年が、そんな軽い言葉と共に、アンリの頭に手を置いた。

　何の見返りも期待せず、少年は真まっ直すぐにアンリが来た道を辿たどっていく。

　アンリは分からなかった。

　どうして少年が、アンリの言葉に頷うなずいてくれたのか。

　どうしてアンリを信じ、森の奥へと向かってくれるのか。

　アンリには本当に分からなかった。

　……ただ一つだけ、アンリには分かる事があった。

　それは、この少年が、この少年こそが──真の勇者である。

　ただ、それだけだった。




　　　　◇




「さすがに、この数はきついですね」

　イリアの右腕は完全に折られ、左目は血で覆われていた。

　アマンダも右足をやられ、おそらく次の戦闘が最後となるだろう。

「言い残す事があるなら先に聞いておくぞ」

「そうですね。……こんな事になるなら、貯金をもう少し使っておくべきでした」

「ふッ……私もだ」

　この場にいる残りのオークは全部で三体。

　そのどれもが傷を負っていない、万全な状態だ。

　状況は圧倒的にこちらが悪い。

　あともう一人、あともう一人彼女たちと対等の者がいれば、この場を打開できたかもしれない。

　しかし、現実は残酷だった。

　……そして、そんなチャンスを、オークたちがみすみす見逃す筈はずもなかった。

　先に動いたのはオークだった。

　オークはその巨体からは想像も出来ない素早い動きで距離を詰めると、上半身をバネのように捻ひねり、その全体重をのせた剛腕をイリアへと走らせた。

　しかし、イリアは動じない。

　まるで無抵抗を演じるかのように、オークの拳が目と鼻の先に来るまで、彼女はそれを黙って見届ける。




　──刹せつ那な、イリアが掻かき消えた。




　迅雷。

　イリアの代名詞と呼ばれるそれは、音さえも置き去りにする。

　行き場を失ったオークの重い一撃は、とてつもない衝撃波と共に、その場に巨大なクレーターを作り出し、砂さ塵じんを舞い上がらせた。

　イリアはその衝撃を、オークの身体で緩和させる。

　イリアはあの一瞬で、オークの背中に回り込んでいたのだ。

　そしてイリアが左手に持つ、極限にまで高められた、すさまじいまでの魔力が込められた長剣を、彼女は一気にオークの首筋へと走らせる。

　オークの硬い筋肉が、バターのように溶け、その頭は宙を舞った。

　まずは一匹、そんな安堵をした瞬間だった。

　砂塵を掻き分けて、もう一匹のオークが、凶悪なまでに成長した鋭い牙を、イリアに走らせていた。

　イリアはすぐさま、もう一度、迅雷でオークの背中を取る。

　しかし──

「ナンドモオナジテハクワン」

「……!?」

　それはオークの言葉だった。

　まるで初めて言葉を口にするかのような、そんなたどたどしい言葉。

　そんな声が、イリアの耳に届いてくる。

　気づけば、乱暴に振り回されたオークの拳が、イリアの脇腹に突き刺さっていた。

　骨の砕ける鈍い音を感じながら、イリアはそのまま地面へと叩たたきつけられる。

　そして、足音がゆっくりと近づいてきた。

「オマエツヨイ。オマエクエバ、オレハモットツヨクナル」

　身体が動かない。

　倒れた地面から顔を上げようとすると、倒れているアマンダが見えた。

　その横には、オークの死体が一つ横たわっている。

　どうやらアマンダは、自分の命と引き換えに、オークを一体倒してくれたようだ。

　すると、目の前のオークが、誰とも知らない右腕を腰から引き抜く。

　イリアのものではない。

　アマンダや、レイナのものでもない。

　じゃあ一体、この右腕は誰のものか。

　その右腕には、勇者の証あかしである、ナンバー入りのプレートが、アクセサリーのように付けられていた。

　ああ……そういう事か。

　イリアは気づいた。

　きっとそれは、最初にこのオークと戦ったのだろう、勇者ベイルの右腕だった。

　イリアはそう推測する。

　道理で強いわけだ。

　もうすでに、このオークはベイルの右腕以外を全て吸収し終わっていたわけだ。

　敵かなうわけがない。

　灰色のオークは、ゆっくりとベイルの腕を咀そ嚼しやくしていった。

　それを止められる者はこの場にはいない。

　なぜこのオークが右腕だけを残していたのかは分からないが、おそらく、このオークたちには一日に吸収できる力に制限があるのだろう。

　オークがベイルの右腕を取り込んだ事により、その身体は膨張し、肌質さえも変わっていく。

　まるで鋼だ。

　肌は灰色から黒い鋼のように変化し、鋭い牙もさらに凶悪となって、その口元から覗のぞかせている。

　これはどう考えても、イリアに勝ち目はない。

　この成長したオークを前に、イリアはそんな結論に至る。

「…………」

　しかしイリアは立ち上がった。

　剣を杖つえ代わりにし、生まれたての小鹿のように震える足を、無理やりにでも立たせる。

　少しでも長く、友人が逃げられるように、少しでも可能性を上げる為に、イリアは立ち上がる。

　──差し詰め、勇者対オークの勇者。

　イリアは心の中でそんな事を考える。

　オークはゆったりとした動作でアマンダの大剣を拾い上げ、軽々と振り回す。

　アマンダには手を出さない。

　どうやらこのオークは、試し切りにイリアを選んだようだ。

　オークはゆっくりと、イリアに近づいてくる。

「…………」

　これまでにイリアは、何度も窮地を乗り越えてきた。

　守られるべき側ではなく、守る側として戦い続けてきた。

　しかしイリアは時々思うのだ。

　もしイリアが窮地に陥っている際、颯さつ爽そうと現れて、イリアを守ってくれるような、そんな勇者の存在を──

　……まあ結局、そんな者は現れず、イリアはここまで来てしまった。

　イリアの冒険は、ここで幕を閉じる。

　大剣が振り下ろされるのを見届けながら、イリアはそっと目を閉じた。

　あーあ、一度くらい、恋……してみたかったな。

　そんな事を思いながら、イリアはオークの一撃を待った。

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　しかし、待てども待てども、一向にオークの攻撃はやってこない。

　目をゆっくりと開ければ、視線の先にある黒いオークは、大剣を振り上げたまま硬直していた。

　そして突然、その身体がぐにゃりと膝から倒れ込む。

「よっしゃああああああああああああああああああ！　どんなもんじゃああああああああああああああああああああああああ！　なあフレイ！　今のオークで三百体くらいは狩ったんじゃないか!?　えーと、つまり、いくらぐらいだ!?」

【主あるじよ！　三千万ぐらいだ！】

「うおっしゃああああああああああああああああああああ！！！！　これで屋敷のローン全額返済出来るぞおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！」

【あ、主よ！　我はペットだ！　ペットが欲しい！】

「おう！　ライオンでもパンダでも、いくらでも買ってやる！」

　そんな少年たちのやりとりを聞きながら、イリアはぽかんと口を開けたまま固まっていた。

　何が起こったのか理解できない。
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　理解できる状況ではなかった。

　イリアと同じくらいの少年。

　……いや、少し年下だろうか。

　そんな少年に、イリアは助けられてしまった。

　守る側だと思っていた自分が、異性に助けられてしまった。

　……単純かもしれないが、それだけで、イリアはこの少年にときめいた。

　この少年に、色々な事を聞きたい。

　どうしてそんなに強いのか。

　その魔剣はなんなのか。

　好きな食べ物はなんなのか。

　……いや、まずは助けてもらったお礼をすべきだ。

　しかし、何とお礼を言うべきか。

　思考はぐちゃぐちゃで、何を喋しやべっていいのか定まらない。

「ごぼ、ごほ、ごほ」

　とにかく何か喋ろうとした所、肺がやられているのか、イリアは上手うまく声が出せなかった。

　崩れるように膝を突き、少年に介抱される。

「お、おい。大丈夫か？　ちょっと待ってくれ、今ポーションを……って、ポーションはさっきので使い終わったんだった。……なら、エリクサーしかないな。よし──」

【──いや、待て主あるじよ。それならば我が治そう。死者を生き返らせるのは流石さすがに無理だが、このぐらいの傷なら我でも治せる。……娘よ、大人しくしていろ。少々痛むが、死にはせん】

　するとそんな頭に響く不思議な声と共に、イリアの意識は途絶えた。




　　　　◇




　目を覚ますと、イリアはベッドの中にいた。

　白い天井に、白い部屋。

　どこかの病院だという事はすぐに分かった。

「そ、そうだ！　あの少年！」

　無理やり身体を起こそうとすると、全身に軽い痛みが走る。

「ッ!?」

　しかし、それだけだ。

　バキバキに折れた骨や、その他諸もろ々もろが元通りになっている。

　おそらく、あの魔剣が何かしてくれたのだろう。

「あ、イリア！　良かった！　目が覚めたんだね！」

　すると、濡ぬれたタオルを右手に、アンリがやって来た。

　そんなアンリに、イリアはあの少年の事を聞いた。

「アンリ！　あの後何があったのですか!?　あの少年は!?　あの少年はどうしたのですか!?」

「お、落ち着いて！　話す！　全部話すから！」

　ベッドから起き上がろうとしたイリアだったが、アンリに止められてしまった。

　イリアは起こしかけた身体をゆっくりとベッドに預ける。

　アンリは一度、大きな溜ため息いきを吐くと、イリアが寝ている間に一体何があったのかを説明してくれた。

「──とまあ、大体こんな感じかな」

「…………」

　アンリの話をまとめる。

　まず最初に、オークは全て、少年が片付けてくれたらしい。

　あのオークたちを、たった一人でだ。

　やはり上には上がいる。

　次に傷を負った者に関してだが、こちらもみな、少年が持っていたポーションにより無事生還出来たそうだ。

　その中には当然、ベイルのように身体を全て食べられてしまった死者もいたわけだが、少年はそのベイルも含め、全員を蘇よみがえらせたのだ。

　もしこの事件に関わっていなければ、到底信じられる話ではなかった。

「……そうですか。やはり、あの少年がやってくれたのですね。それで、彼はどこにいるのですか？」

「ああ……うん。その事、なんだけど」

　言い辛づらそうに言葉を濁すアンリに、イリアは首を傾かしげる。

　あの少年は、これ程の活躍を我々に見せたのだ。

　きっと今頃、彼は特別待遇として、王宮に招待されている事だろう。

　是非会って話がしたい。

　そんな事を思っていると、アンリが気まずそうに頬ほおを掻かきながらこう言った。

「……イリア、あのね。実はあの後、色々あってさ、彼ら怒って街を出ていっちゃったんだよね」

「な、何ですって!?」

「お、落ち着いて！　これにはちゃんとした理由があるから！」

　イリアがベッドから起き上がろうとした所、アンリがまたも必死に止めてくる。

　そしてアンリは言いづらそうに、彼らが怒って帰ってしまった理由を話しだした。

　アンリの話はそれ程複雑なものではなかった。

　彼女の話はこうだ。

　まず最初に、アンリは彼らに嘘うそを吐いたそうだ。

　倒したオークの身体の一部を刈り取らなければ、報酬は貰もらえないなどという大嘘を。

　そしてさらには、アンリ自らが運営に、彼らの功績を偽った。

　当然、運営側は少年たちよりも信しん憑ぴよう性せいの高いアンリの意見を信じ、彼らは正当な報酬が貰もらえず、怒って街を出て行ってしまったそうだ。

「アンリ！　どうしてそんな事を！」

　苛いら立だちから、イリアは強くベッドを叩たたいた。

　命の恩人にする事ではない。

　そう思ったのだが。

「ま、待って！　一度落ち着いて！　冷静になって！　──だって考えてみて！　あれ程の力が少年にはあるんだよ!?　あの少年は、イリアでも手間取った、あのオークたちを瞬殺する程強かった！　あの少年だけじゃない。あのユミナとリーファって子も、相当強いよ！　それに死者すら蘇らせるって、白の国の聖女でも絶対に出来ない神業じゃん！　そんな凄すごい力があるって、もしこの国や他の国の上層部なんかに知られたら、あの人絶対に利用されちゃうよ！」

　アンリの言葉に、イリアは一度冷静になる事にした。

「確かに……言われてみればそうですね」

　もしこの事が知られれば、彼らは間違いなく利用される。

　……いや、国だけではない。

　それこそ、人の命を何とも思っていない、そんな危険な存在たちに狙われてしまう。

　それを思えば、アンリの行動は正解だったのかもしれない。

　だけど、せめてお金ぐらいは渡しても良かったのではないだろうか？

　正当な対価である。

　そう思ったのだが。

「それは絶対ダメだよ。……私だって、渡せるなら渡したいけど、大金がいきなり動けば、絶対に足がつく。今回の事を不審に思っている奴やつらは少なからずいるし、もしかしたら、もう核心に迫っている奴もいるかもしれない。だから悪いけど、イリアのお願いでも、これだけは聞けない」

　アンリが真っすぐにこちらを見据えてくる。

　それはつまり、彼女なりの、あの少年への恩返しというわけだ。

　しかしイリアには、一つだけ気になる点があった。

「……ですがアンリ、大丈夫なのですか？　彼らはあのオークをいとも簡単に倒せる程の者たちなんですよ？　そんな方たちに恨まれたりでもすれば、それこそ、国が亡ほろぶのではないですか？」

　そう、彼らはあのオークを倒した、絶対的強者なのだ。

　そんな者たちに恨まれるような行いに、イリアは不安で仕方がない。

　しかし、流石に心配し過ぎていたようだ。

　その証拠に、アンリはイリアに笑顔を向けてきたのだ。

　何も心配はない。そんな風に──

「…………」

　しかし、いつまで経たっても、アンリの笑顔はそのままだった。

　まるでアンリの周りだけ時間が停止しているような、そんな不思議な感覚。

　その様子に、イリアの身体から血の気が引いていく。

「あ、アンリ。貴方あなた、まさか……！」

「そのまさかです……！」

「お馬鹿……！」

　アンリの悪い癖だった。

　一つの物事に集中すると、それ以外が見えなくなってしまう。

　きっとこの分だと、他にも何かやらかしている事は明白だった。

　イリアは頭を抱えた。

「──なら、今から追いかければいいじゃないか」

　すると、アマンダが病室に入ってきた。

「アマンダ！」

　少年の力により生き返ったとは聞いていたが、やはり自分で見なければ信じられなかった。

　アマンダが無事だった事に安あん堵どし、イリアは自然と笑みを浮かべる。

　しかしすぐに、その表情は真剣なものへと切り替わった。

「追いかけるって言ったって……そんな簡単な話ではありません」

　イリアはこの国を代表する勇者なのだ。

　仕事は山のようにあるし、イリアにそこまでの自由はない。

　現にここ数年、イリアに休暇という休暇は与えられていなかった。

「そう言うと思って、これを貰もらってきた」

　すると、アマンダが一枚の紙を広げる。

　それは端的に言えば、一年の休暇をイリアに与えると書かれたものだった。

「ど、どうやってこんなものを貰ってきたのですか？」

「ああ、レイナの奴が今回の事で恐ろしく怒ってだな。父親に直じか談だん判ぱんしたみたいだ。まあ、今回の事は上の調査不足って事で、あちらさんも反省してるみたいでな。ここでイリアの機嫌を損ねたら、それこそそっちの損失が大きいと判断したんだろう。なーに、長い休暇だと思って、私らで楽しもうじゃないか」

「え？　アマンダも行くのですか？」

「当たり前だ。彼は、イリアすらも倒すオークを圧倒したのだろう？　戦士として是非、手合わせ願いたい。……それに、強い男の種は、是非とも残したいからな」

「な、な、な──」

「な？」

「何を言っているんですか！　た、種だなんて！　不潔です！　汚らわしいです！」

「何だ。イリアはこういった話が苦手か？」

　アマンダがアンリに視線を移す。

「……まあ、イリアだしね。完璧人間というか、守られるより守る側の人間だったから、そういう話とは無縁なんだよ」

「ふむ。ならば、この話は私の一歩リードという事か」

「──おーほっほっほっほッ！　それはどうかしら！」

　すると、今度はレイナが病室に入ってきた。

「私はお母さまから男を骨抜きにする百の技を授かっておりますの！　アマンダ！　今度は絶対に貴方には負けませんわ！」

　今回の事が相当応えたのか、レイナはアマンダを負かす事を一つの目標としたようだ。

「おや、それは大変だ」

「不潔です！　そんな事は絶対に許しません！　勇者の名において、絶対に許しません！」

　病室に、イリアのそんな声が響いたのだった。








エピローグ









　今回のオチというか、後日談。

　結局のところ、俺たちはオーク討伐での報酬を、国から受け取る事は出来なかった。

　つまり無報酬。タダ働きである。

　まあ、それだけならまだ傷は浅かったのだが、今回はそれに加え、大量のポーションと、エリクサーをも消費してしまい、流石さすがに俺たちは怒っていた。

「ちょっと！　私たちがオークを倒したのに、何なのよこの仕打ち！」

「我も今回の事は納得がいかん！」

「断固抗議しましょう！」

　リーファ、フレイ、ユミナがそれぞれ怒りを露あらわにする。

　当然、俺も怒り心頭だ。

　俺たちは街の入り口付近に陣取り、断固闘う姿勢をとっていた。

　そんな事をしていると──

「私にも協力させてください！」

「わ、私も！」

　声を掛けてきたのは、俺があのオーク討伐の際にポーションを渡した、二人の少女だった。

　少女たちはどこからか俺たちが報酬を貰えなかった事を聞きつけて、わざわざここまで足を運んでくれたようだった。

　話を聞くと、どうやら彼女たちは俺たちの証人になってくれるらしい。

　これは非常に助かる。

　しかも、彼女たちはそれなりに名の知れた有名人のようで、俺たちの期待も高まっていく。

　しかし、そう思ったのも束つかの間、俺たちは少女の次の言葉により、声を失った。

「いえいえ、命を助けられたのですから、これぐらいは当然です。それに、今回のオーク騒動の落ち度は我が国と、隣国リーヴェ共和国にあります。そもそもの話、〝あの雪山に突然現れた銀色のゴーレム〟──ミスリルゴーレムの起こした雪崩により、オークは平年よりも早く冬眠から覚め、国境への大移動を始めました。それに対しもっと早く両国が協力し、対処していれば、こんな大事にはならなかった筈はずなんです。ミスリルゴーレムは現在も雪山で暴れていると聞いております。おそらく、何らかの組織が絡んでいるのでしょう。カトウ様たちのお陰で、今回は死者が出ませんでした。改めて、お礼を言わせてください」

「「「……………………………………………………………………」」」

　頭を下げる二人の少女とは対照的に、俺たち三人は青い空を見上げていた。

「何と！　そんな事があったのか！　となると、あの冥界のオークをこの世界に呼んだのも、その組織が絡んでいるのかもしれんな！　……うわ！　主あるじたちよ！　何をする！」

　事情の分かっていないフレイに、俺たち三人は彼女の頭を撫なで回す。

「情報によると、雪崩の直後に、山から下りてきた三人組が目撃されているそうです。一人は若い男性、もう一人は若い女性、そして最後の一人は〝変態〟と聞いております。現在犯人は捜索中との事で──あ！　すみません！　こんな話、今はどうでもいいですよね！　さッ！　カトウ様！　今すぐにでも国へ抗議に！　……あれ？　カトウ様！　どこに行かれるのですか！　カトウ様！」

[image: ]
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　お初にお目にかかります。吉よしケが崎さきトモヒロと申します。

　まずは本作品をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　そして本作品にかかわって頂いたすーぱーぞんび様、担当編集者様、スニーカー文庫編集部の皆様、校閲様、デザイナー様、営業様、書店様、読者様、心より感謝申し上げます。




　さて突然ですが、皆様はオタクになった切っ掛けなどはございますか？

　オタクの定義にもよると思いますが、ここでは一般の人間が買わないような、ゲームや漫画、ライトノベルに詳しい人間をオタクと定義します。

　そう考えますと、私がオタクになった切っ掛けはおそらく、ライトノベルです。

　私が一番初めに買ったライトノベルは「まぶらほ」という、主人公最強（条件あり）の学園ハーレムライトノベルでした。凜りんちゃんが一番好きで、当時めちゃくちゃハマった記憶があります。新刊が出るたびに書店に駆け込みました。その他にも同レーベルから出ている「ＥＭＥ」や「風の聖痕ステイグマ」などにもハマり、そこからはもう美少女が表紙のライトノベルを買う事に一切抵抗がなくなりました。

　慣れってやつですね。

　まあ、つまるところ、もしかしたらですが、まだオタクになっていない、そんなピュアな方たちが初めて読むライトノベルが、私の作品、という事も、中にはあるかもしれません。

　そんな方たちがこの作品を読んで、次のライトノベル、あるいは別のオタクの道に繋つながってくれる事を、私は祈っております。
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